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三
菱
合
資
会
社
門
司
支
店
は
、
下
関
支
店
の
門
司
移
転
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
一

八
九
五
年
一
二
月
に
開
設
さ
れ
た
。
三
菱
傘
下
に
は
、
こ
の
前
月
に
開
業
し
た
ば
か

り
の
神
戸
支
店
を
含
め
て
、
大
阪
、
長
崎
、
若
松
、
門
司
の
国
内
五
支
店
が
出
揃
っ

た
こ
と
に
な
る
。

当
該
期
門
司
は
、
わ
が
国
最
大
の
石
炭
の
海
外
積
出
地
と
し
て
、
ま
た
大
型
汽
船

が
輯
湊
す
る
国
際
貿
易
港
と
し
て
、
さ
ら
に
は
鉄
道
、
商
業
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も

大
き
な
発
展
を
み
せ
て
い
た
。
門
司
支
店
開
設
は
、
以
上
の
よ
う
な
巨
大
な
石
炭
需

要
を
直
接
取
り
込
む
こ
と
を
狙
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

門
司
支
店
の
売
炭
高
は
、
三
菱
傘
下
筑
豊
諸
炭
坑
の
出
炭
増
大
に
支
え
ら
れ
て
順

調
な
伸
び
を
示
し
た
が
、
ま
た
社
外
買
入
炭
の
取
扱
い
を
積
極
的
に
拡
大
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
門
司
支
店
の
事
業
と
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
も
の
が
成
長
を
開
始
し

た
。
海
運
業
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
石
炭
の
海
外
輸
出
か
ら
派
生
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ

て
、
当
初
は
雇
入
汽
船
に
よ
る
不
安
定
的
な
事
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
冶
鉄
鉱

石
の
運
搬
を
請
け
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
社
汽
船
を
中
心
と
す
る
本
格
的
海
運
業
へ
と

発
展
し
、
そ
れ
は
門
司
支
店
に
と
っ
て
売
炭
事
業
に
つ
ぐ
第
二
の
収
益
部
門
を
形
成

し
た
の
で
あ
る
。

小
論
で
は
、
門
司
支
店
の
発
展
過
程
を
、
売
炭
部
門
と
海
運
部
門
の
二
部
門
に
分

け
て
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
支
店
に
は
社
内
需
要
品
供
給
と
い
う
役
割
が
あ
り
、
当
該
部
門
に
つ
い
て
も
若
干

の
照
明
を
当
て
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
し
て
、
支
店
の
経
営
内
容
に
つ
い
て
も
経
営

収
支
を
中
心
と
し
て
分
析
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

門
司
支
店
は
、
小
論
の
対
象
と
す
る
時
期
に
お
い
て
三
菱
最
大
の
売
炭
店
で
あ
っ

た
が
、
同
支
店
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

(

１)

。
小
論
は
そ
の
よ
う

な
研
究
史
の
薄
み
を
少
し
で
も
埋
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
行
っ

て
き
た
私
の
三
菱
の
筑
豊
鉱
業
史
研
究
に
と
っ
て
は
、
生
産
か
ら
販
売
に
至
る
部
門

を
検
討
す
る
こ
と
と
な
る

(

２)

。

な
お
、
小
論
で
は
三
菱
門
司
支
店
が
一
時
期
管
轄
し
た
漢
口
、
上
海
、
香
港
の
海
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外
店
舗
に
つ
い
て
は
考
察
の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在

準
備
中
の
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

�

�
使
用
史
料
に
つ
い
て

小
論
で
使
用
す
る
史
料
は
、
便
宜
上
第
１
表
に
示
す
よ
う
に
、
略
称
の
形
で
引
用

す
る
。

こ
こ
で
少
し
ば
か
り
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は『

年
報』

で
あ
る
。

『

年
報』

の
原
典
の
表
紙
に
は『

年
報』

と
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
三
菱
内
部
で

は『

年
報』

と
よ
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
数
字
は
明
治
の
和
暦
を
意
味
し
て

い
る
。『

年
報』

に
は
、
三
菱
傘
下
の
多
数
の
場
所
の
報
告
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

小
論
で
は
、
引
用
が
ど
の
場
所
の
も
の
で
あ
る
の
か
を
明
瞭
に
示
す
た
め
に
、
そ
れ

が
門
司
支
店
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は『

年
報(

門
司)』

と
い
う
形
で
示
す
こ
と

と
し
た
。

な
お
、
同
表
の
史
料
に
つ
い
て
は
、(

注)

に
お
い
て
記
し
た
よ
う
に
、
三
菱
総

合
研
究
所
編
・
刊『

旧
三
菱
合
資
会
社
及
び
三
菱
本
社
等
関
係
資
料
目
録(

一)』

(

一
九
八
五
年)

を
参
照
さ
れ
た
い
。
同『

目
録』

と
第
１
表
の
史
料
名
に
つ
い
て

は
表
現
上
の
若
干
の
相
違
が
あ
る
場
合
が
あ
る
が
、
史
料
全
体
の
構
成
を
知
る
う
え

で
、
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
。

�

�
三
菱
門
司
支
店
の
開
設
と
海
外
売
炭
網
の
整
備
過
程

�

三
菱
門
司
支
店
の
開
設

三
菱
は
、
一
八
八
九
年
三
月
新
入
炭
坑
、
翌
四
月
鯰
田
炭
坑
を
買
収
し
て
、
筑
豊

炭
田
へ
の
進
出
を
開
始
し
た

(

３)

。
こ
こ
で
は
、
第
２
表
を
利
用
し
て
、
門
司
支
店
開
設

過
程
を
簡
単
に
と
り
ま
と
め
て
お
く
こ
と
と
し
た
い

(

４)

。

三
菱
は
、
そ
の
筑
豊
炭
の
販
売
と
積
出
の
た
め
に
、
一
八
八
九
年
芦
屋
若
松
出
張

所(
同
年
末
芦
屋
三
菱
炭
坑
出
張
所
と
改
称)

、
そ
し
て
翌
九
〇
年
一
一
月
下
関
三

菱
炭
坑
出
張
所
を
開
設
し
た
。
前
者
は
、
一
八
九
一
年
一
一
月
若
松
に
移
転
さ
れ

(

若
松
三
菱
炭
坑
出
張
所
と
改
称)

、
九
三
年
一
月
若
松
支
店
に
昇
格
し
た
。
後
者
は
、

一
八
九
四
年
一
月
三
菱
合
資
会
社
の
開
業
と
同
時
に
下
関
支
店
に
昇
格
し
た
。
そ
し
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第１表 引用史料名略称一覧表

文 書 名 略 称
(1) 『社史附表 自明治27年至仝30年 各支店決
算勘定表』 『支店勘定書』 (Ⅰ)

(2) 『 〃 自明治31年至仝35年』 『支店勘定書』 (Ⅱ)
(3) 『 〃 自明治36年至仝40年』 『支店勘定書』 (Ⅲ)
(4) 『 〃 自明治41年至仝44年』 『支店勘定書』 (Ⅳ)
(5) 『(年報) 29 (一般通知､ 銀行､ 長崎､ 大阪､
神戸､ 若松､ 門司)』 『年報 (門司)』 1896年度

(6) 『(年報) 37 (銀行､ 長崎､ 大阪､ 若松､ 門司)』 『年報 (門司)』 1904年度
(7) 『(年報) 40 (銀行､ 長崎､ 大阪､ 神戸､ 若松､
門司､ 香港､ 漢口)』 『年報 (門司)』 1907年度

(8) 『社誌綱本附録 社業統計輯覧』 『統計輯覧』

注：
１. 史料名については､ 表紙に記載されているタイトルに従った｡ 各史料名に
ついて詳しくは､ 三菱総合研究所編・刊 『旧三菱合資会社及び三菱本社等関
係資料目録 (一)』 1985年､ 参照｡
２. 史料 (5)､ (6)､ (7) については (年報) を補った｡ 同年報については､ 『三
菱史料館論集』 第８号､ 2007年､ に史料紹介がある｡ 略称は本論文で使用し
た門司支店の部分のものである｡
３. 史料 (8)については､ 『三菱史料館論集』 第９号､ 2008年､ に史料紹介がある｡
４. 三菱合資会社の傘下場所の事業年度は､ 銀行を除いて､ 原則として前年10
月～当該年９月末である｡ 1894年度は同年１月～９月､ 1911年度は1910年10
月～1911年12月｡
５. 史料 (1)～(4) は､ 三菱合資会社資料課が1928年に謄写｡ また､ 史料 (8) は
三菱合資会社総務課が1925年に編纂したものである｡



て
、
翌
九
五
年
一
二
月
下
関
支
店
を
門
司
に
移
転
し
て
、
門
司
支
店
が
開
設
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
三
菱
は
筑
豊
炭
田
に
進
出
し
た
直
後
の
一
八
八
九
年
六
月
門
司
に
土
地

約
三
町
歩
を
買
収
し
て
い
た
の
で
、
す
で
に
こ
の
頃
か
ら
三
菱
に
と
っ
て
門
司
は
有

力
な
支
店
開
設
候
補
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

(

５)

。

三
菱
合
資
本
社
は
、
一
八
九
四
年
三
月
同
社
門
司
所
在
地
所
の
管
理
を
下
関
支
店

に
移
し
た

(

６)

。
そ
し
て
、
同
年
八
月｢

門
司
支
店
貯
炭
場
用
地

(

７)｣

と
し
て
門
司
に
土
地

を
購
入
し
た
。
こ
れ
が『

三
菱
社
誌』

に
お
け
る
門
司
支
店
言
及
の
初
見
で
あ
る
。

つ
い
で
、
同
年
一
〇
月｢

門
司
ノ
地
所
原
價
勘
定
ヲ
本
社
ヨ
リ
下
之
関
支
店
へ
移
ス

(

８)｣

措
置
を
と
っ
た
。
以
上
の
一
連
の
動
き
は
、
日
清
戦
争
が
差
し
迫
る
な
か
で
、
ま
た

そ
の
最
中
に
も
着
々
と
門
司
支
店
開
設
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
時
中
の
対
応
に
追
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
門
司
支

店
開
設
は
、
戦
後
の
九
五
年
一
二
月
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
移
転
が
急
が
れ
た
た
め
、

門
司
支
店
は
開
設
時｢

暇
寓

(

９)｣

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

門
司
支
店
の
本
館
は｢

本
社
建
築
部
ノ
設
計
ニ
係
リ

(

�)｣

、
諸
準
備
を
終
え
て
翌
九

六
年
七
月
着
工
し
、
同
年
一
一
月
に
ほ
ぼ
完
成
し
、
翌
一
二
月
門
司
支
店
は
こ
こ
に

移
っ
た
。
本
館
は
一
一
六
坪
の
堂
々
た
る
洋
館
で
、
倉
庫
・
住
宅
を
併
設
し
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
門
司
支
店
は
恒
久
的
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
三

菱
の
同
支
店
に
対
す
る
意
気
込
み
の
ほ
ど
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
下
関
店
舗
が
、
一
貫

し
て
借
家
住
ま
い
で
あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

な
お
、
三
菱
神
戸
支
店
は
一
八
九
五
年
一
〇
月
に
開
設
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
三
菱
は
日

清
戦
後
ブ
ー
ム
期
に
神
戸
と
門
司
と
い
う
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
国
際
貿
易
港
に
相

次
い
で
支
店
を
開
設
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
何
故
門
司
に
移
転
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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第２表 三菱門司支店関係略年表

年 事 項
1889 ・３月､ 新入炭坑買収・４月､ 鯰田炭坑買収・此年､ 芦屋若松出張所開設 (同年12月芦屋三菱炭坑出張所と改称)
1890 ・11月､ 下関三菱炭坑出張所開設・12月､ 直方に (新入炭坑内) 三菱炭坑事務所開設 (長崎炭坑事務所は長崎支店と改称)

1891 ・11月､ 直方の三菱炭坑事務所および芦屋三菱炭坑出張所を若松に移転し､ それぞれ若松三菱炭坑事務所 (1894年１月廃
止)､ 若松三菱炭坑出張所と改称

1893 ・１月､ 若松三菱炭坑出張所を若松支店とする
1894 ・１月､ 三菱社を三菱合資会社として開業・同月､ 下関三菱炭坑出張所を下関支店とする
1895 ・10月､ 本社に銀行部設置・12月､ 下関支店を門司に移転し､ 門司支店開設
1896 ・１月､ 三菱合資本社に売炭部設置・10月､ 三菱合資本社に第１次鉱山部設置 (1906年７月廃止)
1899 ・９月､ 三菱合資本社に第１次営業部設置 (売炭部廃止)

1902 ・１月､ 門司支店､ 長崎支店､ 輸出売炭の元扱店に指定・７月､ 門司支店の管轄下に漢口出張所開設 (1910年10月､
漢口支店)

1906 ・４月､ 三菱合資直轄の香港支店､ 上海支店開設､ 同時に漢口出張所を三菱合資直轄とする・７月､ 鉱山部と営業部を総合して鉱業部を設置
1907 ・４月､ 漢口出張所､ 門司支店から会計独立 (鉱業部所属) ・６月､ 上海支店､ 門司支店から会計独立 (鉱業部所属)
1908 ・４月､ 香港支店､ 門司支店から会計独立 (鉱業部所属) ・10月､ 本社機構改革､ 鉱業部資本金1�500万円とする
1909 ・５月､ 社炭の元扱店一括買上制度実施
1911 ・１月､ 鉱業部を鉱山部 (第２次) と営業部 (第２次) に分離､ 支店は営業部所属
1912 ・12月､ 船舶課設置､ 門司支店長が課長を兼務

注：営業部､ 鉱山部を第１次､ 第２次と表記している｡ これは､ 『三菱商事社史』 上巻が､ 営業部を第１次､ 第２
次と表記していることに倣ったものである｡

出典：三菱商事 (株) 刊 『三菱商事社史』 上巻､ 資料編 (1986年､ 1987年)､ および 『三菱社誌』 (18)～(21)､ より
作成｡



こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
稿
に
お
い
て
若
干
ふ
れ
た
が
、
要
点
を
整
理
す
れ
ば
、
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

第
一
点
は
、
門
司
港
は
一
八
八
九
年
一
一
月
特
別
輸
出
港
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
後

港
湾
の
整
備
と
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
最
大
の
石
炭
の
海
外
積
出
港
に
発

展
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
点
は
、
以
上
の
諸
条
件
が
整
備
さ
れ
る
と
、
門
司
は
わ
が
国
四
大
貿
易
港
の

一
つ
と
し
て
発
展
し
、
多
数
の
大
型
汽
船
が
輯
湊
す
る
商
業
・
金
融
の
一
大
セ
ン
タ
ー

を
形
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
船
舶
焚
料
炭
需
要
も
こ
こ
に
集
中
し
始
め
た
こ
と
で
あ

る
。第

三
点
と
し
て
は
、
門
司
は
鉄
道
の
起
点
で
あ
り
、
工
場
の
進
出
も
め
ざ
ま
し
く
、

鉄
道
用
炭
・
工
場
用
炭
の
需
要
の
伸
び
が
期
待
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
門
司
の
急
速
な
発
展
に
対
し
、
下
関
の
立
遅
れ
は
明
ら
か
で
あ
っ

た
。
日
清
戦
後
の
ブ
ー
ム
期
を
捉
え
て
、
門
司
支
店
開
設
が
急
が
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

な
お
、
こ
こ
で
第
２
表
を
参
照
し
つ
つ
、
本
社
に
お
け
る
支
店
統
轄
組
織
の
形
成

過
程
に
つ
い
て
、
門
司
支
店
に
関
係
す
る
部
分
に
限
っ
て
と
り
ま
と
め
て
お
く
こ
と

と
し
た
い
。

三
菱
合
資
は
、
本
社
に
一
八
九
六
年
一
月
売
炭
部
を
、
つ
づ
い
て
同
年
一
〇
月
第

一
次
鉱
山
部
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
九
年
九
月
に
は
売
炭
部
を
廃
し
て
本

社
に
第
一
次
営
業
部
を
設
け
た
。
さ
ら
に
、
日
露
戦
後
の
一
九
〇
六
年
七
月
第
一
次

鉱
山
部
と
第
一
次
営
業
部
を
統
合
し
て
鉱
業
部
を
設
け
た
。
以
上
の
よ
う
な
動
き
は
、

支
店
の
営
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

一
九
〇
八
年
一
〇
月
三
菱
合
資
本
社
で
は
機
構
改
革
が
行
わ
れ
、
鉱
業
部
一
、
五
〇

〇
万
円
、
造
船
部
一
、
〇
〇
〇
万
円
、
銀
行
部
一
〇
〇
万
円
の
資
本
金
を
設
定
し
、

こ
れ
に
伴
っ
て｢

各
部
独
立
採
算
の
制
と
す
る
と
と
も
に(

中
略)

そ
れ
ぞ
れ
の
独

立
部
に
大
幅
な
権
限
の
委
譲
も
行
わ
れ
た

(

�)｣

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
こ
の
翌
〇
九
年
五
月
に
実
施
さ
れ
た
社
炭
元
扱
店
一
括

買
上
制
度
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と

す
る
が
、
こ
れ
は
石
炭
元
扱
店
で
あ
っ
た
門
司
支
店
と
長
崎
支
店
に
お
い
て
、
そ
の

採
算
制
を
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
一
九
一
一
年
一
月
鉱
業
部
は
資
本
金
一
、
二
〇
〇
万
円
の
第
二
次
鉱
山

部
と
資
本
金
三
〇
〇
万
円
の
第
二
次
営
業
部
に
分
割
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
再
現
さ
れ

た
両
部
は
、
以
上
の
よ
う
な
本
社
機
構
改
革
を
終
え
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
三
菱
鉱
業
会
社
と
三
菱
商
事
会
社
と
し
て
、
三
菱
合
資
よ
り
分
離
さ
れ
る

直
接
の
前
身
と
な
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
当
該
営
業

部
に
お
い
て
も
、
国

内
支
店
の
取
扱
商
品

は
従
来
通
り
で
あ
っ

た

(

�)

。で
は
、
次
に
第
３

表
を
引
用
し
て
、
門

司
支
店
主
管
者
の
推

移
を
み
て
お
く
こ
と

に
し
た
い
。

同
表
に
よ
れ
ば
、

下
関
支
店
に
は
専
任
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第３表 三菱門司支店主管者一覧表
名 前 役 職 名 期 間
徳 弘 為 章 若松支店支配人兼下之関支店支配人 1894.１～
高 田 政 久 門司支店支配人 1895. 12～

〃 門司支店支配人兼若松支店支配人 1896.９～
〃 門司支店長兼若松支店長 1899.７～

江 口 定 條 門司支店長 1903.９～
〃 門司支店長兼若松支店長 1904. 12～

青 木 菊 雄 門司支店長兼若松支店長 1906.７～
早 尾 惇 實 門司支店長兼若松支店長 1908. 12～
松木鼎三郎 門司支店長兼若松支店長 1909. 11～
大 石 廣 吉 門司支店長兼若松支店長 1911.８～
植 松 京 門司支店長兼若松支店長・船舶課長 1912.２～
三宅川百太郎 門司支店長兼若松支店長・船舶課長 1913.２～
佐藤梅太郎 門司支店長 1916.９～

〃 若松支店長兼門司支店長 1917.７～
注：１. 門司支店は､ 1901年12月～1917年７月､ 筑豊炭の元扱店｡
２. 高田政久は､ 1893年６月､ 若松支店副支配人｡

出典：『三菱社誌』 (19)～(28)､ より作成｡



の
支
配
人
が
お
か
れ
ず
、
若
松
支
店
支
配
人
の
兼
任
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
門
司
支

店
で
は
開
設
当
初
よ
り
専
任
の
支
配
人
が
任
命
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
翌
年
九
月
以
降
原
則
と
し
て
門
司
支
店
支
配
人(

一
八
九
九
年
七
月
以
降
支
店

長
と
改
称)

が
若
松
支
店
支
配
人
を
兼
任
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
八

九
四
年
一
〇
月
の
通
達
で
、
従
来
売
炭
権
限
が
若
松
支
店
と
下
関
支
店
に
分
掌
さ
れ

て
い
た
の
を
下
関
支
店(
後
の
門
司
支
店)

に
集
約
し
て
い
た
こ
と
に
対
応
す
る
措

置
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
一
九
〇
二
年
一
月
よ
り
実
施
さ

れ
た
石
炭
の
元
扱
店
制
度
に
門
司
支
店
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
確

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
七
年
七
月
筑
豊
炭
の
元
扱
店
が
門
司
支
店
か
ら
若
松

支
店
に
移
さ
れ
る
と
、
逆
に
若
松
支
店
長
が
門
司
支
店
長
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
石
炭
が
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
輸
出
産
業
か
ら
内
需
産
業
に
転
換
し
、
三
菱
も

そ
れ
に
伴
っ
て
輸
出
か
ら
国
内
市
場
志
向
へ
と
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
を
象
徴
的
に

示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

�

海
外
売
炭
網
の
整
備

三
菱
は
、
一
八
九
三
年
七
月
日
本
郵
船
会
社
に
香
港
・
上
海
に
お
け
る
石
炭
販
売

を
委
嘱
し
た

(

�)

。
し
か
し
、
そ
の
後
三
菱
は
日
本
郵
船
と
の
契
約
を
解
い
て
、
新
規
に

両
地
に
販
売
代
理
店
を
置
く
こ
と
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
一
八
九
四
年
三
月
ト
リ
ッ
プ(��

�
�
�
���
�)

を
上
海
代
理
店
、
九

六
年
一
二
月
ゼ
フ
リ
ー
ス(�

�
	
�


�
�������)

を
香
港
代
理
店
に
委
嘱
し
た
。
ま

た
、
九
五
年
フ
ァ
ル
ガ
ー
ソ
ン
商
会
と
は
芝
罘
地
方
、
九
八
年
に
は
東
肥
洋
行
と
漢

口
地
方
に
お
け
る
石
炭
取
引
を
開
始
し
た
。

な
お
、
ゼ
フ
リ
ー
ス
に
つ
い
て
は｢

一
定
ノ
手
當
ヲ
給
シ

(

�)｣

て
お
り
、
ま
た｢

是

迄
ツ

(

マ
マ)

リ
ッ
プ
氏
ニ
賣
炭
口
銭
ヲ
與
ヘ
居
リ
シ
ガ
同
十
二
月
一
日(

一
八
九
六
年
…
筆

者
注)

ヨ
リ
一
定
ノ
手
當
ヲ
給
シ
テ
ゼ
フ
リ
ー
ス
同
様
専
務
代
理
人
ト
定
メ
タ

(

�)｣

と

記
さ
れ
て
い
る
。
両
代
理
店
は
、
順
調
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
お
け
る
販
売
を
拡
大

し
て
い
っ
た

(

�)

。

ま
た
、
東
肥
洋
行
と
は
そ
の
後
一
九
〇
〇
年
七
月
漢
口
地
方
に
お
け
る
売
炭
増
加

に
対
応
し
て
、
新
規
に
石
炭
委
託
販
売
協
定
を
結
ん
で
い
る

(

�)

。
こ
れ
は
、
後
述
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
年
六
月
官
営
八
幡
製
鉄
所
と
の
間
で
大
冶
鉄
鉱
石
運
搬
請
負

契
約
が
成
立
し
、
三
菱
は
漢
口
で
鉱
石
を
積
み
取
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
積

取
船
で
同
地
ま
で
石
炭
を
運
搬
し
、
販
売
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
積
取
鉱
石
と
運
搬
石
炭
が
増
加
し
、
漢
口
は
三
菱
に
と
っ
て
中
国
に
お
け
る
一

大
拠
点
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
三
菱
の
最
初
の
海
外
店
舗
が
開
設
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

一
方
で
、
フ
ァ
ル
ガ
ー
ソ
ン
商
会
と
の
取
引
は
不
調
で
あ
り
、
一
八
九
七
年
四
月

送
炭
を
停
止
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

と
こ
ろ
で
、
海
外
に
お
け
る
売
炭
が
順
調
に
進
展
す
る
と
、
三
菱
は
代
理
店
に
代

え
て
三
菱
の
直
営
店
舗
を
開
設
し
、｢

売
炭
の
自
営
を
開
始

(

�)｣

し
た
こ
と
が
特
筆
さ

れ
る
。

ま
ず
、
一
九
〇
二
年
七
月
三
菱
門
司
支
店
は｢

門
司
支
店
漢
口
出
張
所
ヲ
設
置

(

	)｣

し
た
。
そ
し
て
、
日
露
戦
後
の
〇
六
年
四
月
三
菱
合
資
は
上
海
支
店
お
よ
び
香
港
支

店
を
開
設
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
同
時
に
、
漢
口
出
張
所
を
三
菱
合
資
直
轄

と
し
た

(


)

。
こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
門
司
支
店
漢
口
出
張
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
最
も
注
意
す
べ
き
は
、
三
菱

合
資
最
初
の
海
外
店
舗
が
合
資
本
社
で
は
な
く
門
司
支
店
の
出
張
所
と
し
て
開
設
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
三
菱
の
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
同
出
張
所
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
、
日
露
戦
争
の
さ
な
か
〇
四
年
九
月
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｢
我
社
石
炭
取
扱
店
東
肥
洋
行
ト
ノ
関
係
ヲ
絶
チ(

中
略)

独
立
業
務
取
扱

(

�)｣

を
開

始
し
た
。
次
に
、
上
海
・
香
港
両
支
店
で
は
、
開
設
に
伴
っ
て
た
だ
ち
に
代
理
店
を

廃
し
た
こ
と
で
あ
る

(

�)

。
こ
れ
は
、
漢
口
出
張
所
に
お
け
る
経
験
が
役
に
立
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

�

�
売
炭
事
業
の
発
展

�

売
炭
高
の
推
移

門
司
や
若
松
の
店
舗
は
、
社
炭
販
売
を
目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
三
菱
以
外
の
社
外
か
ら
も
石
炭
を
購
入
し
て
い
た
。
三
菱
で
は
こ
れ
を
特
に

｢

買
入
炭｣

と
表
記
し
て
い
た

(

�)

。
ま
た
、
時
期
に
よ
っ
て
は
社
外
炭
礦
と
販
売
委
託

契
約
を
結
ん
で
販
売
し
て
お
り
、
特
に｢

委
託
炭｣
と
よ
ば
れ
た
。

な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
九
〇
九
年
五
月
よ
り
社
炭
元
扱
店
一
括
買
上
制
度
が

実
施
さ
れ
る
と
、
社
炭
も
買
入
炭
と
同
様
の
扱
い
と
な
る
。
と
は
い
え『

各
支
店
決

算
勘
定
書』

で
は
、｢

第
一
石
炭｣

(

社
炭)

、｢

第
二
石
炭｣

(

社
外
買
入
炭)

と
し

て
区
別
し
て
表
記
し
て
い
た
。
社
外
炭
と
い
う
表
記
は『

各
支
店
決
算
勘
定
書』

で

は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

で
は
以
下
、
社
炭
・
買
入
炭
全
体
の
売
炭
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

第
４
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
石
炭
売
捌
高
表
で
あ
る
。

同
表
の
重
要
点
を
、
次
に
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
売
捌
高
合
計
を
み
る
と
、
一
八
九
六
年
度
に
二
五
万
ト
ン
弱
で
あ
っ
た
の
が
、

そ
の
後
順
調
に
増
加
し
て
、
一
九
〇
七
年
度
以
降
一
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
、
一
九
一

一
年
度
に
は
一
二
ヵ
月
換
算
で
一
四
〇
万
ト
ン
弱
に
達
し
て
い
た
。
一
五
年
で
五
倍

を
上
回
る
大
き
な
増
加
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
海
外
は
一
八
九
六
年
度
に
二
〇
・
九
％
で
あ
っ
た
の
が
、
以
後
上
昇

し
て
一
九
〇
三
年
度
に
三
〇
・
五
％
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
日
露
戦
争
の
前
年
に
あ

た
り
、
見
越
買
い
が
多
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
〇
八
年
度
ま
で
は
二
〇
％
台
に
あ
っ

た
が
、
〇
九
年
度
以
降
二
〇
％
を
割
っ
て
、
一
九
一
〇
、
一
一
年
度
に
は
一
六
％
台

に
低
下
し
て
い
た
。

次
に
土
地
売
炭
は
、
一
八
九
〇
年
代
後
半
に
三
〇
〜
四
〇
％
台
で
あ
っ
た
が
、
一

九
〇
〇
年
代
以
降
ほ
ぼ
五
〇
％
以
上
に
上
昇
し
て
推
移
し
て
い
た
。
土
地
売
炭
に
は
、
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第４表 三菱門司支店石炭売捌高表

年度 海 外 内 国 合 計内地移送炭 土地売炭 計
1896 52 (20�9) 92 (36�9) 105 (42�2) 197 (79�1) 249 (100�0)
1897 ―
1898 90 (30�5) 295 (100�0)
1899 116 (30�5) 320 (100�0)
1900 123 (24�7) 129 (30�0) 245 (49�3) 374 (75�3) 497 (100�0)
1901 176 (24�2) 119 (16�4) 433 (60�0) 552 (75�9) 727 (100�0)
1902 202 (28�5) 122 (17�2) 385 (54�2) 507 (71�4) 710 (100�0)
1903 236 (30�5) 170 (21�9) 369 (47�6) 539 (69�5) 775 (100�0)
1904 187 (23�9) 193 (24�6) 403 (51�5) 596 (76�1) 783 (100�0)
1905 ―
1906 898
1907 252 (24�3) 256 (24�7) 529 (51�1) 784 (75�7) 1�036 (100�0)
1908 306 (23�6) 327 (25�2) 664 (51�2) 991 (76�4) 1�297 (100�0)
1909 204 (18�5) 298 (27�0) 603 (54�6) 901 (81�5) 1�105 (100�0)
1910 199 (16�6) 328 (27�3) 672 (56�0) 1�000 (83�3) 1�200 (100�0)
1911 292 (16�9) 550 (31�9) 881 (51�1) 1�431 (83�1) 1�723 (100�0)
注：
１. 土地売炭には､ 門司・若松・坑所を含む｡
２. 1911年度は前年10月～当該年12月､ 他年度は前年10月～当該年９月｡
３. 1896､ 1904､ 1907年度は 『年報 (門司)』､ 他年度は 『統計輯覧』 の数値｡
出典：『統計輯覧』 96～97頁､ および 『年報 (門司)』 1896､ 1904､ 1907年度､
より作成｡

(単位：千ｔ)



内
外
船
舶
焚
料
炭
、
内
外
の
石
炭
商
に
対
す
る
門
司
引
渡
し
、
そ
し
て
地
元
消
費

(

鉄
道
用
炭
・
工
場
用
炭)

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
船
舶
焚
料
炭
の
割
合
が
大
き
か
っ

た

(

�)

。
一
九
〇
〇
年
代
に
お
け
る
海
外
お
よ
び
土
地
売
炭
の
割
合
の
上
昇
は
、
門
司
支

店
開
設
の
狙
い
で
あ
っ
た
海
外
市
場
と
船
舶
焚
料
炭
市
場
の
開
拓
が
順
調
に
進
ん
で

い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

内
地
移
送
炭
は
、
当
初
三
〇
％
を
超
え
て
い
た
が
、
一
九
〇
〇
年
代
前
半
に
は
二

〇
％
前
後
に
ま
で
低
下
し
、
日
露
戦
後
上
昇
し
て
一
九
一
一
年
度
に
は
再
び
三
〇
％

を
上
回
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、

日
露
戦
後
石
炭

産
業
が
輸
出
産

業
か
ら
し
だ
い

に
国
内
向
け
近

代
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
へ
と
転
換

し
て
い
っ
た
こ

と
を
反
映
す
る

動
き
で
あ
っ
た
。

第
５
表
は
、

三
菱
門
司
支
店

内
外
売
炭
地
一

覧
表
で
あ
る

(

�)

。

ま
ず
海
外
で

は
、
香
港
・
上

海
が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
漢
口
も
、
は
や
く
か
ら
販
路
の

開
拓
に
力
を
注
い
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
海
外
売
炭
の
一
〇
％
を
上
回
る
年
度
も
あ
っ

た
。
な
お
日
露
戦
争
期
に
お
い
て
、
香
港
が
上
海
売
炭
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

軍
事
的
緊
張
の
高
ま
り
と
香
港
石
炭
市
場
の
結
び
付
き
の
強
さ
が
窺
え
よ
う
。

内
国
に
移
る
と
、
門
司
・
若
松
が
半
ば
前
後
を
占
め
て
他
を
圧
し
て
お
り
、
つ
い

で
京
浜
ま
た
は
阪
神
、
そ
し
て
尾
勢
地
方
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
〇
四
年
度
で

は
阪
神
が
京
浜
地
方
に
比
し
て
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
門
司
・
若
松
売
炭
の
う
ち
か

ら
他
の
石
炭
商
の
手
を
経
て
阪
神
地
方
に
送
炭
さ
れ
る
割
合
が
相
当
あ
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
佐
渡
は
三
菱
の
佐
渡
鉱
山
用
で
あ
り
、
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴
は
海
軍
向
け

で
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
よ
い
。

第
６
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
門
司
・
若
松
石
炭
積
出
仕
向
先
一
覧
表(

一
九
一
一
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第５表 三菱門司支店内外売炭地一覧表
地域／年度 1896 1903 1904 1907

海

外

香 港 26 (10�4) 124 (16�0) 97 (12�4) 124 (12�0)
上 海 26 (10�4) 87 (11�2) 62 ( 7�9) 111 (10�7)
漢 口 25 ( 3�2) 21 ( 2�7) 17 ( 1�6)
釜山・仁川 7 ( 0�9)

計 52 (20�9) 236 (30�5) 187 (23�9) 252 (24�3)

国

内

京 浜 地 方 68 (27�3) 40 ( 5�2) 69 ( 8�8) 68 ( 6�6)
尾 勢 地 方 43 ( 5�5) 24 ( 3�1) 39 ( 3�8)
阪 神 地 方 49 ( 6�3) 44 ( 5�6) 88 ( 8�5)
門司・若松 105 (42�2) 369 (47�6) 403 (51�5) 529 (51�1)
長 崎 22 ( 8�8)
佐 渡 2 ( 0�8) 13 ( 1�7) 7 ( 0�9)

呉 14 ( 1�8) 21 ( 2�7)
佐 世 保 7 ( 0�9) 16 ( 2�0)
舞 鶴 5 ( 0�6) 5 ( 0�6)
そ の 他 8 ( 1�0) 61 ( 5�9)

計 197 (79�1) 539 (69�5) 596 (76�1) 784 (75�7)
合 計 249 (100�0) 775 (100�0) 783 (100�0) 1�036 (100�0)

出典：『年報 (門司)』 1896年度､ 1904年度､ 1907年度､ より作成｡

第６表 三菱門司支店門司・若松石炭積出仕向先
一覧表 (1911年)

地域／年 1911年７～12月
積出合計 うち門司積出

海 外

香 港 82 ( 11�2) 28 ( 34�1)
上 海 42 ( 5�7) 0 ( 0�0)
漢 口 4 ( 0�5) 0 ( 0�0)
朝 鮮 30 ( 4�1) 0 ( 0�0)
計 158 ( 21�6) 28 ( 17�7)

内 国

横 浜 33 ( 4�5) 0 ( 0�0)
尾勢地方 32 ( 4�4) 1 ( 3�1)
大 阪 99 ( 13�5) 2 ( 2�0)
神 戸 73 ( 10�0) 0 ( 0�0)
そ の 他 219 ( 29�9) 66 ( 30�1)
小 計 456 ( 62�2) 69 ( 15�1)
坑所直送 37 ( 5�0) 0 ( 0�0)
計 493 ( 67�3) 69 ( 14�0)

外 国 船 焚 料 47 ( 6�4) 47 (100�0)
内 国 船 焚 料 35 ( 4�8) 20 ( 57�1)

計 82 ( 11�2) 67 ( 81�7)
合 計 733 (100�0) 164 ( 22�4)
海 外 輸 出 205 ( 28�0) 75 ( 36�6)

(単位千ｔ)

注：
１. 海外輸出＝海外＋外国船焚料｡ 同欄 ( ) 内は､ 合計
に対する割合 (％)｡
２. 門司積出欄 ( ) は､ 門司積出の積出合計に対する割合｡
出典：三菱合資会社 『記事月報 (門司)』 第２～第７号､
1911年より作成｡ なお､ 『記事月報』 については､ 『三菱
史料館論集』 第８号､ 2007年､ 参照｡

(単位：千ｔ)



年)
で
あ
る
。

同
表
は
、
前
掲
第
５
表
と
異
な
り
、
門
司
・
若
松
売
炭
の
計
上
が
な
く
、
同
所
よ

り
の｢

積
出
仕
向
先｣

を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

ま
ず
海
外
を
み
る
と
、
合
計
に
対
す
る
割
合
は
二
一
・
六
％
を
示
し
て
い
る
。
前

掲
第
４
表
の
海
外
割
合
が
一
九
一
一
年
度
に
一
六
・
九
％
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
し
て

四
・
七
％
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
差
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
４
表
の
土

地
売
炭
の
一
部
が
他
の
石
炭
商
の
手
を
経
て
海
外
に
売
炭
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
思
わ

れ
る
。
香
港
・
上
海
向
け
が
や
は
り
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
朝
鮮
向
け
が
四
・
二
％
と

激
増
し
て
い
た
こ
と
も
注
目
に
値
し
よ
う
。

次
に
、
内
国
に
移
ろ
う
。
大
阪
・
神
戸
計
で
二
三
・
五
％
を
占
め
、
横
浜
、
尾
勢

地
方
が
四
％
台
で
続
い
て
い
る
。
大
阪
・
神
戸
の
割
合
が
高
く
な
る
の
も
、
海
外
と

同
じ
事
情
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
坑
所
直
送
は
五
・
〇
％
も
あ
り
、

主
と
し
て
北
九
州
の
鉄
道
・
工
場
向
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。

内
外
船
舶
焚
料
炭
は
、
合
わ
せ
て
一
一
・
二
％
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
も
、
前
掲

第
４
表
で
は
門
司
・
若
松
売
炭
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
外
国
船
焚

料
と
海
外
積
出
分
を
合
計
し
、
こ
れ
を
海
外
輸
出
分
と
考
え
る
と
二
八
・
〇
％
と
な

る
。と

こ
ろ
で
、
第
６
表
に
は
門
司
・
若
松
積
出
高
合
計
の
う
ち
門
司
積
出
の
数
量
と

割
合
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
み
て
お
こ
う
。
海
外
積
出
計
一
五
・

八
万
ト
ン
の
う
ち
門
司
積
出
は
二
・
八
万
ト
ン(

一
七
・
七
％)

を
占
め
る
に
す
ぎ

な
い
。
残
り
は
若
松
で
あ
っ
た
か
ら
、
若
松
港
の
整
備
が
進
み
、
す
で
に
門
司
港
の

海
外
輸
出
に
お
け
る
役
割
が
大
き
く
低
下
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
門
司
積
出

合
計
は
一
六
・
四
万
ト
ン(

二
二
・
四
％)

で
あ
っ
た
が
、
船
舶
焚
料
炭
の
門
司
積

取
分
が
そ
の
割
合
を
大
き
く
押
し
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
売
炭
に
は
約
定
売
炭
と
臨
時
売
炭

と
い
う
二
つ
の
取
引
形
態
が
あ
っ
た
。
前
者
は
、

一
定
の
数
量
・
価
格
の
売
約
を
あ
ら
か
じ
め
行
い
、

そ
れ
を
三
〜
六
ヶ
月
、
長
期
で
は
一
年
あ
る
い
は

二
年
に
渡
っ
て
引
き
渡
す
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、

現
物
取
引
で
あ
る
。
三
菱
の
よ
う
に
、
傘
下
に
近

代
的
巨
大
炭
礦
を
擁
す
る
場
合
、
そ
こ
で
は
計
画

的
に
大
量
出
炭
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対

応
し
て
長
期
・
大
口
の
約
定
の
獲
得
が
経
営
上
不

可
欠
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
７
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
土
地
売
炭
中
約
定

売
炭
・
臨
時
売
炭
内
訳
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
約
定
売
炭
の
割
合
は
一
八
九
六
年
度
に
五
四
・
三
％
で
あ
っ
た

が
、
一
九
〇
三
、
〇
四
年
度
で
は
八
〇
〜
九
〇
％
に
ま
で
高
ま
っ
て
い
た
。
当
該
期

に
急
増
し
た
土
地
売
炭
は
、
約
定
売
炭
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

第
８
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
主
要
約
定
売
炭
一
覧
表(

一
九
一
一
年
六
〜
一
二
月)

で
あ
る
。

同
表
の
重
要
点
を
、
次
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

本
社
で
は
、
日
本
郵
船
、
鉄
道
院
、
東
洋
汽
船
、
海
軍
工
廠
と
約
定
を
行
な
っ
て

い
た
。
横
浜
の
朝
田
は
、
鐘
紡
、
富
士
紡
、
東
海
で
は
三
重
紡
績
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
大
阪
支
店
は
、
大
阪
商
船
、
大
阪
電
燈
、
大
阪
製��

所
、
旭
硝
子
、
大
阪
紡
績

を
は
じ
め
、
そ
の
他
在
阪
の
紡
績
会
社
と
約
定
を
結
ん
で
い
た
。
神
戸
支
店
で
は
、

三
菱
製
紙
所
、
鐘
紡
、
神
戸
造
船
所
、
東
京
倉
庫
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
門
司
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第７表 三菱門司支店土地売炭中約定売炭・
臨時売炭内訳表 (単位：千ｔ)

年 度 約定売炭 臨時売炭 合 計

1896 57 (54�3) 48 (45�7) 105 (100�0)

1903 299 (81�0) 69 (18�7) 369 (100�0)

1904 361 (89�6) 42 (10�4) 403 (100�0)

出典：『年報 (門司)』､ 1896､ 1904年度､ より作成｡



支
店
で
は
、
東
洋
捕
鯨
、
九
州
製
紙
、
大
里
製
粉
所
が
み
え
る
。

取
扱
店
で
は
、
特
に
本
社
が
官
需
・
軍
需
を
約
定
し
て
い
る
こ
と
、
全
体
と
し
て

の
売
約
先
に
は
、
い
わ
ゆ
る
三
菱
系
企
業(

日
本
郵
船
・
旭
硝
子
・
大
阪
製��
所
・

三
菱
製
紙
所
・
神
戸
造
船
所
・
東
京
倉
庫)

が
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
９
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
石
炭
売
捌
高
社
炭
・
買
入
炭
内
訳
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
売
捌
高
合
計
に
占
め
る
社
炭
の
割
合
は
、
一
八
九
六
年
〜
一
九

〇
一
年
度
で
は
八
〇
％
を
超
え
て
い
た
が
、
一
九
〇
〇
年
代
を
通
じ
て
急
速
に
低
下

し
、
〇
七
年
度
に
は
五
二
・
九
％
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
買
入
炭
の
割
合
は
急

速
に
上
昇
し
て
、
一
九
〇
七
年
度
に
四
七
・
一
％
に
達
し
た
。
一
九
〇
〇
年
代
に
お

け
る
門
司
支
店
の
売
炭
高
の
伸
び
は
買
入
炭
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
よ
う
。

石
炭
産
業
は
、
鉱
区
取
得
か
ら
生
産
開
始
に
至
る
ま
で
長
期
間
を
必
要
と
し
、
ま

た
新
規
に
坑
口
を
開
く
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、
短
期
間
に
出
炭
を
増
大
す
る
に
は

限
界
が
大
き
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
三
菱
門
司
支
店
が
一
九
〇
〇
年
代
に
買
入
炭

に
依
存
し
た
の
に
は
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、

一
方
で
は
三
菱
に
買
入
炭
を
供
給
す
る
側
に
も
そ
れ
に
対
応
す
る
多
数
の
石
炭
企
業

が
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
買
入
炭
の
購
入
先
に
つ
い
て
み
て

お
く
こ
と
と
し
た
い
。
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第８表 三菱門司支店主要約定売炭一覧表
(1911年６～12月) (単位：千ｔ)

取扱店 売炭約定先 数量 炭 種
本 社 日 本 郵 船 30 切 (鯰)

鉄 道 院 28 塊 (新､ 金､ 鯰)､ 切 (新)､ 粉 (新)
東 洋 汽 船 15 切 (鯰)
海 軍 工 廠 7 塊 (金)
大日本製糖 7 小塊 (新)､ 粉 (新)

朝 田 鐘 紡 14 粉 (新)
富 士 紡 6 粉 (新)
横 浜 電 気 5 粉 (新)

東 海 三 重 紡 績 12 塊 (金)､ 粉 (金)
大 阪 大 阪 商 船 45 切 (鯰)､ 小塊(鯰)､ 粉(新､方､金)

大 阪 電 燈 42 粉 (方､ 鯰､新)
大 阪 紡 績 12 粉 (新)
内 外 綿 11 粉 (金)
摂 津 紡 績 6 粉 (新)
他紡績会社 8 粉 (鯰､金)
旭 硝 子 11 塊 (方)
大阪製��所 8 中塊 (方)､ 切 (鯰)
鉄 道 10 粉 (鯰､ 新)､ 切 (新)
三 井 物 産 6 塊 (鯰)､ 粉 (鯰)

神 戸 三菱製紙所 24 切 (鯰)
鐘 紡 11 粉 (鯰)
神戸造船所 7 中塊 (方)､ 切 (鯰)
東 京 倉 庫 5 切 (新)
神 戸 桟 橋 10 切 (新)

門 司 東 洋 捕 鯨 7 塊 (方)､ 切 (新､ 鯰)
九 州 製 紙 7 切 (金)
大里製粉所 6 粉 (金)

注：
１. 取扱店欄､ 本社は三菱合資本社｡ また､ 朝田は横浜の朝田
又七､ 東海は東海石炭商会で､ 順に京浜､ 名古屋の代理店｡
大阪､ 神戸､ 門司は三菱の各支店｡
２. 大阪製��所は三菱大阪製��所｡
３. 炭種欄の塊は塊炭､ 切は切込炭､ 粉は粉炭､ 小塊は小塊炭｡
鯰は鯰田､ 新は新入､ 金は金田､ 方は方城の各炭坑｡
出典：『記事月報』 第１～第７号､ 1911年､ より作成｡

第９表 三菱門司支店石炭売捌高社炭・買入炭内訳表
(単位：千ｔ)

年 度 社 炭 買 入 炭 売捌合計
1896 223 (89�6) 26 (10�4) 249 (100�0)
1900 404 (81�3) 93 (18�7) 497 (100�0)
1901 591 (81�3) 136 (18�7) 727 (100�0)
1902 540 (76�1) 170 (23�9) 710 (100�0)
1903 432 (55�7) 343 (44�3) 775 (100�0)
1904 436 (55�7) 347 (44�3) 783 (100�0)
1907 548 (52�9) 488 (47�1) 1�036 (100�0)
1911 584 (89�3) 70 (10�7) 654 (100�0)

注：
１. 社炭＝売捌高合計－買入炭､ により算出｡
２. 1911年度は､ 三菱門司､ 若松両支店受入高で､ ７～12月の
６ヶ月合計｡
出典：『年報 (門司)』､ 1896､ 1904､ 1907年度､ 『記事月報』 第
７～12号､ 1911年､ および第４表､ より作成｡
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第
10表

三
菱
門
司
支
店
買
入
炭
購
入
先
別
販
売
金
額
一
覧
表

注
：
１
.
右
端
合
計
欄
で
は
､
1900､

1909年
度
分
を
算
入
せ
ず
｡
同
欄
割
合
は
､
左
販
売
額
､
右
損
益
｡
損
益
割

合
で
は
△
(マ
イ
ナ
ス
)を
略
｡

２
.
古
河
炭
に
は
､
塩
頭
・
目
尾
炭
､
安
川
炭
に
は
､
明
治
炭
､
赤
池
炭
､
小
松
炭
に
は
､
第
二
小
松

炭
を
含
む
｡

３
.
各
年
度
(
)
は
､
門
司
支
店
買
入
炭
損
益
勘
定
表
に
示
さ
れ
た
損
益
で
あ
る
｡
同
損
益
は
､
門
司

支
店
損
益
勘
定
表
に
お
け
る
買
入
炭
損
益
勘
定
の
金
額
と
一
致
し
な
い
年
度
が
あ
る
｡
参
考
と
し
て
､

不
一
致
の
年
度
と
､
後
者
の
金
額
を
示
し
て
お
く
｡
1904年

度
39千

円
､
1906年

度
143千

円
､
1907

年
度
218千

円
､
1908年

度
19千

円
｡
1907年

度
は
､
買
入
炭
損
益
勘
定
表
の
利
益
よ
り
｢門
司
貯
炭

特
別
格
下
ゲ
40�889円

｣
を
控
除
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
が
､
特
別
格
下
額
を
控
除
す
る
と
202�053円

で
あ
る
｡

４
.
甲
､
乙
､
丙
､
丁
､
戊
の
５
種
類
は
､
1906､

07､
08年

度
の
み
計
上
さ
れ
て
い
る
｡
多
数
の
買

入
炭
を
５
種
の
等
級
別
に
集
計
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

出
典
：
『支
店
勘
定
書
』
Ⅰ
､
Ⅱ
､
Ⅲ
､
よ
り
作
成
｡

(単
位
：
千
円
)

炭
坑
／
年
度

1898
1899

1900
1901

1902
1903

1904
1905

1906
1907

1908
1909

1910
1911

合
計

古
河

炭
67(

8)
7(
2)

－
(
0)
148(

21)
193(

21)
403(

25)
463(

45)
404(

59)
696(

40)
451(

19)
505(△

6)
423(

46)
295(24)

4
�055(

304)
20�3�23�6

小
松

炭
5(
1)

－
(
5)

85(
2)

1�132(
17)

784(
73)

663(
110)

37(
△
9)

113(
16)

278(
33)

161(
18)

3(
1)

3
�261(

262)
16�3�20�3

忠
隈

炭
131(

9)
80(

4)
79(

19)
219(

8)
193(

31)
154(△

4)
342(

25)
266(17)

1�464(
109)

7�3�
8�4

宮
浦

炭
61(
△
7)

238(
△
3)

168(
15)

3(
0)

470(
5)

2�4�
0�4

安
川

炭
34(△

1)
273(

27)
35(

4)
81(

5)
69(
2)

492(
37)

2�5�
2�9

杵
島

炭
124(

4)
68(

15)
97(△

4)
59(△

2)
348(

13)
1
�7�
1�0

岩
崎

炭
27(

6)
6(
1)

104(△
14)

138(
3)

275(
△
4)

1�4�
0�3

御
徳

炭
56(

2)
90(11)

－
(
2)

77(
7)

9(△
1)

5(
0)

0(
9)

4(
0)

241(
28)

1
�2�
2�2

阿
部
添
田
炭

41(
4)

157(
5)

20(
12)

42(
1)

53(
7)

313(
29)

1
�6�
2�2

藤
棚

炭
32(

3)
－
(
4)
124(

10)
46(

4)
202(

17)
1
�0�
1�3

穂
波

炭
－
(
2)

18(
3)

63(
0)

118(
△
5)

199(
△
2)

1
�0�
0�2

本
洞

炭
48(

2)
109(

8)
15(△

2)
1(

0)
10(

1)
183(

9)
0�9�

0�7
平

山
炭

－
(
4)

57(
10)

6(
1)

18(
2)

85(
12)

12(
5)

178(
30)

0
�9�
2�3

豊
州

炭
44(

0)
83(11)

3(
0)

130(
11)

0�7�
0�9

金
田

炭
4(

3)
17(△

1)
7(
0)

19(△
2)

77(
1)

124(
1)

0�6�
0�1

糸
飛

炭
49(

6)
60(

2)
2(
0)

111(
8)

0�6�
0�6

高
雄

炭
35(

4)
33(

2)
3(
0)

71(
6)

0�4�
0�5

赤
地

炭
34(

1)
9(
0)

18(
1)

3(
4)

64(
6)

0�3�
0�5

津
波
黒
炭

11(
0)

34(
3)

1(
0)

46(
3)

0�2�
0�2

皆
川

炭
8(

1)
20(△

2)
28(

△
1)

0�1�
0�1

潤
野

炭
1(
0)

－
(
8)

21(
0)

22(
0)

0�1�
0�0

多
賀
野
炭

8(
1)

11(
2)

2(
0)

21(
3)

0�1�
0�2

甲
種
雑
炭

349(△
45)

272(
62)

100(
7)

721(
24)

3
�6�
1�9

乙
種
雑
炭

292(△
52)

1�093(
69)

1�359(
87)

2�744(
104)

13
�8�
8�1

丙
種
雑
炭

283(
1)

473(△
3)

794(
49)

1
�550(

48)
7�8
�
3�7

丁
種
雑
炭

103(△
37)

131(
18)

120(
12)

354(
△
7)

1�8�
0�5

戊
種
雑
炭

246(△
11)

33(
7)

33(
2)

312(
△
3)

1
�6�
0�2

そ
の

他
3(
0)

21(
1)

－
(
5)

53(
4)

57(
4)

85(
7)

221(
16)

721(
109)

157(
40)

33(△
4)

36(
5)

163(
21)

421(46)
1
�971(

250)
9
�9�19�4

合
計

183(12)
245(30)

371(29)
793(

70)
724(

51)
1�755(

57)
1�553(139)

2�708(
338)

3�112(△
45)

3�113(242)
3
�441(183)

－
(△
10)

1
�216(117)

1�107(97)
19�950(1�291)

100�0�100�0
買
入
炭
坑
数

9
17

25
27

22
17

30
59

不
祥

不
祥

不
祥

11
27

34



�
買
入
炭

第
10
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
買
入
炭
購
入
先
別
販
売
金
額
一
覧
表
で
あ
る
。

同
表
に
み
ら
れ
る
重
要
点
を
次
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
各
年
度
販
売
金
額
の
推
移
を
み
る
と
、
一
八
九
八
年
度
に
一
八
・
三
万
円

で
あ
っ
た
が
、
以
後
変
動
は
あ
る
が
急
増
し
て
、
一
九
〇
八
年
度
に
三
四
四
・
一
万

円
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
度
に
は
一
二
一
・
六
万
円
と
激
減

し
、
翌
一
一
年
度
に
は
一
二
ヵ
月
換
算
で
八
四
・
三
万
円
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
。

三
菱
門
司
支
店
は
、
開
設
後
買
入
炭
取
引
を
積
極
的
に
拡
大
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ

う
。
同
支
店
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
海
外
輸
出
や
船
舶
焚
料
炭
市
場
の
開
拓
に
加

え
、
買
入
炭
取
引
の
拡
大
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
買
入
炭
の
ピ
ー
ク
期
は

日
露
戦
後
の
石
炭
需
要
の
増
大
す
る
一
九
〇
六
〜
〇
八
年
度
で
あ
っ
て
、
一
九
一
〇
、

一
一
年
度
に
は
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
該
期
は
社
炭
生
産
の

増
大
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
し
か
も
一
九
一
〇
年
一
〇
月
に
は
筑
豊
炭
田
の
有
力
坑

と
し
て
知
ら
れ
た
金
田
炭
坑
を
買
収
し
て
い
る
の
で
、
買
入
炭
取
引
に
つ
い
て
削
減

に
転
じ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
各
年
度
利
益
の
推
移
を
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
は
、
一
八
九
八
年
度

に
一
・
二
万
円
で
あ
っ
た
が
、
変
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
一
九
〇
五
年
度
に
三
三
・

八
万
円
で
ピ
ー
ク
に
達
す
る
ま
で
急
増
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
〇
六
、
〇
九
年

度
に
赤
字
を
計
上
す
る
が
、
両
年
度
を
除
け
ば
、
一
九
一
〇
年
度
ま
で
は
一
〇
〜
二

〇
万
円
を
超
え
て
好
調
で
あ
っ
た
。
買
入
炭
取
引
は
、
大
き
な
利
益
が
期
待
で
き
る

が
、
一
方
で
リ
ス
ク
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
一
九
〇
七
年
度
で
は
二
四
・

二
万
円
の
利
益
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、『

年
報(

門
司)』

(

一
九
〇
七
年
度)

は

｢

需
要
増
加
ヲ
豫
想
シ
テ
買
約
シ
タ
ル
補
充
炭
ハ
月
ヲ
遂
ヒ
テ
堆
積
シ
決
算
ニ
至
リ

古
貯
炭
格
下
ゲ
処
分
ヲ
断
行
ス
ル
ノ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ニ
至
レ
リ

(

�)｣

と
記
し
、
同
年
度

｢

特
別
格
下
ゲ

(

�)｣

金
額
は
四
・
一
万
円
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
日
露
戦
時
・
戦
後
の

ブ
ー
ム
期
に
お
け
る
炭
価
の
上
昇
が
激
し
か
っ
た
た
め
、
石
炭
ブ
ー
ム
が
去
る
と
炭

価
の
下
落
幅
も
大
き
く
、
買
入
炭
取
引
の
リ
ス
ク
は
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
買
入
先
に
つ
い
て
、
販
売
数
量
か
ら
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
分
析

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
古
河
炭
、
小
松
炭
、
忠
隈
炭
の
上
位
三
位
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
。
古
河
炭
に
は
、
塩
頭
・
目
尾
炭
と
下
山
田
炭
が
含
ま
れ
て
い
る
。
小

松
炭
は
久
良
知
寅
次
郎(

以
下
久
良
知
と
略)

の
産
出
炭
で
あ
る

(

�)

。
小
松
炭
は
、
後

述
す
る
よ
う
に
三
菱
と
は
特
殊
な
関
係
に
あ
っ
た
。
忠
隈
炭
は
住
友
の
経
営
す
る
有

力
坑
で
あ
る

(

�)

。
こ
れ
ら
第
一
グ
ル
ー
プ
の
販
売
金
額
合
計
は
、
第
10
表
全
期
間
合
計

の
四
四
・
二
％
、
同
じ
く
利
益
合
計
で
は
実
に
五
二
・
六
％
に
達
し
、
他
の
多
数
の

購
入
先
に
対
し
圧
倒
的
な
割
合
を
示
し
て
い
た
。
三
菱
は
、
筑
豊
炭
田
屈
指
の
有
力

資
本
と
長
期
・
大
口
、
か
つ
安
定
し
た
取
引
関
係
を
形
成
し
て
、
買
入
炭
の
数
量
と

利
益
を
確
保
し
て
い
た
事
実
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
上
位
第
四
位
か
ら
第
一
九
位
に
属
す
る
も
の
で
、
販
売
金

額
合
計
で
は
第
10
表
全
期
間
合
計
の
一
七
・
六
％
、
利
益
合
計
で
は
一
五
・
五
％
を

占
め
た
。
安
川
炭
に
は
安
川
敬
一
郎
傘
下
の
明
治
・
赤
池
の
有
力
坑
が
含
ま
れ
る
。

津
波
黒
炭
は
貝
島
太
助
、
藤
棚
・
本
洞
炭
は
麻
生
太
吉
傘
下
で
あ
っ
て
、
安
川
・
貝

島
・
麻
生
は
筑
豊
御
三
家
と
称
さ
れ
る
地
場
最
有
力
資
本
で
あ
っ
た
。
金
田
炭
は
毛

利
家
の
傘
下
に
あ
り
、
一
九
一
一
年
に
三
菱
が
買
収
す
る
炭
坑
の
産
出
炭
で
あ
っ
た
。

ま
た
官
営
系
統
で
は
御
徳
炭
は
海
軍
、
高
雄
・
潤
野
炭
は
官
営
八
幡
製
鉄
所
傘
下
で

あ
っ
た
。
残
り
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
商
務
省
編『

本
邦
鉱
業
一
斑』

(

各
年)

に
よ
れ
ば
、｢

重
要
鉱
山｣

あ
る
い
は｢

主
ナ
ル
鉱
山｣

と
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
中
堅
以
上
の
炭
坑
に
属
し
て
い
た
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
は
、
上
位
の

― 11 ―



安
川
炭
、
宮
浦
炭
、
御
徳
炭
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
る
取
引
関
係
を
維
持
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
数
年
間
で
取
引
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
グ

ル
ー
プ
に
は
、
貝
島
や
麻
生
の
よ
う
に
三
井
に
従
属
し
、
ま
た
毛
利
家
の
よ
う
に
三

井
と
の
関
係
が
深
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。

第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
〇
六
〜
〇
八
年
度
に
限
り
計
上
さ
れ
る
甲
、
乙
、
丙
、

丁
、
戊
の
五
等
級
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
単
に
五
等
級
に
分

類
し
た
事
情
は
、
第
10
表
の
買
入
炭
坑
数
の
推
移
か
ら
容
易
に
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
は
、
一
八
九
八
年
度
に
九
坑
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
五
年
度
に
は
五
九

坑
と
激
増
し
て
お
り
、
〇
六
〜
〇
八
年
度
に
か
け
て
は
さ
ら
に
増
加
し
た
た
め
、
上

位
坑
を
除
き
五
等
級
分
類
で
表
示
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
購
入
先
が
減

少
す
る
と
一
九
一
〇
年
度
以
降
、
個
別
購
入
先
を
再
び
計
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
日
露
戦
後
の
石
炭
需
要
の
拡
大
期
に
お
い
て
、
購
入
先
を
激
増
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
買
入
炭
の
数
量
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
五
等
級
分
類
の
三
ヵ
年
度
合
計
は
五
六
八
・
一
万
円
、
う
ち
乙
種
炭
四
八
・

三
％
、
甲
種
炭
一
二
・
七
％
、
両
者
計
で
六
〇
％
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
三

菱
は
上
級
炭
を
中
心
に
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『

年
報(

門
司)』

(

一
九
〇
七
年
度)

に
は｢

臨
時
買
入
炭

(

�)｣
と
の

表
記
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
が
ど
の
買
入
炭
を
指
し
て
い
る
の
か
必
ず
し
も
明
瞭
で
は

な
い
が
、
安
定
し
た
取
引
関
係
に
あ
る
買
入
炭
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
五
等
級
分
類
炭
は
、
多
く
は
臨
時
買
入
炭
に
該
当
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

第
四
の
グ
ル
ー
プ
は
、｢

そ
の
他｣

に
属
す
る
も
の
で
あ
る

(

�)

。
一
九
一
〇
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
度
外
視
す
る
と
、
農
商
務
省
編『

本
邦
鉱
業
一
班』

に
掲
載
さ
れ
な

い
炭
坑
が
多
く
、
中
小
・
零
細
坑
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
買
入
炭
数
量
も

小
規
模
で
、
安
定
し
た
取
引
関
係
に
な
く
、
典
型
的
な｢

臨
時
買
入
炭｣

と
し
て
表

現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
三
菱
の
よ
う
に
、
大
量
の
売
炭
を
行
う

場
合
に
、｢

臨
時
買
入
炭｣

に
大
部
分
を
依
存
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、

多
く
の
場
合
有
力
資
本
か
ら
購
入
す
る
よ
り
も
有
利
な
条
件
で
購
入
が
可
能
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
は
、
三
菱
門
司
支
店
は
基
本
的
に
第
一
お
よ
び
第
二
グ
ル
ー
プ

の
よ
う
な
有
力
坑
と
、
長
・
中
期
の
取
引
関
係
を
結
ん
で
大
量
の
上
級
炭
を
買
入
炭

と
し
て
確
保
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ

は
、
三
菱
門
司
支
店
が
長
・
中
期
の
大
口
約
定
売
炭
を
基
本
と
す
る
売
炭
活
動
を
行
っ

て
い
た
た
め
、
社
炭
の
出
炭
計
画
と
照
合
し
つ
つ
大
量
の
買
入
炭
を
安
定
的
に
確
保

し
て
お
く
合
理
的
な
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
社
炭
と

合
わ
せ
て
買
入
炭
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、
市
場
に
お

け
る
優
位
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

古
河
・
住
友
・
安
川
は
、
自
己
の
販
売
部
門
を
有
し
て
お
り
、
門
若
や
阪
神
地
方

で
は
三
菱
の
強
力
な
競
争
者
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
菱
が
、
こ
れ

ら
有
力
資
本
と
の
間
に
安
定
し
た
買
入
炭
関
係
を
築
く
と
い
う
こ
と
は
競
争
を
緩
和

し
、
一
面
で
は
協
調
関
係
を
醸
成
す
る
一
つ
の
要
因
を
も
形
成
し
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

で
は
、
買
入
炭
問
題
の
最
後
と
し
て
、
損
益
の
算
出
プ
ロ
セ
ス
を
簡
単
に
み
て
お

く
こ
と
と
し
た
い
。

第
11
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
買
入
炭
損
益
勘
定
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
支
出
欄
で
は
、
買
入
炭
代
が
支
出
計
の
八
五
％
前
後
を
占
め
、

運
炭
費
は
一
〇
〜
一
二
％
、
売
炭
費
は
一
％
台
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
運
炭
費
は
ト

ン
当
た
り
〇
・
五
三
円
で
あ
っ
た
。
同
年
度
の
鯰
田
炭
の
そ
れ
は
一
・
二
六
円
と
な
っ
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て
い
た

(

�)

。
買
入
炭
は
鯰
田
炭
の
四
二
％
と
い
う
低
さ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く

買
入
炭
が
若
松
あ
る
い
は
門
司
渡
し
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
買
入
炭
は
手
間
も
コ
ス
ト
も
省
け
る
便
利
な
購
入
方
法
で
も
あ
っ
た
。

�

委
託
炭

三
菱
門
司
支
店
の『

決
算
勘
定
書』

に｢

委
託
炭
勘
定｣

が
計
上
さ
れ
る
の
は
、

一
九
〇
〇
、
〇
一
、
〇
二
年
度
の
三
ヵ
年
度
限
り
で
あ
り
、
同
勘
定
か
ら
た
だ
ち
に

そ
の
内
容
を
掘
り
下
げ
て
分
析
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

『

三
菱
社
誌』

(

二
〇)

に
は
一
九
〇
二
年
一
一
月
五
日
付
で｢

対
久
良
知
寅
次
郎
貸

金
整
理
方｣

と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

｢

門
司
支
店
襄
ニ
明
治
三
十
三
年(

一
九
〇
〇
年
…
筆
者
注)

四
月
十
日
以
来
久

良
知
寅
次
郎
ト
締
結
ノ
石
炭
委
託
販
賣
ニ
係
ル
契
約
ヲ
變
更
シ
、
八
月
三
十
一
日

限
ヲ
以
テ
從
来
ノ
委
託
販
賣
ヲ
中
止
シ
、
同
日
迄
ノ
諸
取
引
勘
定
ノ
清
算
ヲ
遂
ゲ
、

其
結
果
ト
シ
テ
貸
越
殘
高
金
參
萬
貳
千
參
拾
円
餘
ハ
新
ニ
之
ヲ
鉱
業
資
金
ニ
貸
與

ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
其
外
金
拾
貳
萬
貳
千
七
拾
九
圓
貳
拾
參
錢
一
口
、
金
參
萬
圓
一

口
等
ノ
貸
金
ニ
對
シ
テ
ハ
利
息
日
歩
貳
錢
ノ
割
ト
シ
、
九
月
一
日
以
後
採
掘
ニ
係

ル
石
炭
ハ
一
切
我
社
ニ
於
テ
之
ヲ
買
収
シ
、
毎
月
買
収
石
炭
代
金
ノ
内
ヨ
リ
金
壹

萬
五
千
圓
ヲ
控
除
シ
、
現
存
總
貸
金
ノ
利
息
ニ
充
テ
、
殘
額
ハ
各
貸
金
ノ
元
金
返

濟
ニ
供
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
ス｣

当
該
記
述
に
は
、
三
菱
の｢

委
託
炭
制
度｣

、
お
よ
び
三
菱
と
久
良
知
と
の
特
殊

な
関
係
を
解
明
す
る
重
要
な
手
掛
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
重
要
点
を
整
理
し

て
お
こ
う
。

第
一
に
、
久
良
知
と
の
委
託
炭
契
約
は
一
九
〇
〇
年
四
月
か
ら
一
九
〇
二
年
八
月

ま
で
続
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
記『

決
算
勘
定
書』

の
計
上
期

間
と
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
委
託
炭
勘
定
は
久
良
知
と
の
も
の
で
あ
っ
た
と
み
な
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
委
託
炭
契
約
に
伴
っ
て
貸
金
が
実
行
さ
れ
、
一
九
〇
二
年
八
月
の
残
高

合
計
が
約
一
八
・
五
万
円
に
も
上
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る

(

�)

。

第
三
に
、
こ
の
点
が
重
要
と
な
る
が
、
当
該
貸
金
整
理
の
た
め
に
委
託
炭
契
約
を

中
止
し
、
新
規
に
久
良
知
炭
全
て
を
買
入
炭
と
し
、
石
炭
代
金
よ
り
利
息
や
貸
金
返

済
額
を
控
除
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
筑
豊
鉱
業
家
の
中
の
有
力
者
で
あ
っ
た
久
良
知
も
、
販
売
権
を
三
菱
に

掌
握
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
前
掲
第
10
表
に
よ
れ
ば
、
小
松
炭
の
販
売
額
が

一
九
〇
三
年
度(

一
九
〇
二
年
一
〇
月
〜
一
九
〇
三
年
九
月)

に
激
増
し
て
お
り
、

こ
れ
は
三
菱
に
よ
る
販
売
権
の
設
定
に
よ
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

た
が
っ
て
貸
金
整
理
の
真
の
狙
い
は
、
委
託
炭
方
式
で
は
久
良
知
が
三
菱
に
多
く
を

委
託
し
な
か
っ
た
た
め
、
一
手
販
売
権
を
設
定
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
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第11表 三菱門司支店買入炭
損益勘定表

(単位：千円)
内訳／年度 1899 1900

収入
売上炭代 245 371
雑 益 金 7 8
計 252 379

繰 越 見 積 代 34 173
前年度繰越高 91 34

支出

買入炭代 142 411
運 炭 費 20 49
売 炭 費 2 6
雑 費 2 4
そ の 他 0 18
計 166 489

損 益 30 29
売炭数量 (千�) ― 93
注：
１. 損益＝ (収入＋繰越見積代)－
(前年度繰越高＋支出)｡

２. 1900年度支出欄 ｢その他｣ は､
炭代予納金９千円､ 原価諸費未
済９千円｡

出典：『支店勘定書』 Ⅰ､ Ⅱ､ より
作成｡



で
は
、
委
託
炭
販
売
に
つ
い
て
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
と
し

た
い
。

第
12
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
営
業
勘
定
表
貸
方
委
託
炭
勘
定
明
細
表
で
あ
る
。

同
表
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
委
託
炭
契
約
に
よ
る
収
入
は
、
利
子
が
合
計
の
約

六
〇
％
を
占
め
、
石
炭
の
販
売
手
数
料
は
三
三
％
前
後
の
水
準
で
あ
る
。
地
料
は
内

容
が
判
然
と
し
な
い
が
、
委
託
炭
で
あ
る
の
で
貯
炭
場
の
地
代
と
理
解
し
て
お
く
の

が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
委
託
炭
収
入
は
一
九
〇
二
年
度
で
は
七
・
二
万
円
を
示
し
、

こ
れ
は
同
年
度
の
社
炭
販
売
手
数
料
三
・
五
万
円
や
、
買
入
炭
利
益
合
計
五
・
一
万

円
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
巨
額
の
利
子
を
生
み
出
し
た
貸
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

第
13
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
貸
借
対
照
表
借
方
委
託
炭
・
貸
金
勘
定
一
覧
表
で
あ

る
。ま

ず
委
託
炭
勘
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
勘
定
名
称
か
ら
は
、
一
見
委
託
炭
の

期
末
残
高(

貯
炭)

の
よ

う
に
み
え
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
よ
う
に
解
釈

で
き
な
い
次
の
よ
う
な
事

由
が
あ
る
。

委
託
炭
の
貯
炭
は
門
司

支
店
の
貸
借
対
照
表
の
資

産
勘
定
に
は
属
し
な
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
社
炭

の
貯
炭
も
同
様
で
あ
っ
て
、

社
炭
も
一
種
の
委
託
販
売

で
あ
っ
た
た
め
、
門
司
支
店
の
貸
借
対
照
表
資
産
勘
定
に
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
買
入
炭
の
貯
炭
は
、
貸
借
対
照
表
資
産
勘
定
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い

る
。
で
は
、
委
託
炭
契
約
に
伴
う
貸
金
は
ど
こ
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
記
の
資
産
勘
定
に
は｢

貸
金｣

勘
定
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
第
13
表
に
は
そ
の

金
額
も
掲
げ
て
い
る
。
貸
金
勘
定
の
残
高
は
、
一
九
〇
〇
年
度
〇
・
六
万
円
、
一
九

〇
二
年
度
一
・
九
万
円
で
あ
っ
て
、
両
年
度
と
も
久
良
知
か
ら
の
受
取
利
子
の
ほ
う

が
貸
金
額
を
上
回
っ
て
お
り
、
当
該
貸
金
勘
定
は
久
良
知
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い

と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う

(

�)

。

そ
れ
で
は
、
第
13
表
の
委
託
炭
勘
定
が
期
末
の
貯
炭
で
は
な
く
、
か
つ
貸
金
勘
定

が
久
良
知
に
対
す
る
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
委
託
炭
勘
定
の
内
容
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
は
も
は
や
久
良
知
に
対
す
る
貸
金
額
と
理
解
す
る
他
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
貸
金
は
一
九
〇
〇
、
〇
一
、
〇
二
年
度
と
一
七
・
六
万
円
、

二
三
・
五
万
円
、
三
八
・
三
万
円
と
増
加
の

一
途
を
辿
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
門
司
支

店
が
そ
の
よ
う
な
事
態
に
不
安
を
募
ら
せ
た

こ
と
も
、｢

貸
金
整
理｣

に
踏
み
切
ら
せ
た

事
情
と
し
て
頷
く
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。

で
は
、
増
加
す
る
貸
金
に
対
し
久
良
知
の

委
託
炭
数
量
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
門
司
支
店
の
史
料
に
は
委
託

炭
取
扱
高
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
残
さ
れ
て
い

な
い
。

第
14
表
は
、
三
菱
若
松
支
店
石
炭
受
入
高

一
覧
表
で
あ
る
。
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第12表 三菱門司支店営業勘定表貸方委託
炭勘定明細表 (単位：千円)

勘定／年度 1900 1902
手数料 5 ( 33�3) 25 ( 34�7)
利子 9 ( 60�0) 44 ( 61�1)
地料 1 ( 6�7) 3 ( 4�2)
合計 15 (100�0) 72 (100�0)

出典：『支店勘定書』 Ⅱ､ より作成｡

第13表 三菱門司支店貸借対照表借方委託炭・
貸金勘定一覧表

(単位：千円)
勘定／年度 1900 1901 1902 1903
委託炭勘定 176 235 383 －
貸 金 勘 定 6 26 19 11
出典：『支店勘定書』 Ⅰ､ Ⅱ､ より作成｡

第14表 三菱若松支店石炭受入高一覧表
(単位：千ｔ)

内訳／年度 1900 1901 1902
社 炭 434 ( 81�9) 505 ( 81�6) 514 ( 86�1)
買入炭 74 ( 14�0) 83 ( 13�4) 80 ( 13�4)
受託炭 22 ( 4�2) 31 ( 5�0) 2 ( 0�3)
合 計 530 (100�0) 619 (100�0) 597 (100�0)
出典：畠山秀樹 ｢三菱若松支店に関する覚書｣ (九州
大学 『経済学研究』 第69巻第３・４合併号､ 2003
年)､ ３頁､ より作成｡



同
表
に
計
上
さ
れ
て
い
る｢

受
託
炭｣

が
久
良
知
か
ら
の
委
託
炭
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
が
、
三
年
間
合
計
で
五
・
五
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
〇
二
年
度

の
受
入
数
量
〇
・
二
万
ト
ン
は
前
掲
第
12
表
の
手
数
料
か
ら
み
て
過
少
で
あ
っ
て
、

門
司
支
店
に
お
け
る
受
入
高
は
、
こ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

(

�)

。

で
は
、
一
手
販
売
権
設
定
後
、
久
良
知
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
前
掲
第
13
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
三
年
度
に
お
け
る
貸
金
残
高
は
一
・

一
万
円
で
あ
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
同
年
度
に
は
久
良
知
に
対
す
る
貸
金
は
解
消
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『

年
報(

門
司)』

(

一
九
〇
四
年
度)

は
、｢

前
年
度
ニ
引
続
キ
久
良
知
ノ
全
部(

中
略)

ヲ
買
入
レ

(

�)｣

と
記
し
、
久
良
知
炭(

小
松
起
行
炭)

を｢
特
別
買
入
炭

(

�)｣

と
記
し
て
、
一
般
の
買

入
炭
と
は
区
別
し
て
記
録
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
菱
に
対
す
る
従
属
関
係
か
ら
脱

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、『

年
報(

門
司)』

(

一

九
〇
七
年
度)

は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た

(

�)

。

｢

當
支
店
賣
炭
ノ
約
半
数
ハ
買
炭

(

マ
マ)

ニ
由
リ
テ
補
充
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ス
然
ル
ニ
臨
時

買
入
炭
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
常
ニ
炭
價
ノ
高
下
ニ
由
テ
向
背
ヲ
異
ニ
シ
補
充
ノ
途
ヲ

シ
テ
確
実
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
足
ラ
ズ
是
ニ
於
テ
カ
起
行
小
松
坑
ニ
貸
資
シ
其
出
炭
全

部
ノ
取
扱
ヲ
契
約
セ
シ
メ
宮
尾
坑
ト
特
約
シ
テ
是
亦
其
出
炭
全
部
買
入
ノ
法
ヲ
講

シ
タ
リ｣

｢

貸
金
整
理｣

か
ら
五
年
後
、
三
菱
は
再
び
久
良
知(

起
行
小
松
坑)

に｢

貸
資｣

し
て
一
手
販
売
権
を
設
定
せ
し
め
た
の
で
あ
り
、
ま
た
宮
尾
坑
と
も｢

特
約｣

を
結

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
三
井
、
三
菱
、
住
友
の
よ
う
な
財
閥
資
本
は
、
豊
富
な
資
金

を
武
器
と
し
て
、
筑
豊
地
場
資
本
と
の
間
に
石
炭
の
一
手
販
売
権
を
設
定
し
て
い
た

が
、
資
力
や
販
売
力
の
不
足
の
た
め
に
、

地
場
資
本
は
な
か
な
か
従
属
関
係
を
断

ち
切
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

(

�)

。

第
15
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
貸
金
勘

定
一
覧
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
貸
金
は
磯
部
と
久

良
知
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
磯
部

は
門
司
港
の
海
運
荷
役
業
者
で
、
古
く

よ
り
小
型
船
で
三
菱
の
運
送
を
請
け
負
っ

て
い
た
。
そ
し
て
小
型
船
調
達
資
金
を
、

常
に
三
菱
に
依
存
し
て
い
た
。
ま
た
久

良
知
に
対
す
る
貸
金
は
、
一
九
〇
七
、

〇
八
、
〇
九
年
度
に
計
上
さ
れ
た
が
、
一
九
一
〇
年
度
に
は
解
消
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
一
〇
年
度
の
門
司
支
店
の｢

損
益
勘
定
表｣

借
方
に
は｢

久
良
知

貸
金
残
額
切
捨｣

と
し
て
一
万
九
、〇
〇
〇
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
翌
一
一
年
度

同
勘
定
表
貸
方
に
は｢

久
良
知
貸
金
ノ
内
取
立
高(

昨
年
度
ニ
テ
一
担
切
捨
ノ
分)｣

と
し
て
一
、〇
〇
〇
円
が
計
上
さ
れ
て
い
た

(

�)

。
こ
こ
か
ら
、
一
九
一
〇
年
度
に
貸
金

の｢

切
捨｣

を
行
い
、
損
失
処
理
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
前
掲
第
10
表
に
示
し
た

よ
う
に
、
一
九
一
一
年
度
に
お
い
て
小
松
炭
の
販
売
額
は
前
年
度
比
激
減
し
て
お
り
、

以
上
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
一
手
販
売
権
契
約
も
解
消
し
た
も
の
と
推
測
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
貸
金
の
解
消
を
急
い
だ
事
情
と
し
て
、
前
述
し
た
よ

う
に
買
入
炭
取
引
の
削
減
に
転
じ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。
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第15表 三菱門司支店貸金勘定一覧表
(単位：円)

年度末 貸 金 内 訳
1905 30�700 磯部松蔵 30�700
1906 12�700 磯部松蔵 12�700
1907 59�264 久良知重孝 59�264

1908 93�252 �
�
�

久良知重孝 61�252
磯部松蔵 32�000

1909 56�485 �
�
�

久良知重孝 36�485
磯部仁左エ門 20�000

1910 6�800 磯部仁左エ門 6�800
注：磯部仁左エ門は磯部松蔵の相続者と思われる｡
出典：『支店勘定書』 Ⅲ､ Ⅳ､ より作成｡



�
�
三
菱
門
司
支
店
の
海
運
業

�

概
観

三
菱
の
海
運
業
は
、
周
知
の
よ
う
に
一
八
八
五
年
九
月
日
本
郵
船
会
社
に
譲
渡
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
長
崎
や
門
司
か
ら
香
港
、
上
海
へ
の
石
炭
輸
送
の
た
め
に｢

若
干

の
社
船
は
常
備
さ
れ
た
が
、
大
部
分
は
傭
船
又
は
運
送
契
約
に
依
存

(

�)｣

し
て
い
た
。

し
か
し
、
日
清
戦
争
後
筑
豊
炭
の
海
外
輸
出
が
急
増
す
る
な
か
で
、
一
八
九
七
年
に

は｢

門
司
支
店
は
香
港
・
上
海
向
け
送
炭
用
と
し
て
、
外
国
船
を
延
べ
十
九
隻
チ
ャ
ー

タ
ー

(

�)｣

し
て
急
場
を
凌
い
だ
と
い
わ
れ
る
。
事
実『

三
菱
社
誌』

に
は
、
当
該
期
英
・

独
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
汽
船
雇
入
の
記
録
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
社
汽
船
の
保

有
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
最
大
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
、

往
航
船
は
石
炭
を
満
載
し
て
も
、｢

こ
の
復
航
の
ス
ペ
ー
ス
が
余
っ
て
片
荷

(

�)｣

と
な

る
こ
と
に
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
八
九
九
年
四
月
、
官
営
八
幡
製
鉄
所
が
中
国
大
冶
鉄
鉱
石
の
購
買

契
約
を
結
ん
だ
。
三
菱
は
渡
り
に
船
と｢

三
菱
の
上
海
向
け
運
炭
船
の
復
航
船
を
そ

の
輸
送
に
充
て
る
交
渉
が
始
め
ら
れ
た

(

�)｣

の
で
あ
る
。
大
冶
鉄
鉱
石
は
漢
口
で
積
み

取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
漢
口
と
上
海
は
長
江
の
上
流
域
と
河
口
域
と
い
う

地
理
関
係
に
あ
っ
た
。
三
菱
は
、
こ
の
運
搬
請
負
契
約
の
獲
得
を
政
治
力
で
実
現
可

能
と
み
て
い
た
の
か
、
正
式
契
約
以
前
に
、
海
運
業
進
出
の
準
備
を
着
々
と
進
め
て

い
た
。

ま
ず
、
一
八
九
九
年
六
月
三
菱
合
資
会
社
は｢

会
社
ノ
目
的
ニ
船
舶
運
送(

中
略)

ノ
営
業
ヲ
追
加｣

し
た

(

�)

。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
に
は｢

製
鉄
所
用
鉱
石
運
搬
ヲ
引

受
ケ
タ
ル
結
果
、
門
司
枝
光
間
運
搬
用
ト
シ
テ
予
算
金
参
萬
円
ヲ
以
テ
特
ニ
艀
船
三

十
艘
ヲ
新
造
ス
ル
コ
ト

(

�)｣

と
し
た
。
さ
ら
に
、
翌
一
九
〇
〇
年
一
月
に
は
三
菱
造
船

所
で
飽
浦
丸(

一
、七
一
七
ト
ン)

を
竣
工
さ
せ
、
同
年
六
月
に｢

製
鉄
所
ト
大
冶

鉱
石
運
搬
契
約
ヲ
結
ビ
社
船
飽
浦
丸
ヲ
運
搬
用
船
ニ
充

(

�)｣

て
た
の
で
あ
る
。
契
約
は
、

｢

期
間
は
十
ヶ
年
で
、
年
間
数
量
五
萬
ト
ン

(

	)｣

と
さ
れ
た
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う

に
、
数
量
は
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
っ
た
。

こ
こ
に
三
菱
門
司
支
店
は
、
門
司
と
中
国
大
陸
間
に
お
い
て
、
往
航
船
に
は
石
炭

を
、
帰
航
船
に
は
大
冶
鉄
鉱
石
を
積
荷
と
す
る
海
運
業
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
積

荷
が
巨
額
に
上
っ
た
た
め
、
三
菱
は
次
々
と
三
菱
造
船
所
製
の
新
造
大
型
船
を
投
入

し
て
、
海
運
業
は
門
司
支
店
の
第
二
の
収
益
部
門
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
三
菱
の
社
有
汽
船
に
お
い
て
は(

以
下
社
汽
船
と
略)

、

門
司
・
大
陸
間
の
就
航
便
数
が
長
崎
・
大
陸
間
を
圧
倒
し
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
、

三
菱
の
社
汽
船
管
理
体
制
も
再
編
成
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
一
八

九
九
年
三
月｢

従
来
社
船
立
神
芙
蓉
初
音
ノ
参
船
管
轄
ハ
長
崎
支
店
ニ
於
テ
シ
、
其

船
繰
ノ
ミ
門
司
支
店
ニ
取
扱
ハ
シ
メ
タ
ル
ヲ
改
メ
テ
全
ク
門
司
支
店
ノ
管
理
ニ
移

(


)｣

し
た
。
以
後
、
社
汽
船
は
原
則
と
し
て
門
司
支
店
の
管
理
に
置
く
こ
と
と
さ
れ
、
一

九
〇
九
年
五
月
に
は｢

社
有
汽
船(

中
略)

全
部
ヲ
門
司
支
店
ノ
所
管

(

�)｣

と
通
達
し

て
い
る
。

か
く
て
、
三
菱
門
司
支
店
は
三
菱
の
海
運
業
全
体
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
本

社
も
そ
の
実
績
を
認
め
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、
従
来
社
汽
船
の
損
益
は
三
菱
合
資

本
社
の
損
益
勘
定
表
に
計
上
さ
れ
て
い
た
の
が
、
一
九
〇
五
年
度
以
降
門
司
支
店
の

損
益
勘
定
表
に
移
さ
れ
、
損
益
は
門
司
支
店
に
帰
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
れ
に
対
し
、
門
司
支
店
の
雇
入
汽
船
の
損
益
は
、
当
初
よ
り
同
支
店
に
帰
属
し
て

い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
一
九
一
二
年
一
二
月
第
二
次
営
業
部
に
船
舶
課
の
開
設
が

決
ま
る
と
、
そ
れ
は
門
司
支
店
に
置
か
れ
、
同
支
店
長
が
船
舶
課
長
を
兼
任
す
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
16
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
所
属
社
汽
船
一
覧
表
で
あ
る
。

芙
蓉
丸
は
一
八
八
六
年
一
〇
月
ド
イ
ツ
よ
り
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
〇
二
年

一
月
に
日
本
郵
船
に
売
却
さ
れ
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
、
石
炭
の
海
外
輸
出
を
担
っ

た
。
一
八
九
八
年
一
二
月
新
造
の
立
神
丸
は
大
型
汽
船
で
あ
っ
て
、
翌
九
九
年
六
月

三
菱
合
資
の
会
社
目
的
に｢

船
舶
運
送｣

を
追
加
し
た
こ
と
と
結
び
付
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。
一
九
〇
〇
年
一
月
新
造
の
飽
浦
丸
は
大
冶
鉄
鉱
石
運
送
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
〇
二
年
新
造
の
若
松
丸
・
大
冶
丸
は
、
飽
浦
丸
と
合

わ
せ
て
社
汽
船
に
よ
る
石
炭
・
鉄
鉱
石
輸
送
体
制
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
露
戦

争
後
に
は
、
田
浦
丸
・
福
浦
丸
が
購
入
さ
れ
、

門
司
・
中
国
大
陸
間
の
運
送
に
は
社
汽
船
を

基
本
と
し
、
雇
入
汽
船
を
需
給
の
調
節
弁
と

し
て
利
用
す
る
三
菱
の
海
運
業
の
形
態
が
確

立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
江
浦
丸
・
小
浦
丸

は
小
型
汽
船
で
あ
っ
て
、
沿
岸
輸
送
を
基
本

任
務
と
し
て
い
た
。

�

大
冶
鉄
鉱
石
の
運
搬

先
に
み
た
よ
う
に
、
大
冶
鉄
鉱
石
の
運
搬

が
、
中
国
大
陸
か
ら
の
帰
航
船
の
積
荷
を
確

保
す
る
こ
と
と
な
り
、
三
菱
の
海
運
業
を
本

格
的
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
こ
こ
で
大
冶
鉄
鉱
石
の
運
送
状
況
を
み

て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

第
17
表
は
、
三
菱
門
司
・
若
松
両
支
店
大

冶
鉄
鉱
石
取
扱
高
一
覧
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
門
司
支
店
の
大
冶
鉄
鉱
石
取
扱
い
は
一
九
〇
〇
年
度
よ
り
始
ま

り
、
日
露
戦
後
に
は
一
〇
万
ト
ン
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
て
、
一
九
一
〇

年
九
月
に
は
さ
ら
に
、
一
九
一
一
年
一
月
か
ら
一
九
二
〇
年
一
二
月
に
至
る
一
〇
ヵ

年
運
搬
請
負
契
約
を
官
営
八
幡
製
鉄
所
と
結
び
、
三
菱
の
海
運
業
の
経
営
安
定
を
図
っ

た
の
で
あ
る

(

�)

。

な
お
、
大
冶
鉄
鉱
石
の
運
賃
収
入
は
試
算
額
で
は
あ
る
が
、
一
九
〇
七
〜
一
一
年

度
に
お
い
て
年
間
四
〇
万
円
程
度
の
水
準
で
推
移
し
て
い
た
。
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第16表 三菱門司支店所属社汽船一覧表
年 船 名 (�) 取得方法 備 考 在籍数
1886 10月､ 芙蓉丸 (1�270) 外船購入

(6�5万円)
1902�1､ 日本郵船に売却
(7�0万円) 1

1895 １月､須磨丸 新 造 1895�12､ 大阪商船に売却 2
1896 ８月､初音丸 (632) 外船購入 1902�8､ 沈没 2
1898 12月､ 立神丸 (2�770) 新 造

(32�8万円)
1901�4､ 日本郵船に売却
(32�8万円) 3

1900 １月､飽浦丸 (1�717)
〃

(23�4万円) 1904�8､ 沈没 5
９月､江浦丸 (643) 〃 沿岸航路向運炭船

1902
４月､若松丸 (2�774) 〃

(51�8万円) 6
６月､大冶丸 (2�795) 〃

(51�8万円)

1905

３月､田浦丸 (1�572) 外船購入
(16�9万円)

5５月､福浦丸 (3�057) 〃
(18�0万円)

７月､小浦丸 (720) 〃
(7�1万円)

注：
１. 1899年３月､ 芙蓉丸､ 初音丸､ 立神丸の管轄を長崎支店から門司支
店に移管｡
２. 1904年10月､ 江浦丸の所轄を門司支店から長崎支店に移管｡
３. 1909年５月､ 若松､ 大冶､ 福浦､ 田浦､ 江浦､ 小浦の全部を門司支
店の所管とする｡ ただし､ 江浦､ 小浦の２船の運用は便宜上､ 長崎支
店取扱い｡
４. 新造船は三菱造船所で建造｡
５. 若松丸､ 大冶丸は鉱石運搬専用船として設計｡
出典：『三菱社誌』 (19)～(21)､ より作成｡

第17表 三菱門司・若松両支店大冶鉄鉱石取扱高

注：
１. 門司支店運搬高は 『統計輯覧』､ 他は 『支店勘定書』 Ⅱ､ Ⅲの数値｡
２. 運賃収入試算額＝門司支店運搬高 (ｔ) ×3�8円 (1906年４月以降)｡
出典： 『統計輯覧』､ 98､ 99頁､ および 『支店勘定書』 Ⅱ､ Ⅲ､ より作成｡

年度 門司支店 若松支店 運賃収入
試算額運搬高 取扱手数料 運搬高 取扱手数料

1900 15�767ｔ 381円 ｔ 円 円
1901 71�708 不詳
1902 49�758 不詳 50�744 2�030
1903 54�143 3�032 52�476 2�099
1904 39�657 不詳 不詳 不詳
1905 不詳 不詳 94�300 3�771
1906 105�000 6�655 106�846 4�274
1907 103�800 6�481 112�079 4�483 394�440
1908 130�000 8�119 122�377 4�895 494�000
1909 105�517 6�331 114�270 4�571 400�965
1910 106�060 6�268 108�645 4�346 403�028
1911 137�527 8�251 137�521 5�501 522�603



�
社
汽
船
経
営
収
支

第
18
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
社
汽
船
収
支
一
覧
表
で
あ
る
。

三
菱
の
社
汽
船
勘
定
が
門
司
支
店
の
貸
借
対
照
表
借
方
に
計
上
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
一
九
〇
三
年
度
以
降
で
あ
り

(

�)

、
損
益
が
門
司
支
店
に
帰
属
す
る
よ
う
に
な
る

の
は
一
九
〇
五
年
度
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
表
に
お
い
て
は
、
社
汽
船
収
支
を

通
観
で
き
る
よ
う
に
本
社
所
属
期
も
含
め
て
一
表
に
と
り
ま
と
め
て
い
る
こ
と
に
留

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
社
汽
船
に
は
航
海
奨
励
法
の
適
用
を
受
け
る
も

の(

同
表
の
航
海
奨
励
船)

と
受
け
な
い
も
の(

同
奨
励
外
船)

と
が
あ
り
、
同
表

で
は
前
者
は
す
べ
て
造
船
奨
励
法
の
適
用
を
受
け
て
、
三
菱
長
崎
造
船
所
で
建
造
さ

れ
た
船
舶
で
あ
っ
た
。

最
初
に
、
航
海
奨
励
船
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

ま
ず
、
同
表
全
期
間
一
三
ヵ
年
度
の
収
入
合
計
は
四
八
五
・
二
万
円
、
う
ち
主
要

な
勘
定
は
鉄
鉱
運
賃
二
〇
五
・
三
万
円(

四
二
・
三
％)
、
石
炭
運
賃
一
六
二
・
六

万
円(

三
三
・
五
％)

、
航
海
奨
励
金
八
一
・
三
万
円(

一
六
・
八
％)
、
政
府
貸
上

料
三
〇
・
二
万
円(

六
・
二
％)

、
雑
貨
運
賃
三
・
七
万
円(

〇
・
八
％)
の
順
と

な
る
。
運
搬
数
量
と
し
て
は
、
石
炭
の
ほ
う
が
鉄
鉱
石
よ
り
も
は
る
か
に
大
量
で
あ
っ

た
と
想
定
可
能
で
あ
る
か
ら
、
ト
ン
当
た
り
の
運
賃
に
お
い
て
鉄
鉱
石
の
ほ
う
が
石

炭
よ
り
も
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(

�)

。
ま
た
、
航
海
奨
励
金
と
政
府
貸
上
料

も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
雑
貨
運
賃
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
同
時
期
支
出
合
計
は
三
七
九
・
二
万
円
、
う
ち
、
諸
費
用
計
三
〇
〇
・
二

万
円(

七
九
・
一
％)

消
却
五
七
・
五
万
円(

一
五
・
二
％)

、
積
立
金
二
一
・
五

万
円(

五
・
七
％)

の
順
と
な
る
。
消
却
・
積
立
金
を
き
わ
め
て
手
厚
く
と
っ
て
お

り
、
三
菱
ら
し
い
堅
実
経
営
が
海
運
業
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

よ
う
。

以
上
、
収
支
差
引
の
純
損
益
合
計
は
黒
字
一
〇
六
・
一
万
円
に
達
し
、
収
入
に
対

す
る
利
益
割
合
は
二
一
・
九
％
で
あ
っ
た
。
一
三
ヵ
年
度
の
う
ち
、
単
年
度
赤
字
に

陥
っ
た
の
は
一
ヵ
年
度
で
あ
っ
て
、
航
海
奨
励
船
の
経
営
は
好
調
で
あ
っ
た
。
た
だ

し
、
純
利
益
に
対
す
る
航
海
奨
励
金
の
割
合
は
七
六
・
六
％
を
占
め
て
お
り
、
国
家

の
保
護
政
策
に
大
き
く
依
存
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
航
海
奨
励
法
適
用
船
の
具
体
的
事
例
を
と
り
上
げ
て
、
も
う
少
し
立
ち

入
っ
た
考
察
を
行
お
う
。

第
19
表
は
、
一
九
〇
七
年
度
大
冶
丸
運
搬
貨
物
一
覧
表
で
あ
る
。

往
航
便
で
は
、
香
港
・
上
海
・
漢
口
へ
石
炭
三
・
四
万
ト
ン
と
セ
メ
ン
ト
を
運
送

し
た
。
帰
航
便
で
は
、
鉄
鉱
三
・
一
万
ト
ン
お
よ
び
雑
貨
類(

砂
糖
・
藤
・
ア
ン
ペ

ラ
・
縫
糸)

を
積
載
し
て
い
た
。
同
表
か
ら
は
、
帰
航
便
に
大
冶
鉄
鉱
石
の
積
荷
が

な
け
れ
ば
文
字
通
り
の
片
荷
で
あ
っ
た
こ
と
が
歴
然
と
す
る
。
雑
貨
の
な
か
で
は
砂

糖
が
多
い
が
、
門
司
の
製
糖
工
場
向
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
雑
貨
類
は
冬
期

の
漢
口
を
経
由
し
な
い
帰
航
船
の
積
荷
と
な
っ
た
場
合
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
20
表
は
、
一
九
〇
七
年
度
大
冶
丸
収
支
一
覧
表
で
あ
る
。

同
年
度
収
入
計
は
二
二
・
六
万
円
、
う
ち
鉄
鉱
運
賃
一
一
・
七
万
円(

五
一
・
八

％)

、
石
炭
運
賃
五
・
九
万
円(

二
六
・
一
％)

、
航
海
奨
励
金
四
・
九
万
円(

二
一
・

七
％)

の
順
と
な
り
、
雑
貨
運
賃
は
僅
に
〇
・
一
万
円(

〇
・
四
％)

に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
前
掲
第
19
表
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
ト
ン
当
た
り
の
鉄
鉱
運
賃
は
石
炭
の
二

倍
程
度
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
有
利
な
運
搬
契
約
で
あ
っ
た
。
一
方
、
支
出
計
は
一
八
・

七
万
円
、
う
ち
諸
費
用
八
・
二
万
円(

四
三
・
九
％)

、
バ
ン
カ
ー
炭
四
・
二
万
円

(

二
二
・
五
％)

、
消
却
二
・
七
万
円(

一
四
・
四
％)

、
海
上
保
険
料
二
・
〇
万
円

(

一
〇
・
七
％)
、
積
立
金
一
・
六
万
円(

八
・
六
％)

の
順
と
な
る
。
バ
ン
カ
ー
炭

が
二
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
三
菱
炭
を
消
費
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
海

― 18 ―
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第
18表

三
菱
門
司
支
店
社
汽
船
収
支
一
覧
表

年
度

区
分

収
入

支
出

純
損
益

特
別
消
却

社
汽
船
数

石
炭
運
賃

鉄
鉱
運
賃

雑
貨
運
賃
航
海
奨
励
金
政
府
貸
上
料
雑
収
入
等

佐
渡
鉱
物

計
(Ａ
)

諸
費
用
計

積
立
金

消
却

計
(Ｂ
)

(Ａ
－
Ｂ
)

1899
航
海
奨
励
船

47
4

4
55

81
13

94
△
39

1
奨
励
外
船

100
1

0�2
101

91
6

97
3

2

1900
航
海
奨
励
船

142
56

3
47

249
197

197
51

2
奨
励
外
船

107
2

0�4
108

102
102

5
3

1901
航
海
奨
励
船

132
70

4
37

2
245

157
28

184
61

2
奨
励
外
船

129
5

1
2

137
128

26
154

△
16

3

1902
航
海
奨
励
船

191
153

50
394

192
16

38
246

147
3

奨
励
外
船

99
1

1
1

103
87

3
17

107
△
4

3

1903
航
海
奨
励
船

240
230

11
97

2
580

358
86

445
136

3
奨
励
外
船

31
3

1
34

31
3

5
39

△
4

1

1904
航
海
奨
励
船

155
107

4
60

112
439

277
80

357
82

3
奨
励
外
船

31
31

27
3

5
35

△
4

1

1905
航
海
奨
励
船

74
143

36
93

347
234

62
297

51
2

奨
励
外
船

6
36

35
7

84
59

2
9

71
13

2

1906
航
海
奨
励
船

43
153

39
97

2
333

244
32

58
334

0
2

奨
励
外
船

47
148

1
84

1
282

204
11

26
242

40
2

1907
航
海
奨
励
船

108
221

6
89

3
429

276
31

54
362

67
2

奨
励
外
船

102
127

6
236

250
12

25
286

△
50

2

1908
航
海
奨
励
船

95
268

2
86

4
455

253
32

44
329

126
30

2
奨
励
外
船

94
178

6
2

280
197

12
20

228
51

20
2

1909
航
海
奨
励
船

109
213

88
1

410
238

32
40

310
100

30
2

奨
励
外
船

175
178

6
359

247
18

22
287

72
10

4

1910
航
海
奨
励
船

130
212

2
82

426
223

32
34

289
137

30
2

奨
励
外
船

178
172

6
1

357
222

18
18

257
99

30
4

1911
航
海
奨
励
船

160
227

1
102

1
490

272
40

38
348

142
40

2
奨
励
外
船

244
168

10
10

431
279

21
18

319
113

10
4

合
計

航
海
奨
励
船

1
�626

2
�053

37
813

302
14

4
�852

3
�002

215
575

3
�792

1
�061

130
(33
�5)

(42�3)
(0
�8)

(16�8)
(6
�2)

(0
�3)

(100
�0)

(79�1)
(5�7)

(15
�2)

(100�0)

奨
励
外
船

1
�343

1
�007

47
119

23
5

2
�544

1�924
103

197
2�224

318
70

(52�8)
(39�6)

(1
�8)

(4
�7)

(0
�9)

(0
�2)

(100�0)
(86�5)

(4
�6)

(8
�9)

(100�0)

総
合
計

2�969
3�060

80
813

421
37

5
7�396

4
�932

319
772

6�016
1�379

200
(40
�1)

(41�4)
(1�1)

(11�0)
(5
�7)

(0�5)
(0�1)

(100�0)
(82�0)

(5
�3)

(12
�8)

(100�0)

(単
位
：
千
円
)

注
：
１
.
社
汽
船
は
､
貸
借
対
照
表
(
�
��)
と
損
益
勘
定
表
(
�
��)
の
記
載
上
で
は
､
次
の
通
り
で
あ
る
｡

1899～
1902年

度
で
は
�
��､
�
��
と
も
に
三
菱
合
資
本
社
｡
1903～

04年
度
で
は
､
�
��
は
門
司
支

店
､
�
��
は
三
菱
合
資
本
社
｡
1905年

度
以
降
､
�
��､
�
��
と
も
に
門
司
支
店
｡

２
.
石
炭
運
賃
に
は
若
干
の
コ
ー
ク
ス
を
含
む
｡

３
.
佐
渡
鉱
物
の
み
､
小
数
点
以
下
の
場
合
も
参
考
と
し
て
記
載
｡

出
典
：
『支
店
勘
定
書
』
Ⅰ
､
Ⅱ
､
Ⅲ
､
Ⅳ
､
よ
り
作
成
｡



運
業
へ
の
進
出
は
石
炭
の
販
路
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
結
び
付
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
冶
丸
の
純
損
益
は
四
万
円
の
黒
字
で
あ
り
、『

年
報(

門
司)』

(
一
九
〇
七
年

度)

は｢

良
成
績
ト
モ
云
フ
ベ
キ
カ

(

�)｣

と
記
し
て
い
る
が
、
航
海
奨
励
金
が
な
け
れ

ば
赤
字
決
算
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

で
は
次
に
、
奨
励
外
船
を
と
り
ま
と
め
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
全
期
間
収
入
合
計
は
二
五
四
・
四
万
円
、
う
ち
主
要
な
勘
定
は
石
炭
運
賃

一
三
四
・
三
万
円(

五
二
・
八
％)

、
鉄
鉱
運
賃
一
〇
〇
・
七
万
円(

三
九
・
六
％)

、

政
府
貸
上
料
一
一
・
九
万
円(

四
・
七
％)

、
雑
貨
運
賃
四
・
七
万
円(

一
・
八
％)

の
順
と
な
る
。
航
海
奨
励
船
と
比
較
す
る
と
、
石
炭
運
賃
が
過
半
を
占
め
る
と
こ
ろ

に
最
大
の
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
航
海
奨
励
船
よ
り
も
奨
励
外
船
を
よ
り
多
く
石

炭
運
送
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
事
情
は
必
ず
し
も
史
料
的
に

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
航
海
奨
励
船
は
新
造
船
で
あ
り
、
か
つ
鉄
鉱
石
運
搬
用
に
設

計
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
漢
口
・
上
海
間
は
長
江
増
水
期(

春

〜
秋
期
末)

し
か
大
型
汽
船
が
遡
江
で
き
ず
、
こ
の
期
間
に
年
間
契
約
鉄
鉱
石
を
積

み
取
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
能
率
の
高
い
、
か
つ
速
度
の
あ
る
新
造
船
を

鉄
鉱
石
運
搬
に
よ
り
利
用
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

同
期
間
支
出
合
計
は
二
二
二
・
四
万
円
、
う
ち
諸
費
用
計
一
九
二
・
四
万
円(

八

六
・
五
％)

、
消
却
一
九
・
七
万
円(

八
・
九
％)

、
積
立
金
一
〇
・
三
万
円(

四
・

六
％)

の
順
と
な
る
。
奨
励
外
船
は
す
べ
て
中
古
船
を
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
た
め

奨
励
船
に
比
し
船
齢
が
高
く
、
そ
の
た
め
消
却
・
積
立
金
の
割
合
が
相
対
的
に
低
く

な
っ
て
い
る
。

奨
励
外
船
の
同
期
間
純
損
益
合
計
は
三
一
・
八
万
円
の
黒
字
で
あ
っ
て
、
収
入
に

対
す
る
利
益
割
合
は
一
二
・
五
％
で
あ
っ
た
。
航
海
奨
励
船
の
そ
れ
に
比
し
て
著
し

く
低
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
航
海
奨
励
金
の
交
付
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
石
炭
よ
り

も
有
利
な
鉄
鉱
運
搬
の
割
合
が
低
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
三
菱
の
社
汽
船
に
よ
る
海
運
業
は
、
官
需(

鉄
鉱
運
賃
・
政
府
貸
上
料)

と
国
家
助
成(

航
海
奨
励
金)

に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
間
接
的

に
三
菱
の
海
外
売
炭
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

�

雇
入
汽
船
経
営
収
支

三
菱
合
資
で
は
、
当
初
石
炭
の
海
外
運
送
を
も
っ
ぱ
ら
雇
入
汽
船
に
頼
っ
て
い
た

が
、
大
冶
鉄
鉱
石
運
搬
を
画
期
と
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
社
汽
船
を
中
心
と
し

て
雇
入
汽
船
は
運
搬
量
の
調
節
弁
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

第
21
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
雇
入
汽
船
収
支
一
覧
表
で
あ
る
。

ま
ず
、
一
九
〇
二
〜
一
一
年
度
に
至
る
一
〇
ヵ
年
度
の
収
入
合
計
は
一
五
八
・
五

万
円
、
う
ち
石
炭
運
賃
九
二
・
五
万
円(

五
八
・
四
％)

、
鉄
鉱
運
賃
六
四
・
五
万
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第19表 1907年度大冶丸運搬貨物一覧表
積 荷 内 訳 航海度数

石炭

香 港 (往航) 17�338 ｔ 6
上 海 ( 〃 ) 11�910 ｔ 4
漢 口 ( 〃 ) 4�780 ｔ 2
計 34�028 ｔ 12

セメント 漢 口 (往航) 2�000 樽 1
鉄鉱 製鉄所 (帰航) 31�113 ｔ 9
砂糖 香 港 ( 〃 ) 14�395 俵 2
藤 〃 ( 〃 ) 527 括 2

アンペラ 〃 ( 〃 ) 270 個 1
縫糸 〃 ( 〃 ) 5 個 1

出典：『年報 (門司)』 1907年度､ 17～20頁､ より作成｡

第20表 1907年度大冶丸収支一覧表
科 目 勘 定 金 額 (千円)

収入

石 炭 運 賃 59 ( 26�1)
鉄 鉱 運 賃 117 ( 51�8)
雑 貨 運 賃 1 ( 0�4)
航 海 奨 励 金 49 ( 21�7)
計 ( Ａ ) 226 (100�0)

支出

海 上 保 険 料 20 ( 10�7)
バ ン カ ー 炭 42 ( 22�5)
諸 費 用 82 ( 43�9)
積 立 金 16 ( 8�6)
消 却 27 ( 14�4)
計 ( Ｂ ) 187 (100�0)

純損益 (Ａ－Ｂ) 40
出典：『年報 (門司)』 1907年度､ 17～20頁､ より作成｡



円(
四
〇
・
七
％)

、
雑
貨
運
賃
一
・
四
万
円(

〇
・
九
％)

の
順
と
な
る
。
奨
励

外
船
に
比
し
て
よ
り
石
炭
運
賃
の
割
合
が
高
ま
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
鉄
鉱
運
賃
が

四
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
同
期
間
の
支
出
計
は
一
四
〇
・
〇
万
円
、
う
ち
傭
船
料
九
〇
・
二
万
円

(

六
四
・
四
％)

、
そ
の
他
費
用
四
九
・
七
万
円(

三
五
・
五
％)

で
あ
っ
た
。
傭
船

料
が
過
半
の
割
合
を
占
め
て
い
た
。

同
期
間
の
損
益
合
計
は
一
八
・
七
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
が
、
収
入
に
対
す
る
利

益
割
合
は
一
一
・
八
％
で
あ
っ
て
、
航
海
奨
励
船
の
半
分
程
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

雇
入
汽
船
の
年
間
平
均
収
入
が
一
五
九
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
社
汽
船
で
は
同
じ

期
間
で
六
五
〇
万
円
と
な
り
、
社
汽
船
が
雇
入
汽
船
の
約
四
倍
に
達
し
て
い
た
。

な
お
、
雇
入
汽
船
数
は
、
皆
無
の
年
も
あ
る
一
方
で
、
一
九
〇
五
年
度
で
は
九
隻

が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
雇
入
汽
船
は
、
社
汽
船
を
中
心
と
す
る
時
期
に
お
い
て
も
、

戦
時
や
戦
後
ブ
ー
ム
に
対
応
す
る
た
め
に
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
。

�

�
三
菱
門
司
支
店
の
貨
物
仲
次
ぎ
業
務

三
菱
門
司
支
店
の
主
要
な
経
営
活
動
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
な

お
若
干
の
任
務
が
あ
っ
た
。『

三
菱
商
事
社
史』

(

上
巻)

に
よ
れ
ば
、
三
菱
の
海
外

店
舗
は
日
露
戦
後
、
準
社
外
品
や
社
外
品
の
取
扱
い
に
進
出
す
る
が
、
国
内
支
店
は

一
般
雑
貨
を
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る

(

�)

。
と
は
い
え
、
物
流
と
海
運
業
の
要
石

と
な
っ
た
門
司
支
店
に
は
各
種
の
付
随
的
任
務
が
生
ま
れ
て
い
た
。
大
別
す
る
と
、

(�
)

社
内
需
要
品
の
取
扱
い
、(�

)

佐
渡
鉱
山
産
出
品
の
三
菱
大
阪
製��

所
回
送
、

(
�
)

海
運
業
に
伴
う
積
荷
と
し
て
の
雑
貨
の
取
扱
い
、
以
上
三
つ
に
整
理
で
き
る
。

第
22
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
貨
物
仲
次
一
覧
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
仲
次
品
の
個
数
・
重
量
と
も
に
年
々
大
き
な
変
動
が
あ
り
、
一

八
九
九
〜
一
九
〇
一
年
頃
を
ピ
ー
ク
と
し
て
漸
減
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
一
〇
、

一
一
年
度
に
は
、
同
表
の
数
量
の
ほ
か
に
漢
口
送
り
の
セ
メ
ン
ト
樽
や
鉱
油
空
樽
が
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第21表 三菱門司支店雇入汽船収支一覧表 (単位：千円)

年度 収 入 支 出 損益
(Ａ－Ｂ) 汽船数石炭運賃 鉄鉱運賃 雑貨運賃 雑収入等 計(Ａ) 傭船料 その他費用 計(Ｂ)

1895 5 2
1896 87 90 △2 3
1897 0 0
1898 13 9 3 12 2 1
1899 17 10 6 16 1 1
1900 32 30 1 2
1901 424 380 45 4
1902 174 84 258 150 77 227 30 3
1903 0 0
1904 253 86 7 346 218 93 311 36 6
1905 266 234 7 1 508 316 146 462 46 9
1906 26 31 57 34 20 55 2 3
1907 36 90 126 46 52 98 29 2
1908 4 62 66 25 20 45 21 1
1909 39 58 97 41 36 77 20 2
1910 43 43 23 19 42 2 1
1911 84 84 49 34 83 1 2

合計 925
(58�4)

645
(40�7)

14
(0�9)

1
(0�1)

1�585
(100�0)

902
(64�4)

497
(35�5)

1�400
(100�0) 187

注：
１. 1899～1900年度内訳不詳､ 1901年度には内訳不詳１隻あり｡ 合計は1902～1911年度｡
２. 1903年度には､ 雇入汽船の収支勘定が記載されていない｡ 雇入汽船の運航がなかったと
推測される｡
３. 1911年度は15ヶ月｡
出典：『支店勘定書』 Ⅰ､ Ⅱ､ Ⅲ､ Ⅳ､ より作成｡



あ
っ
た
。
前
者
は
大
冶
セ
メ
ン
ト
会
社
向
け
、
後
者
は
桐
油
用
と
想
定
さ
れ
る
。
三

菱
は
、
大
冶
セ
メ
ン
ト
会
社
に
巨
額
の
借
款
を
実
行
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
同
社

へ
の
石
炭
や
セ
メ
ン
ト
樽
の
販
売
を
取
り
決
め
、
ま
た
同
社
の
セ
メ
ン
ト
一
手
販
売

権
を
取
得
し
て
い
た
。
ま
た
、
漢
口
支
店
で
は
桐
油
の
欧
州
輸
出
に
着
手
し
て
い
た
。

第
23
表
は
、
一
九
〇
四
年
度
三
菱
門
司
支
店
貨
物
取
扱
成
績
表
で
あ
る
。

同
表
の
検
討
に
は
い
る
前
に
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
当
該
表
を
含
む｢

貨
物｣

の
記
述
は
、
同
表
の(

出
典)

に
記
し
た
よ
う
に
、
門
司
支
店
の｢
用
度
方
年
報｣

の
部
分
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
基
本
的
に
当
該
貨
物
が
社
内

需
要
品
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
同
表
の
重
要
点
を
次
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
同
表
に
お
け
る
個
数
と
重
量
が
、
前
掲
22
表
の
一
九
〇
四
年
度
に

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
個
数
の
相
違
は
第
22
表
の
ほ
う
の

原
典
で
あ
る『

年
報』

か
ら
の
転
記
ミ
ス
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
22
表

の
一
九
〇
四
年
度
の
内
容
は
、
本
表
に
よ
っ
て
掘
り
下
げ
が
可
能
と
な
る
。

第
二
に
、
貨
物
は
大
き
く｢

買
入
ノ
部｣

と｢

取
次
ノ
部｣

に
分
か
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

｢

買
入｣

は
門
司
支
店
が
、｢

取
次｣

は
依
頼
先
が
、
そ
れ
ぞ
れ
代
金
の
決
済
を
行
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。｢

買
入
ノ
部｣

は
、
主
と
し
て｢

炭
坑
及
鉱
山
ノ
需
要
品
ト
シ

テ
購
送

(

�)｣

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
主
要
内
訳
は
セ
メ
ン
ト
、
銑
鉄
等
で
あ
っ
た
。

第
24
表
は
、
一
九
〇
四
年
度
三
菱
門
司
支
店
各
所
注
文
品
買
入
表
で
あ
る
。
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第23表 1904年度三菱門司支店貨物取扱成績表

内 訳 個 数 重 量 主 要 内 訳
買入ノ部 8�503 436ｔ 高島・槇峰・方城向けセメント､ 鯰田行銑鉄

取次ノ部 17�494 652 英国輸入新入坑行石炭箱､ 車輪､ 鯰田行銑鉄､ 佐渡行銑
鉄､ レール､ 分析鉛､ 佐渡産出大阪送り含金銀塊

計 25�997 1�088 －

注：『年報 (門司)』 は本表の ｢貨物｣ については､ ｢當支店ニ於テ取扱ヒタル雑貨｣ (｢用度
方年報｣､ １頁) とも記している｡
出典：『年報 (門司)』 1904年度､ ｢用度方年報｣ ９頁､ より作成｡ ｢用度方年報｣ は 『年報
(門司)』 に含まれている｡

第24表 1904年度三菱門司支店各所注文品買入表 (単位：円)
供 給 先 セメント 食用品 金物類 その他 合 計
鯰田・新入・方城 6�824 9 1�960 1�267 10�060
若 松 支 店 1�675 2�224 164 4�063
佐 渡 鉱 山 975 329 85 1�389
高 島 炭 坑 2�040 2�040
本 社 1�553 1�553
そ の 他 70 286 84 1�254 1�694

合 計 11�584
(55�7)

4�401
(21�2)

2�044
(9�8)

2�770
(13�3)

20�799
(100�0)

注：
１. 原典の合計には不一致部分があり､ 修正している｡
２. 本社・若松支店の食用品は主として白米代｡
３. 供給先の ｢その他｣ には､ 相知､ 槇峰､ 大冶製鉄所が含まれる｡
出典：『年報 (門司)』 1904年度､ ｢用度方年報｣ 10頁､ より作成｡

第22表 三菱門司支店貨物仲次
一覧表

年度 仲次品個数 重量
1899 88�635 2�333ｔ
1900 29�334 1�722
1901 85�496 4�687
1902 40�622 1�509
1903 40�151 2�249
1904 25�977 1�088
1905 15�671 644
1906 18�411 1�214
1907 34�185 1�832
1908 21�731 1�893
1909 13�124 711
1910 3�874 983
1911 4�687 1�320

注：
１. 1910年度には､ 外に漢口送セ
メント樽２万 (500�)｡ セメン
ト樽は大冶セメント会社向けと
想定される｡ 1911年度も同様｡

２. 1911年度には､ 外に漢口送セ
メント樽47�925 (1�198�)､ 鉱油
空樽700 (52�)｡

３. 1911年度は15ヶ月｡
出典：『統計輯覧』､ 98～99頁､ よ
り作成｡



同
表
は
、｢

買
入
ノ
部｣

の
内
訳
を
金
額
で
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
買
入
合

計
二
万
七
九
九
円
、
う
ち
セ
メ
ン
ト
五
五
・
七
％
、
食
用
品
二
一
・
二
％
、
金
物
類

九
・
八
％
の
順
と
な
る
。
注
文
先
を
み
る
と
、
セ
メ
ン
ト
は
炭
坑
・
鉱
山
向
け
が
圧

倒
的
で
あ
っ
た
。
食
用
品(

主
と
し
て
白
米)

は
、
若
松
支
店
、
本
社
、
そ
し
て
佐

渡
鉱
山
が
多
か
っ
た
。
食
用
品
に
つ
い
て
は
若
松
支
店
や
本
社
が
消
費
し
た
も
の
で

は
な
く
、
さ
ら
に
炭
坑
・
鉱
山
に
転
送
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
金
物
類
は
主

と
し
て
筑
豊
三
山
向
け
で
あ
っ
た
。

次
に
、｢

取
次
ノ
部｣

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

そ
の
主
要
内
訳
は
、
輸
入
石
炭
箱
、
車
輪
、
銑
鉄
、
レ
ー
ル
、
分
析
鉛
、
お
よ
び

｢

佐
渡
産
出
大
阪
送
り
含
金
銀
塊｣

で
あ
っ
た
。
佐
渡
産
出
品
に
つ
い
て
は
取
次
品

で
も
性
格
が
異
な
り
、
後
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
う
す
る
と
、
取
次
品

に
は
輸
入
品
が
含
ま
れ
て
お
り
、
金
額
が
大
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
事
情

で
門
司
支
店
が
代
金
を
決
済
す
る
の
に
適
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

以
上
か
ら
門
司
支
店
は
、
三
菱
合
資
会
社
に
お
け
る
物
資
供
給
の
結
節
点
を
な
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

第
三
に
、
第
23
表
で
は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、｢

取
次｣

に
は
砂
糖
が
あ
っ

た
。
一
九
〇
四
年
度
の
取
次
品
個
数
は
前
掲
第
22
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
前
年
度
比

で
三
分
の
二
に
減
少
し
た
が
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は｢

前
年
度
ハ
其
冬
季
間
ニ
於

テ
香
港
ヨ
リ
社
船
帰
航
便
ニ
輸
入
ス
ル
砂
糖
ノ
取
扱
ヒ
多
カ
リ
シ
モ
本
年
度
間
ハ
之

ガ
取
扱
無
カ
リ
シ
ニ
因
ル

(

�)｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
前
掲
第
19
表
の
大
量

の
砂
糖
は
、
冬
季
長
江
減
水
期
に
香
港
よ
り
漢
口
に
寄
ら
ず
に
帰
航
す
る
便
の
積
荷

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
門
司
支
店
の
仲
次
品
と
な
っ
た
。
前

掲
第
19
表
の
藤
、
ア
ン
ペ
ラ
、
縫
糸
な
ど
の
雑
貨
類
も
同
様
で
あ
っ
た
と
想
定
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
佐
渡
鉱
山
産
出
品
の
三
菱
大
阪
製��

所
回
送
問
題
に
つ
い
て
簡
単

に
と
り
ま
と
め
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

佐
渡
鉱
山
で
は
、
産
出
す
る
含
金
銀
塊
お
よ
び
含
金
銀
粗
銅
を
三
菱
大
阪
製��

所

に
送
付
し
て
い
た

(

�)

。
同
製��

所
は
、
大
規
模
な
電
気
精
錬
設
備
を
装
備
し
て
お
り
、

同
所
に
お
い
て
純
金
、
純
銀
、
電
気
精
銅
に
分
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
菱
門
司
支

店
は
、
佐
渡
鉱
山
に
石
炭
お
よ
び
第
24
表
に
掲
げ
ら
れ
た
物
資
を
送
付
し
、
帰
航
便

で
前
記
佐
渡
鉱
山
産
出
粗
製
鉱
物
を
積
み
取
り
、
山
陽
鉄
道
便
で
下
関
か
ら
大
阪
製

��

所
に
転
送
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
25
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
佐
渡
鉱
山
産
出
粗
製
鉱
物
転
送
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
含
金
銀
塊
は
一
九
〇
七
年
度
に
約
三
ト
ン
、
含
金
銀
粗
銅
は
約

六
ト
ン
で
あ
っ
た
。
重
量
と
し
て
余
り
大
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
下
関
か
ら
の
鉄
道

便
が
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

第
26
表
は
、
一
九
〇
七
年
度
三
菱
門
司
支
店
回

漕
貨
物
一
覧
表
で
あ
る
。

同
表
は
、
前
掲
第
23
表
に
続
く
も
の
で
あ
る
が
、

｢

買
入｣

と｢

取
次｣

の
分
類
が
な
く
、
代
わ
り

に
デ
イ
ト
順
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第

26
表
の
個
数
と
重
量
の
合
計
は
第
22
表
の
一
九
〇

七
年
度
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。

同
表
で
は｢
重
要
貨
物｣

が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、

錨
及
錨
鎖
、
セ
メ
ン
ト
、
レ
ー
ル
、
枕
木
、
Ｂ
＆

Ｗ
ボ
イ
ラ
ー
、
硫
化
鉄
、
佐
渡
行
貨
物
な
ど
が
記
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第25表 三菱門司支店佐渡鉱山産出粗製鉱物転送表
年度 含金銀塊 含金銀粗銅
1904 436�900円 (83箱) 19�200円 (460塊)
1906 404�500 (54箱) 29�700 (627塊)
1907 499�500 (77箱､ 約３ｔ) 11�700 (250塊､ 約６ｔ)

注：佐渡鉱山産出粗製鉱物は門司支店の手で､ 下関か
ら山陽鉄道便で三菱大阪製��所に転送された｡
出典：『年報 (門司)』 1904年度､ ｢用度方年報｣ ３頁､
および 『年報 (門司)』 1907年度､ より作成｡



載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
重
量
合
計
は
一
、
三
四
八
ト
ン
に
達
す
る
。
同
年
度
重

量
合
計
が
一
、
八
三
二
ト
ン
で
あ
る
の
で
、
七
三
・
六
％
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
勘
定
と
な
る
。
ま
た
、
佐
渡
行
貨
物
は
計
六
六
九
ト
ン
に
達
し
、
合
計
の
三

六
・
五
％
を
占
め
、
大
阪
送
り
佐
渡
鉱
山
産
出
粗
製
鉱
物
が
含
ま
れ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
割
合
を
示
し
て
い
た
。

第
27
表
は
、
一
九
〇
七
年
度
三
菱
門
司
支
店
輸
入
貨
物
一
覧
表
で
あ
る
。

同
表
は
、
前
掲
第
23
表
の｢

取
次
ノ
部｣

に
含
ま
れ
る
輸
入
貨
物
を
示
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
23
表
で
も
多
か
っ
た
車
輪
、
鉄
材
、
セ
メ
ン
ト
に

加
え
、
〇
七
年
度
の
特
徴
と
し
て
は
鉱
山
電
化
を
反
映
す
る
機
械(

発
電
機
、
水
管

式
汽
罐
＝
Ｂ
＆
Ｗ
ボ
イ
ラ
ー
、
ケ
ー
ブ
ル
等)

や
採
炭
の
機
械
化
を
示
す
採
炭
機
械

(

コ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー)

に
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
競
争
上
の
優
位
を
維
持
す

る
た
め
に
は
先
進
的
な
機
械
を
輸
入
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
て
、
門
司
支
店
は

そ
の
窓
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

第
28
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
購
買
品
表
で
あ
る
。

前
掲
第
24
表
に
続
く
も
の
で
あ
る
が
、
重
要
購

買
品
の
一
部
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
、
具
体
性
に
お

い
て
大
き
く
後
退
し
て
い
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
購
買
品
合
計
は
一
九
〇
六
、

七
年
度
と
順
に
五
・
〇
万
円
、
六
・
八
万
円
と
な

り
、
〇
四
年
度
が
二
・
一
万
円
で
あ
っ
た
こ
と
と

比
較
し
て
激
増
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
事
情
と

し
て
は
、
相
知
炭
坑
・
長
崎
支
店
・
そ
の
他
に
お

け
る
大
幅
な
増
加
が
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
最
大

の
増
加
部
門
は
門
司
支
店
関
連
の｢

社
汽
船
・
小

蒸
気
船｣

・｢

本
館｣

・｢

支
店｣

・｢

倉
庫
品｣

の
四

勘
定
で
あ
っ
て
、
そ
の
合
計
は
、
一
九
〇
七
年
度

に
お
い
て
五
二
・
一
％
と
過
半
を
占
め
て
い
た
。

こ
れ
ら
四
勘
定
は
、
第
24
表
で
は
も
と
も
と
計
上

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
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第27表 1907年度三菱門司支店輸入貨物一覧表
���� �����	
�	��� 供給先 トン 個数 価格

19061023 ������������� 佐渡鉱山 1�2 1 ���� 451円
1026 ����	������ 方城炭坑 4 1�2 6 
��� 2�006
1229 �������	��� 鯰田炭坑 1�10 1 ���� 582

1907126 �������	��
����� 佐渡鉱山 10 6 ����� 10�310
〃 ��������	����� 相知炭砿 2 1�2 4 
��� 1�767
131 2��	����
� 鯰田炭坑 4 1�5 2 ��	�� 2�260
〃 1��	����
� 新入炭坑 2 1 ��	�� 582
37  ��!	"����"�� 方城炭坑 1 4 
��� 3�735
418 ������ 〃 9 8 
��� 6�924
517 ��	��#����� 佐渡鉱山 2 1�2 7 ����� 2�416
614 ������ 〃 140 700 "��� 4�077
615 ���������$	� 〃 7 7�10 35 〃 1�007
〃 $�������	������� 〃 3 1�2 14 ����� 2�167
616 2 ���%����&�"���	���� 新入炭坑 43 1�2 365 
�� 17�220
71 ���������� 相知炭砿 6�10 1 ���� 893
723 150 '�	��%#���� 方城炭坑 4 7�20 180 
�� 1�324
731 200 '�	��%#���� 〃 6 3�4 240 
�� 1�768
81 2 ���%����&�"���	���� 鯰田炭坑 43 9�10 364 
�� 15�704
819 250 '�	��%#���� 方城炭坑 8 1�4 300 
�� 2�190
915 2 ���%����&�"���	���� 相知炭砿 43 364 
�� 15�932
926  	��������#� 1�2 3 
��� 1�751

合 計 3386 95�065
出典：『年報 (門司)』 1907年度､ 55頁､ より作成｡

第26表 1907年度三菱門司支店回漕貨物一覧表
年・月 個 数 重 量 重 要 貨 物
19061 1�674 70ｔ 錨及錨鎖 (27ｔ)

11 310 24
12 945 86 セメント (30ｔ)

19071 660 113 セメント (57ｔ)
2 1�160 59 レール (27ｔ)
3 7�739 286 枕木 (6�417本､ 214ｔ)､セメント(34ｔ)､レール (19ｔ)
4 7�439 358 佐渡行貨物 (333ｔ)
5 1�558 51
6 1�603 254 佐渡行輸入セメント (700樽､ 140ｔ)､ Ｂ(Ｗボイラー (44ｔ)
7 3�806 220 Ｂ＆Ｗボイラー (44ｔ)､ 硫化鉄 (1875叺､ 111ｔ)
8 4�517 198 佐渡行貨物 (153ｔ)､ 清津行叺 (29ｔ)
9 2�774 114 佐渡行貨物 (43ｔ)､ Ｂ＆Ｗボイラー (43ｔ)

合 計 34�185 1�832
注：
１. Ｂ＆Ｗボイラーは新入､ 鯰田､ 相知の各炭坑用として､ 三菱造船所が輸入した
水管式ボイラー６組｡ 各坑の発電設備｡
２. 枕木は筑豊の諸炭坑用｡
３. 本表では､ 佐渡鉱山産出含金銀塊・粗銅を除く｡ 前者は約３ｔ､ 後者は約６ｔ
が三菱大阪精煉所に送られている｡
出典：『年報 (門司)』 1907年度､ 46～47頁､ 56頁､ より作成｡



前
掲
第
24
表
で
は
、｢

各

所
注
文
品｣

と
表
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し

て
、
門
司
支
店
の
た
め
の

購
買
品
は
計
上
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
第
28
表
で
は
門
司

支
店
の
全
購
買
品
の
金
額

を
掲
げ
た
こ
と
と
な
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し

て
、｢

社
汽
船
・
小
蒸
気

船｣
勘
定
は
、
上
位
三
位

以
内
に
あ
り
、
一
七
％
台

を
占
め
た
。
門
司
支
店
に

は
四
隻
の
大
型
汽
船
に
加

え
て
、
五
隻
の
小
蒸
気
船

が
所
属
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
に
多
額
の
船
舶
用
装
備
品
・
修
繕
品
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

｢

本
館｣

勘
定
は
、
原
典
に
説
明
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
三
菱
門
司
支
店
の

｢

本
館｣

を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、｢

本
館｣

の
重

要
購
買
品
と
し
て
桟
橋
修
繕
や
物
置
新
設
、
水
道
用
鉄
管
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
門

司
支
店
及
支
店
所
管
諸
施
設
用
物
資
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

｢

支
店｣

勘
定
は
、
こ
れ
は
門
司
支
店
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
重
要
購

買
品
が
机
、
椅
子
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
オ
フ
ィ
ス
用
品

で
あ
る
。

｢

倉
庫
品｣

勘
定
は
、
門
司
支
店
の
倉
庫
で
一
時
保
管
さ
れ
、
支
店
活
動
で
需
要

さ
れ
る
消
耗
品
で
あ
る
。
門
司
支
店
の
貸
借
対
照
表
借
方
に
同
名
の
勘
定
が
計
上
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
残
高
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
判
然
と
し
な
い
が
、｢

船
用
品｣

が

多
額
に
上
っ
た
よ
う
で
あ
る

(

�)

。

以
上
、
門
司
支
店
の
貨
物
仲
次
ぎ
業
務
を
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

に
は
手
数
料
を
ほ
と
ん
ど
付
与
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
門
司

支
店
の
営
業
勘
定
表
や
損
益
勘
定
表
に
お
け
る
特
定
の
勘
定
と
し
て
、
用
度
品
取
次

手
数
料
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

�

�
三
菱
門
司
支
店
の
経
営
内
容

�

三
菱
門
司
支
店
の
資
本
金

第
29
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
資
本
金
増
減
表
で
あ
る
。

同
表
は
、『

社
業
統
計
輯
覧』

に
掲
げ
ら
れ
た｢

資
本
金
増
減
表｣

の
数
値
を
原

典
の
ま
ま
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
く
三
菱
合
資
傘
下
の
高
島
炭
坑
や
鯰
田
炭
坑

の
事
例
に
お
い
て
は
、｢

固
定
資
本｣

の
基
本
的
内
容
は｢

固
定
資
産
残
高
合
計
か

ら
起
業
費
仮
勘
定
を
差
し
引
い
た
残
高

(

�)｣

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
表
の(

注)

１

に
記
す
よ
う
に
、
一
八
九
六
〜
一
九
〇
四
年
度
に
お
い
て
は｢

流
通
資
金
三
万
円｣

が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
来
の
年
度
末
固
定
資
本
は(

Ａ)

で
は
な
く
、
三
万
円
を
控

除
し
た(
Ｂ)

と
い
う
こ
と
と
な
ろ
う

(

�)

。
そ
し
て
、
実
際
に(

Ｂ)

の
金
額
は
後
掲

第
32
表
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
門
司
支
店
貸
借
対
照
表
の
地
所
・
建
物
・
小
蒸
気

船
お
よ
び
備
品
の
四
勘
定
合
計
＝
固
定
資
産
の
合
計
と
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第28表 三菱門司支店購買品表 (単位：円)
供 給 先 1906年度 1907年度 重 要 購 買 品

鯰田・新入・方城 4�062 (8�2) 11�805 (17�5) セメント､ 枕木､ オイル
若 松 支 店 2�317 (4�7) 776 (1�1) 食料品
佐 渡 鉱 山 7�006 (14�1) 709 (1�0) 食料品
高 島 炭 坑 332 (0�5) 枕木
本 社 700 (1�0) 叺
相 知 炭 坑 2�502 (5�0) 2�169 (3�2) レール､ 支那銑鉄
長 崎 支 店 2�377 (4�8) 4�494 (6�7) スクリ棕櫚皮､ 木材
社汽船・小蒸気船 8�887 (17�8) 11�741 (17�4) 船舶用装備品・修繕品
本 館 2�748 (5�5) 3�197 (4�7) 桟橋修繕､ 支店構内物置場新設､ 水道用鉄管
支 店 5�752 (11�5) 8�368 (12�4) 机､ 椅子､ タイプライター等
倉 庫 品 8�844 (17�8) 11�919 (17�6)
そ の 他 5�324 (10�7) 11�363 (16�8)
合 計 49�819 (100�0) 67�573 (100�0)

注：
１. その他は､ 海外支店､ 出張所､ 駐在所 (大冶) 等である｡
２. 鯰田・新入・方城は炭坑｡
出典：『年報 (門司)』 1907年度､ 54頁､ より作成｡



以
上
で
第
29
表
の
資
本
金
の
内
容
が
判
明
し
た
の
で
、
固
定
資
産
勘
定
の
分
析
は

後
で
ふ
れ
る
こ
と
と
し
て
、
同
表
に
関
連
し
て
少
し
付
言
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
支
店
資
本
金
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
時
に
は
、
一
八
九
四
年
一
月

一
日
付
の
次
の
本
社
通
達
が
重
要
で
あ
る

(

�)

。

｢

大
阪
下
之
関
若
松
長
崎
ノ
各
支
店
及
新
潟
事
務
所
ニ
ハ
定
メ
タ
ル
資
本
ヲ
置
カ

ズ
、
本
社
貸
借
勘
定
ヲ
以
テ
営
業
上
ノ
必
要
ニ
応
ゼ
シ
ム｣

し
た
が
っ
て
、
も
と
も
と
支
店
に
は
資
本
金
の
設
定
は
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
一
八
九
五
年
度
に
若
松
支
店
、
そ
し
て
翌
九
六
年
度
に
門
司
支
店

に
お
い
て
、
資
本
金(

流
通
資
金)

三
万
円
が
設
定
さ
れ
た
の
は
、
三
菱
と
し
て
は

例
外
的
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
門
司

支
店
の
貸
借
対
照
表
貸
方
の
部
に
お
い
て
は
一
八
九
六
〜
一
九
〇
〇
年
度
の
間
は
資

本
金
勘
定
と
し
て
、
一
九
〇
一
〜
一
九
〇
七
年
度
で
は
本
社
勘
定
と
し
て
三
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
た
。
で
は
、
何
故
こ
の
よ
う
な
例
外
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
両
支
店
で
は
買
入
炭
業
務

や
社
内
需
要
品
供
給
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
本
社
と
し
て
も
こ
れ
を
斟
酌
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
同
表(

注)

２
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
〇
九
年
度
に｢

運
転
資
本
ヲ
百

五
十
万
円｣

の｢

定
額｣

と
し
、
こ
れ
を
超
え
る｢

借
越
ノ
場
合
ニ
ハ
一
定
ノ
利
息｣

を
課
す
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
年
五
月｢

社
炭
売
買
実
施
ト
共
ニ｣

、

若
松
支
店
分
も
合
わ
せ
て｢

合
計
百
六
十
万
円
ヲ
流
用｣

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前

述
し
た
よ
う
に
、｢

社
炭
元
扱
店
一
括
買
上
制
度｣

の
実
施
は
、
支
店
に
そ
れ
に
見

合
う
資
金
準
備
を
本
社
と
し
て
も
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
方
で｢

定
額｣

を
定
め
、
そ
れ
を
超
え
る
資
金
に
つ
い
て
は
利
子
を
課
し
、
支
店

側
の
資
金
要
求
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
資
本
金
の
効
率
性
に
関
し
て
三
菱
合
資
が
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。『

年
報』

や『

各
支
店
決
算
勘
定
書』

の
な
か
で
、
僅
か
に
一

八
九
六
年
度
の『

年
報』

が
こ
の
点
に
つ
い
て
計
算
を
行
っ
て
い
る
。

第
30
表
は
、
一
八
九
六
年
度
三
菱
傘
下
支
店
資
本
金
利
益
率
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
／
Ａ
は
門
司
支
店
四
・
二
％
、
長
崎
支
店
・
若
松
支
店
と
も

に
五
・
〇
％
、
そ
し
て
神
戸
支
店
九
〇
・
六
％
で
あ
っ
た
。
石
炭
を
販
売
す
る
門
司
・
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第29表 三菱門司支店資本金増減表 (単位：円)
年度 固定資本増額 消却その他減少 年度末固定資本 (Ａ) Ｂ (Ａ－30�000)
最初 3�792
1894 2�062 619 23�784
1895 51�475 476 74�783
1896 51�982 5�072 121�694 91�694
1897 104�655 21�165 205�184 175�184
1898 990 48�887 157�286 127�286
1899 3�200 2�722 157�764 127�664
1900 9�969 2�687 165�045 135�045
1901 26�750 3�717 188�078 158�075
1902 2�776 3�615 187�239 157�239
1903 30�324 4�616 212�947 182�947
1904 0 8�092 204�856 175�856

注：
１. 1896年度より1904年度まで ｢資本金ニハ夫レ夫レ流通資金三万円ヲ
含ム｣｡
２. 1909年度 ｢運転資本ヲ百五十万円ト定メ定額以上借越ノ場合ニハ一
定ノ利息ヲ計算ス｣｡
３. 1909年 ｢五月社炭売買実施ト共ニ右定額ニ若松支店運転資本十万円
ヲ合シ合計百六十万円ヲ流用スル事ニ改メタリ｣｡
４. 1896～1904年度の年度末固定資本 (Ａ) の金額は､ 第32表の小蒸気
船・地所・建物の３勘定の合計に一致｡
５. 1893､ 94年度は下関支店｡ 以下の表も同様｡
出典：『統計輯覧』､ 94～95頁､ より作成｡



長
崎
・
若
松
の
三
支
店
の
利
益
率
は

ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
っ
た
が
、
銅
を
中

心
と
す
る
神
戸
支
店
が
突
出
し
た
高

水
準
に
あ
っ
た
。
そ
の
事
情
に
つ
い

て
は
別
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
地

所
売
買
利
益
二
・
一
万
円
を
計
上
し

た
た
め
で
あ
っ
て
、
同
年
度
の
神
戸

支
店
は
考
慮
に
い
れ
て
は
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う

(

�)

。

�

貸
借
対
照
表
の
構
成

第
31
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
貸
借
対
照
表
貸
方(
負
債
義
務
ニ
属
ス
ル
分)

一
覧

表
で
あ
る
。

主
要
な
勘
定
に
つ
い
て
、
順
に
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、｢

資
本
金｣

・｢

本
社｣

・｢

本
社
鉱
業
部｣

・｢

固
定
資
金｣
・｢
流
通
資
金｣

の
五
勘
定
は
、
計
上
さ
れ
る
時
期
に
相
違
は
あ
る
が
、
本
社
の
出
資
金(
持
分)

を

示
す
勘
定
で
あ
る
。
資
本
金
勘
定
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
流
通
資
金
と
し
て
設

定
さ
れ
、
一
九
〇
一
〜
〇
七
年
度
に
お
い
て
は
本
社
勘
定
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。

一
九
一
一
年
度
に
は
、
こ
れ
は
固
定
資
金
・
流
通
資
金
の
二
勘
定
に
分
か
れ
た

(

�)

。

｢

本
社
当
座｣

勘
定
は
、
貸
方
に
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合
は
支
店
側
の
借
越
を
示

し
て
い
る
。
一
八
九
〇
年
代
後
半
で
は
一
〇
〜
二
〇
万
円
前
後
の
水
準
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
急
速
に
増
加
し
て
一
九
〇
三
〜
〇
八
年
度
で
は
一
八
〇
〜
二
七
〇
万
円
前
後

と
激
増
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
事
情
と
し
て
は
、
買
入
炭
の
増
加
、
社

汽
船
勘
定
の
本
社
か
ら
門
司
支
店
へ
の
移
管
等
が
指
摘
で
き
よ
う
。
本
社
鉱
業
部
・

本
社
営
業
部
取
引
勘
定
は
、
本
社
当
座
勘
定
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
次
営
業
部(

一
八
九
九
年)

は
、
門
司
支
店
の
貸
借
対
照
表
に
何
ら
の
影
響

も
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
が
、
第
二
次
営
業
部
の
ス
タ
ー
ト(

一
九
一
一
年)

は
、
営
業

部
に
資
本
金
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
門
司
支
店
の
本
社
関
係
勘
定
に
大
き

な
再
編
成
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
一
九
一
一
年
度
に
お
け
る
固
定
資

金
・
流
通
資
金
・
本
社
営
業
部
取
引
の
三
勘
定
計
は
一
九
二
・
九
万
円
、
貸
方
合
計

の
八
九
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、
三
菱
門
司
支
店
の
総
資
本
は
基
本
的
に
本
社
出
資

に
依
存
し
て
い
た
。

｢

勤
倹
預
金｣

勘
定
は
、
負
債
性
勘
定
で
あ
る
が
、
一
定
の
蓄
積
に
達
す
る
と
、

門
司
支
店
の
資
金
と
し
て
重
要
な
意
味
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
同
勘
定
が
、

一
九
〇
六
年
度
に
本
社
勘
定
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

｢

傭
使
人
扶
助
基
金｣

・｢

船
員
保
護
基
金｣

・｢

湾
内
使
役
人
保
護
基
金｣

・｢

賑
恤

基
金｣

の
四
勘
定
は
、
傷
病
時
の
救
済
や
退
職
手
当
の
た
め
の
積
立
金
で
あ
る
。

次
に
、
貸
借
対
照
表
の
借
方
の
部
の
検
討
に
移
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
便
宜
上
固

定
資
産
勘
定
と
流
動
資
産
勘
定
に
分
け
て
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

第
32
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
貸
借
対
照
表
固
定
資
産
勘
定
一
覧
表
で
あ
る
。

同
表
で
は
、
一
九
〇
三
年
度
以
降
、
社
汽
船
の
本
社
よ
り
門
司
支
店
移
管
に
伴
い

船
舶
勘
定
が
計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
九
〇
二
年
度
ま
で
と
〇
三
年
度
以
降
に
分

け
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

(
�
)

一
八
九
四
〜
一
九
〇
二
年
度

当
該
時
期
で
は
、
小
蒸
気
船
、
地
所
、
建
物
の
三
勘
定
が
門
司
支
店
の
固
定
資
産

勘
定
を
構
成
し
て
い
た
。
小
蒸
気
船
は
、
内
国
沿
岸
運
送
に
利
用
さ
れ
た
。
門
司
支

店
開
設
後
急
速
に
増
加
し
た
。
地
所
は
、
や
は
り
門
司
支
店
開
設
後
増
加
し
、
一
部
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第30表 1896年度三菱傘下支店資本金利益率表
支店名 資本金 (Ａ) 総益金 (Ｂ) Ｂ�Ａ
長崎支店 79�554円 4085円 5�0％
神戸支店 16�225 14�699 90�6
若松支店 71�243 3�735 5�0
門司支店 142�223 6�093 4�2
注：
１. Ｂ�Ａの数値は原典のまま｡ 資本金､ 総益金
とも四捨五入のため､ 若干の不一致が生じる｡
２. 総益金は消却前利益｡ 資本金が第29表と
一致しないが､ そのまま掲げた｡

出典：『年報 (神戸､若松､門司)』 1896年度､ よ
り作成｡



売
却
が
あ
っ
て
一
九
〇
二
年
度
に
一
一
・
二
万
円
と
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
支
店

用
地
と
貯
炭
場
で
あ
っ
た
。
建
物
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
支
店
建
物
、
倉
庫
、
住
宅
・

納
屋
、
さ
ら
に
桟
橋
が
あ
っ
て
、
門
司
支
店
開
設
後
次
第
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

同
支
店
開
設
時
は
借
家
住
ま
い
で
あ
っ
た
の
で
、
一
八
九
五
、
九
六
年
度
の
金
額
が

少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

固
定
資
産
勘
定
合
計
は
、
一
八
九
四
年
度
に
二
・
四
万
円
で
あ
っ
た
が
、
九
六
年

― 28 ―

第
31表

三
菱
門
司
支
店
貸
借
対
照
表
貸
方
(負
債
義
務
ニ
属
ス
ル
分
)
一
覧
表

(単
位
：
千
円
)

勘
定
／
年
度

1894
1895

1896
1897

1898
1899

1900
1901

1902
1903

1904
1905

1906
1907

1908
1909

1910
1911

資
本

金
30

30
30

30
30

本
社

30
30

30
30

30
30

30
本

社
鉱

業
部

2
�649

1
�510

固
定

資
金

901
流

通
資

金
380

本
社

当
座

108
128

201
70

174
482

396
724

1�786
1
�881

1
�764

2
�329

2�717
2�431

本
社
営
業
部
取
引

648
仮

預
金

1
7

2
93

4
2

14
2

17
8

4
2

2
勤

倹
預

金
5

5
9

15
16

24
32

35
55

49
33

56(1)
傭
使
人
扶
助
基
金

��
1

�

��
1

�

1
1

1
2

2
2

1
3

4
4

3
船
員
保
護
基
金

1
1

1
1

1
2

2
2

3
3

3
4

湾
内
使
役
人
保
護
基
金

2
2

3
3

3
3

賑
恤

基
金

10
18

汽
船
大
修
繕
準
備
積
立
金

275
269

未
払

7
1

10
23

41
50

83
107

60
44

43
46

収
入

未
決

算
81

海
上

自
保

険
4

9
16

若
松

支
店

24
13

16
鯰
田
炭
坑
・
碓
井
炭
坑

33(4)
買
入
炭
・
特
別
買
入
炭

特 84
買 13

輸
送

炭
仮

4
24

56
輸

出
炭

121
99

石
炭
代
仮
預
金

79
17

1
雇

入
汽

船
4

24
12

16
1

当
期

純
益

金
5

30
4

156
47

42
171

123
66

71
164

103
76

118
245

690
合

計
70

138
163

233
258

259
563

702
1
�186

2
�041

2
�057

2
�058

2
�606

3�000
2�720

3�293
2
�649

2
�156

注
：
１
.
本
社
営
業
部
取
引
勘
定
は
､
1911年

度
財
産
目
録
に
は
本
社
営
業
部
と
の
説
明
が
あ
る
｡
推
測
す

れ
ば
､
本
社
当
座
勘
定
は
､
1909､

1910年
度
本
社
鉱
業
部
勘
定
､
1911年

度
本
社
営
業
部
勘
定
と

し
て
､
継
承
さ
れ
た
｡

２
.
勤
倹
預
金
勘
定
に
は
､
1911年

度
雇
人
勤
倹
預
金
勘
定
１
千
円
を
含
み
､
(
)
内
に
表
示
｡

３
.
傭
使
人
扶
助
基
金
勘
定
は
､
1909年

度
以
降
､
退
隠
手
当
基
金
勘
定
｡

４
.
賑
恤
基
金
勘
定
は
､
1911年

度
､
人
夫
賑
恤
基
金
勘
定
｡

５
.
鯰
田
炭
坑
・
碓
井
炭
坑
勘
定
の
(
)
内
は
碓
井
炭
坑
で
内
数
｡

６
.
買
入
炭
・
特
別
買
入
炭
勘
定
､
1902年

度
の
特
は
特
別
買
入
炭
､
1905年

度
の
買
は
買
入
炭
｡

出
典
：
『支
店
勘
定
書
』
Ⅰ
､
Ⅱ
､
Ⅲ
､
よ
り
作
成
｡



度
に
は
九
・
二
万
円
、
一
九
〇
二
年
度
に
は
一
五
・
七
万
円
と
増
加
し
た
。
し
か
し
、

借
方
合
計
に
占
め
る
割
合
は
一
八
九
八
、
九
九
年
度
に
五
〇
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
一

九
〇
二
年
度
に
は
一
三
・
二
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
た
。
支
店
に
と
っ
て
は
、
こ
の

割
合
の
低
下
は
支
店
の
営
業
活
動
の
活
発
化
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

(
�
)

一
九
〇
三
〜
一
九
一
一
年
度

当
該
期
に
お
け
る
最
大
の
構
成
変
化
の
事
情
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
船
舶
勘
定
の

計
上
に
あ
っ
た
。
一
九
〇
三
年
度
以
降
、
社
汽
船
が
門
司
支
店
に
所
属
す
る
こ
と
と

な
り
、
同
年
度
の
船
舶
勘
定
は
一
二
二
・
六
万
円
、
同
年
度
固
定
資
産
勘
定
合
計
の

九
〇
％
弱
を
占
め
た
。
た
だ
し
、
船
舶
勘
定
は
高
率
消
却
に
よ
っ
て
一
九
一
一
年
度

に
は
五
四
・
四
万
円
、
六
〇
・
五
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
。

小
蒸
気
船
勘
定
は
、
一
九
〇
七
年
度
に
は
三
万
円
と
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
こ
れ
は
、

日
露
戦
後
の
石
炭
需
要
の
激
増
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
同
勘
定
も
消
却
が
強
力
に
実
施
さ
れ
て
、
急
速
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

地
所
勘
定
は
、
一
九
〇
六
年
度
以
降
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
事
情
と
し
て
は
、
門

司
や
彦
島
、
漢
口
に
お
け
る
貯
炭
場
の
拡
張
・
新
設
が
相
次
い
だ
か
ら
で
あ
る
。
な

お
、
地
所
は
消
却
対
象
外
資
産
で
あ
っ
た
た
め
、
一
九
一
一
年
度
に
は
固
定
資
産
勘

定
合
計
の
三
分
の
一
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
33
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
固
定
資
産
増
減
一
覧
表
で
あ
る
。

同
表
よ
り
、
固
定
資
産
の
増
減
の
事
情
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
増
加
高(

ｂ)

を
み
て
お
こ
う
。
一
九
〇
二
年
度
ま
で
に
お
い
て
は
、
一

八
九
五
〜
九
七
年
度
に
お
い
て
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

門
司
支
店
開
設
に
伴
い
建
物
、
桟
橋
、
貯
炭
場
、
お
よ
び
小
蒸
気
船
な
ど
に
対
す
る

投
資
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
度
の
巨
額
の
増
加
は
、
社
汽
船
の
門

司
支
店
移
管
に
よ
る
も
の
で
、
新
規
投
資
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
一
九
〇
五
〜
〇
七

年
度
に
お
い
て
大
型
の
増
加
が
続
く
。
こ
れ
は
、
日
露
戦
後
の
ブ
ー
ム
に
対
応
し
て
、

新
規
投
資
が
活
発
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
消
却
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
船
舶
を
除
く
消
却
高(

ｄ)

と
船
舶
消
却
高

(
ｅ)

に
分
け
て
掲
げ
て
い
る
。
規
定
上
の
標
準
消
却
率
は
、
小
蒸
気
船
一
〇
％
、

家
屋
五
〜
一
〇
％
、
船
舶(

社
汽
船)

七
％
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
五
年
度
以
降
特

別
消
却
が
始
ま
り
、
特
別
消
却
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
は
消
却
額
の
半
ば
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
上
回
る
割
合
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
八

九
七
〜
一
九
一
一
年
度
に
お
け
る
消
却
合
計
で
は
、
船
舶
を
除
く
消
却
高(

ｄ)

は
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第32表 三菱門司支店貸借対照表固定資産勘定一覧表
(単位：千円)

年度／勘定 船舶 小蒸気船 地所 建物 起業仮 勘定合計 借方合計
1894 2 20 2 24 (34�3) 70
1895 2 71 1 1 75 (54�3) 138
1896 14 73 5 92 (56�4) 163
1897 16 140 19 175 (75�1) 233
1898 14 95 19 127 (49�2) 258
1899 13 98 17 128 (49�4) 259
1900 12 105 19 1 135 (24�2) 563
1901 12 112 34 158 (22�5) 702
1902 11 112 34 157 (13�2) 1�186
1903 1�226 10 138 35 1�409 (69�0) 2�041
1904 1�142 9 135 31 1�317 (64�0) 2�057
1905 1�212 9 135 12 13 1�381 (67�1) 2�058
1906 1�127 27 268 21 45 1�488 (57�1) 2�606
1907 928 30 313 64 6 1�342 (44�7) 3�000
1908 819 21 321 68 1�229 (45�2) 2�720
1909 764 19 322 44 1�149 (34�9) 3�293
1910 651 13 322 23 1 1�009 (38�1) 2�649
1911 544 11 322 21 2 899 (41�7) 2�156
注：
１. 1896年度地所勘定には､ 漢口地所11�6万円が含まれる｡
２. 1896年度以降､ 支店建物､ 住宅・納屋､ 桟橋の整備が進行｡
３. 勘定合計欄 ( ) は､ 借方合計に対する割合 (％)｡
出典：『支店勘定書』 Ⅰ､ Ⅱ､ Ⅲ､ Ⅳ､ より作成｡



一
七
・
三
万
円
、
う
ち
特
別
消
却
一
〇
・
二
万
円(

六
〇
％)

、
船
舶
消
却
高(

ｅ)

は
九
九
・
六
万
円
、
う
ち
特
別
消
却
三
四
・
〇
万
円(

三
四
・
一
％)

で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
増
加
と
消
却
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
八
九
七
〜
一
九
一
一
年
度
の
間
に

お
け
る
増
加
高
合
計
は
二
四
一
・
一
万
円
、
譲
渡
高
を
控
除
す
れ
ば
一
九
七
・
六
万

円
と
な
り
、
同
期
間
消
却
の
全
合
計
は
一
一
六
・
九
万
円
で
あ
っ
た
の

で
、
固
定
資
産
増
加
の
約
六
割
が
回
収
さ
れ
た
勘
定
と
な
ろ
う
。

第
34
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
貸
借
対
照
表
借
方(

財
産
権
利
ニ
属
ス

ル
分)

一
覧
表
で
あ
る
。

主
要
な
勘
定
に
つ
い
て
、
順
に
み
て
い
こ
う
。

｢

倉
庫
品｣

勘
定
は
、
倉
庫
に
貯
蔵
さ
れ
た
物
品
の
残
高
で
あ
る
。

門
司
支
店
の
特
色
と
し
て
、
同
支
店
が
海
運
事
業
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
船
用
品
が
特
に
多
か
っ
た

(

�)

。

｢

正
金
・
準
備
金｣

、｢

住
友
銀
行
当
座｣

、｢

三
井
銀
行
当
座｣

等
の

勘
定
は
、
門
司
支
店
に
保
管
さ
れ
た
現
金
お
よ
び
銀
行
当
座
預
金
を
示

し
て
い
る
。
銀
行
当
座
勘
定
は
、
貸
借
対
照
表
の
う
え
で
は
一
九
〇
二

年
度
以
降
の
計
上
で
あ
る
が
、『

年
報(

門
司)』

(

一
八
九
六
年
度)

に
は
銀
行
当
座
預
金
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
お
そ
ら
く
、
当
初
当

座
預
金
は｢

正
金
・
準
備
金｣

勘
定
に
含
ま
れ
て
い
て
、
一
九
〇
二
年

度
よ
り
分
け
て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
住
友
は
買
入
炭
を
通
じ
て
、
ま
た
三
井
と
は
売
炭
先
と
し

て
深
い
関
係
が
あ
っ
た
。

｢

本
社
当
座｣

勘
定
は
、
借
記
さ
れ
て
い
れ
ば
支
店
か
ら
本
社
当
座

預
入
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
九
〇
九
、
一
〇
年
度
に
六
〇
万
円
を
超

え
る
大
き
な
金
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
支
店
側
の
借

越
で
あ
っ
た
。

｢

銀
行
部
特
別
当
座｣

勘
定
は
、
三
菱
傘
下
の
各
場
所
で
共
通
に
設
け
ら
れ
て
い

る
。
貸
借
対
照
表
の
貸
方
に
計
上
さ
れ
て
い
た
勤
倹
預
金
を
、
当
該
勘
定
で
他
勘
定

と
区
別
し
て
管
理
し
て
い
た
の
で
あ
る

(

�)

。
各
場
所
か
ら
本
社
銀
行
部
に
集
中
さ
れ
た
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第33表 三菱門司支店固定資産増減一覧表 (単位：千円)
年度 繰越高 (�) 増加高 (�) 譲渡高 (�) 消却高 (�) 船舶消却高 (�) 本年度残高 (�) 消却率
1894 (4) (21) 0�4 24 ％

1895 (51) 0�4 75
1896 (52) 2 92
1897 (91) 105 18 3 175
1898 175 1 45 3 127 2�3
1899 127 3 3 128 2�3
1900 128 11 3 135 2�2
1901 135 27 4 158 2�5
1902 158 2 4 157 2�5
1903 157 1	349 1 3 92 1	409 6�3
1904 1	409 0 2 3 89 1	317 6�5
1905 1	317 387 236※ 28 (21) 72 1	368 6�8
1906 1	368 202 43 (31) 85 1	443 8�2
1907 1	443 230 133※ 5 199 (120) 1	336 13�2
1908 1	336 16 7 116 (50) 1	229 9�1
1909 1	229 75 32 (25) 122 (60) 1	149 11�8
1910 1	149 3 29 (25) 114 (60) 1	009 12�4
1911 1	009 0 3 107 (50) 899 10�9
合計 (91) 2	411 435 173 (102) 996 (340) 899

注：
１. 消却高 (�) は､ 船舶勘定を除く｡ 消却高､ 船舶消却高欄の ( ) 内は特別消却｡
２. 起業費仮勘定を除外｡
３. 1905年度譲渡高※印は逆算による推測値 (滅失を含む)｡ 同年度､ 飽浦丸の沈没と江浦
丸の長崎移管が計上され､ 一方で２隻の社汽船購入があったと考えられる｡
４. 1894～96年度の ( ) 内は､ 第29表の数値｡
５. 1907年度譲渡高※印は､ 逆算推測値｡
６. 1894､ 95年度は下関支店｡
７. 消却率＝(ｄ＋ｅ)÷(ａ＋ｂ－ｃ)×100｡ 規定上の標準消却率は､ 船舶７％､ 小蒸気船10
％､ 家屋5～10％｡
８. 合計は1897～1911年度｡
出典：『支店勘定書』 Ⅰ､ Ⅱ､ Ⅲ､ および 『統計輯覧』､ 94～95頁､ より作成｡
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第
34表

三
菱
門
司
支
店
貸
借
対
照
表
借
方
(財
産
権
利
ニ
属
ス
ル
分
)
一
覧
表

(単
位
：
千
円
)

勘
定
／
年
度

1894
1895

1896
1897

1898
1899

1900
1901

1902
1903

1904
1905

1906
1907

1908
1909

1910
1911

固
定
資
産
勘
定
計

24
75

92
175

127
128

135
158

157
1
�409

1
�317

1
�381

1�488
1�342

1�229
1
�149

1�010
899

倉
庫

品
1

1
3

3
4

3
3

5
4

3
5

6
5

5
1

正
金
・
準
備
金

15
21

12
36

19
12

23
80

3(1)
3(1)

5
9(4)

7(1)
2(1)

5(3)
6(3)

6(2)
8(5)

住
友
銀
行
当
座

20
27

51
50

38
41

29
33

47
24

三
井
銀
行
当
座

1
35

17
8

29
28

20
19

そ
の
他
銀
行
当
座

8
4

10
4

1
24

本
社

当
座

6
651

608
銀
行
部
特
別
当
座

7
5

8
13

16
24

31
35

47
44

45
78

売
掛

代
金

9
9

28
5

21
13

49
52

203
193

164
151

171
127

195
101

貸
金

2
8

7
4

12
9

6
26

19
11

23
31

13
59

93
56

7
仮

払
金

1
1

9
3

43
10

45
44

72
100

50
37

50
43

19
未

納
金

18
4

39
52

131
153

279
60

88
135

77
175

香
港

代
理

店
94

19
43

45
上

海
代

理
店

25
19

14
23

東
海
石
炭
商
会

10
5

13
3

8
21

18
33

38
50

朝
田
東
京
石
炭
部

19
31

28
23

43
漢

口
出

張
所

17
5

7
25

27
香

港
支

店
52

74
上

海
支

店
31

長
崎
支
店
・
新
入
炭
坑

3(2)
58

7
委

託
炭

177
235

383
買

入
炭

12
12

68
34

164
118

286
365

185
336

輸
送

炭
仮

9
31

104
買
入
炭
第
一
部

665
500

買
入
炭
第
二
部

102
137

買
入
炭
第
三
部

336
299

第
一
石
炭
(社

炭
)

595
126

第
二
石
炭
(買
入
炭
)

246
24

輸
送

売
炭

370
414

売
炭

原
価

196
そ
の
他
勘
定
計

2
18

31
15

19
56

7
2

4
104

当
期

純
損

失
6

合
計

70
138

163
233

258
259

563
702

1�186
2
�041

2
�057

2
�058

2�606
3�000

2�720
3
�293

2�649
2�156

注
：
１
.
準
備
金
勘
定
は
小
払
準
備
金
勘
定
と
記
載
さ
れ
て
い
る
年
度
が
あ
る
｡
正
金
・
準
備
金
勘
定
の

(
)
は
準
備
金
で
内
数
｡

２
.
銀
行
部
特
別
当
座
勘
定
は
､
1900年

度
財
産
目
録
で
は
｢銀
行
部
勤
倹
預
金
｣
の
金
額
と
一
致
し

て
い
る
｡
こ
の
事
例
か
ら
､
同
勘
定
は
勤
倹
預
金
関
係
の
勘
定
を
本
社
銀
行
部
で
統
括
す
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

３
.
本
社
当
座
勘
定
は
､
1906～

10年
度
の
間
は
本
社
鉱
業
部
当
座
勘
定
｡

４
.
各
代
理
店
・
支
店
・
出
張
所
の
勘
定
は
､
財
産
目
録
で
は
当
座
貸
越
と
表
示
さ
れ
て
い
る
年
度
が

あ
る
｡

５
.
売
掛
代
金
は
石
炭
売
掛
代
金
｡

６
.
買
入
炭
勘
定
は
社
外
の
石
炭
｡
1907､

08年
度
は
買
入
炭
第
二
部
､
1909､

10年
度
は
第
二
石
炭

と
表
示
｡

７
.
1911年

度
売
炭
原
価
勘
定
は
門
司
・
若
松
年
度
末
貯
炭
｡

８
.
長
崎
支
店
・
新
入
炭
坑
は
､
1894年

度
の
み
新
入
炭
坑
の
勘
定
が
記
載
さ
れ
､
(
)
は
そ
の
内
数
｡

出
典
：
『支
店
勘
定
書
』
Ⅰ
,
Ⅱ
,
Ⅲ
,
Ⅳ
､
よ
り
作
成
｡



当
該
預
金
は
、
長
期
性
負
債
で
あ
る
が
、
ま
た
本
社
に
と
っ
て
は
運
用
可
能
な
資
金

と
も
な
っ
た
。

｢

貸
金｣
勘
定
は
、
基
本
的
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
磯
部
松
蔵
に
対
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
一
九
〇
七
〜
〇
九
年
度
に
は
久
良
知
分
が
あ
っ
た
。
門
司
支
店
で
判
明

す
る｢

貸
金｣

は
両
者
分
に
限
ら
れ
て
い
る
。

香
港
・
上
海
両
代
理
店
、
東
海
石
炭
商
会
、
朝
田
東
京
石
炭
部
、
漢
口
出
張
所
、

香
港
・
上
海
両
支
店
の
各
勘
定
は
、
当
座
貸
越
高
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に

売
炭
代
金
の
未
送
金
部
分
と
思
わ
れ
る
。

｢

委
託
炭｣

勘
定
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

｢

買
入
炭｣

勘
定
は
、
買
入
炭
の
残
高
で
あ
る
。
一
九
〇
七
、
〇
八
年
度
で
は
、

同
勘
定
は
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
の
三
勘
定
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
事
情
は

史
料
的
に
審
ら
か
で
な
い
が
、
第
一
部
は
従
来
と
同
じ
買
入
炭
、
第
二
部
・
第
三
部

は
久
良
知
炭
・
宮
尾
炭
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
一
手
販
売
権
の

設
定
あ
る
い
は
特
約
を
行
っ
た
石
炭
を
区
別
し
て
計
上
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
石
炭(

社
炭)

、
第
二
石
炭(

買
入
炭)

の
二
勘
定
は
、
注
記
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
社
炭
元
扱
店
一
括
買
上
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
社
炭
と
社
外
炭
の
区
別

を
勘
定
の
う
え
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
一
〇
年
度
途
中
よ
り
廃
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
一
一
年
度
で
は
、｢

売
炭
原
価｣

勘
定
は｢

門
司
若
松
貯
炭
ノ
分

(

�)｣

、
ま
た
、

｢

輸
送
売
炭｣

勘
定
は｢

各
地
貯
炭
ノ
分

(

�)｣

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
社
炭
と
社
外
炭

の
区
別
も
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

�

営
業
勘
定
表
・
損
益
勘
定
表
の
検
討

三
菱
合
資
傘
下
の
各
場
所
の
損
益
計
算
は
、
営
業
勘
定
表
段
階
と
損
益
勘
定
表
段

階
の
二
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
両
者
を
順
に
整
理
し
た

形
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
35
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
営
業
勘
定
表
で
あ
る
。

ま
ず
、
重
要
な
収
益
勘
定
を
と
り
あ
げ
て
お
こ
う
。

｢

手
数
料｣

勘
定
は
、
一
九
〇
五
年
度
よ
り｢

石
炭
手
数
料｣

勘
定
と
表
記
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
が
、
社
炭
の
委
託
販
売
手
数
料
で
あ
る
。
門
司
支
店
に
と
っ
て
最
大

の
収
益
源
で
あ
っ
た
。
一
八
九
八
年
度
に
対
前
年
度
比
倍
増
し
て
い
る
の
は
、
一
八

九
七
年
一
〇
月
に
取
扱
口
銭
を
大
幅
に
増
額
し
た
た
め
で
あ
ろ
う

(

�)

。
同
勘
定
が
一
九

一
〇
年
度
に
計
上
さ
れ
な
く
な
る
の
は
、
社
炭
元
扱
店
一
括
買
上
制
度
に
移
行
し
た

た
め
で
あ
る
。

｢

鉄
鉱
取
扱
手
数
料｣

勘
定
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
大
冶
鉄
鉱
石
で
あ
る
。
そ
の

内
容
が
手
許
史
料
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
金
額
は
僅
少
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、

後
述
す
る
漢
口
出
張
所
の
鉄
鉱
石
取
扱
手
数
料
と
同
じ
性
格
の
も
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
大
冶
鉄
鉱
石
は
、
三
菱
に
と
っ
て
運
賃
が
大
き
な
意
味
を
有
し
た
の
で

あ
る
。

｢

社
船
取
扱
手
数
料｣

勘
定
は
、
一
九
〇
五
年
三
月
三
〇
日
付
の
本
社
通
達
で
、

｢

収
入
運
賃
高
ノ
百
分
ノ
一

(

�)｣

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
ま
で
、
社
汽
船

は
手
数
料
な
し
で
積
荷
を
門
司
支
店
に
お
い
て
取
り
扱
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
同
じ
通
達
で
漢
口
出
張
所
の
鉄
鉱
石
取
扱
手
数
料
が
一
ト
ン
当
た
り
二

銭
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
各
店
舗
の
取
扱
手
数
料
徴
収
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

｢

委
託
炭｣

勘
定
・｢
利
子｣

勘
定
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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第
35表

三
菱
門
司
支
店
営
業
勘
定
表

(単
位
：
千
円
)

勘
定
科
目
／
年
度

1894
1895

1896
1897

1898
1899

1900
1901

1902
1903

1904
1905

1906
1907

1908
1909

1910
1911

収益勘定

手
数

料
13

16
17

20
40

52
37

35
43

49
43

46
60

74
42

鉄
鉱
取
扱
手
数
料

3
3

6
7

6
8

6
6

8
社
船
取
扱
手
数
料

2
3

2
2

3
3

4
委

託
炭

15
72

利
子

1
1

1
2

1
3

6
2

3
3

4
11

25
16

5
上
海
代
理
店

10
15

4
4

香
港
代
理
店

7
15

5
5

交
換

損
益

24
2

9
3

1
そ
の
他
勘
定
計

1
1

1
1
152(12)

1
4

21
9

7
5

8
16

8
3

4
4

合
計
(Ａ
)

14
17

18
22

193
55

57
185

151
91

91
70

76
91

103
80

29
21

費用勘定

社
費

2
3

5
6

8
6

5
12

14
15

給
料

2
4

5
6

9
9

12
19

21
20

22
25

28
33

30
30

37
手

当
8

7
12

14
12

諸
雇

給
1

2
4

4
4

4
5

旅
費

2
2

5
3

3
3

5
5

4
4

7
傭
使
人
扶
助

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

寄
付
及
び
進
物

2
3

3
2

3
3

2
4

地
所
・
家
屋
費

2
4

2
3

3
3

3
3

1
2

5
4

3
5

7
小

蒸
気

船
1

3
3

6
8

6
6

5
7

10
12

22
20

23
23

19
27

小
蒸
気
船
借
入
費

1
1

1
1

1
1

3
7

4
5

15
6

4
囲
場
(若
松
囲
場
)

1
1

4
2

1
3

6
16

13
12

14
4

17
26(14)

25(15)
饗

応
費

1
2

1
4

3
4

3
3

4
17

28
諸

税
4

4
7

10
10

10
27

交
換

損
益

37
14

2
漢
口
出
張
所

2
6

3
4

7
そ
の
他
勘
定
計

2
1

2
2

5
6

7
15

11
10

21
27

24
31

21
17

28
合

計
(Ｂ
)

8
13

19
25

38
36

40
125

106
78

89
108

125
129

146
131

133
192

当
期
営
業
損
益
(Ａ
－
Ｂ
)

6
4

△
1

△
3

155
19

17
60

45
13

2
△
38

△
49

△
38

△
43

△
51

△
104

△
171

注
：
１
.
手
数
料
は
､
社
炭
委
託
販
売
手
数
料
で
あ
る
｡
手
数
料
は
1905年

度
以
降
､
社
炭
元
扱
店
一
括
買

上
制
度
移
行
に
伴
い
廃
止
｡

２
.
1898年

度
収
益
勘
定
の
｢そ
の
他
勘
定
計
｣
内
訳
は
､
地
所
売
却
差
益
金
139千

円
､
古
河
炭
・

御
徳
炭
勘
定
計
12千

円
を
含
む
｡
古
河
炭
・
御
徳
炭
勘
定
は
､
門
司
支
店
の
決
算
で
は
､
損
益
勘
定

表
の
買
入
炭
勘
定
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

３
.
社
船
取
扱
手
数
料
は
､
1905年

３
月
に
収
入
運
賃
高
の
100分

の
１
と
規
定
｡

４
.
交
換
損
益
は
為
替
相
場
に
よ
る
損
益
｡

５
.
囲
場
は
貯
炭
場
｡
(
)
内
は
若
松
囲
場
分
で
､
社
炭
元
扱
店
一
括
買
上
制
度
実
施
に
伴
い
､
若
松

囲
場
を
門
司
支
店
に
移
管
｡

６
.
饗
応
費
は
､
1900年

､
1910年

､
1911年

度
で
は
交
際
費
｡

７
.
傭
使
人
扶
助
勘
定
に
は
､
船
員
救
護
勘
定
を
含
む
｡

出
典
：
『支
店
勘
定
書
』
Ⅰ
､
Ⅱ
､
Ⅲ
よ
り
作
成
｡



｢
上
海
代
理
店｣

・｢

香
港
代
理
店｣

両
勘
定
は
、
石
炭
販
売
利
益
で
あ
る
。

｢
交
換
損
益｣

勘
定
は
、
為
替
相
場
の
変
動
に
基
づ
く
損
益
で
あ
る
。

以
上
の
三
勘
定
は
、
一
九
〇
二
年
一
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
た｢

売
炭
勘
定
取
扱

順
序｣

の
規
定
に
従
っ
て
計
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

(

�)

。
な
お
、

代
理
店
勘
定
が
一
九
〇
六
年
度
以
降
計
上
さ
れ
な
く
な
る
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

同
年
四
月
香
港
・
上
海
に
三
菱
合
資
の
直
轄
支
店
が
開
設
さ
れ
、
両
代
理
店
が
廃
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。

次
に
、
費
用
勘
定
に
移
ろ
う
。

｢

社
費｣

勘
定
は
、
支
店
本
部
内
の
諸
費
用
で
あ
る
。
一
九
〇
五
年
度
以
降
廃
さ

れ
る
が
、｢

そ
の
他
勘
定
計｣

等
に
分
散
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

｢

囲
場(

若
松
囲
場)｣

勘
定
は
、
貯
炭
場
の
諸
費
用
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
度
以

降
若
松
囲
場
の
費
用
が
算
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
若
松
支
店
が
負
担
し
て

い
た
若
松
囲
場
の
費
用
を
門
司
支
店
に
付
け
替
え
た
も
の
で
あ
る
。
社
炭
元
扱
店
一

括
買
上
制
度
の
実
施
後
、
門
司
支
店
の
社
炭
販
売
利
益
を
炭
坑
側
と
折
半
す
る
取
り

決
め
が
成
立
し
た
た
め
、
売
炭
費
用
を
で
き
る
だ
け
門
司
支
店
に
集
約
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

｢

漢
口
出
張
所｣

勘
定
は
、
同
出
張
所
が
門
司
支
店
の
開
設
し
た
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
門
司
支
店
が
そ
の
純
損
失
を
負
担
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
支
店
の
負
担
は
、

同
出
張
所
が
三
菱
合
資
直
轄
と
な
る
ま
で
続
い
た
。

で
は
、
収
支
差
額
と
し
て
の｢

当
期
営
業
損
益｣

は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
で
あ

ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
一
八
九
四
〜
一
九
〇
四
年
度
、
一
九
〇
五
〜
〇
九
年
度
、
一
九
一
〇
、

一
一
年
度
の
三
期
に
分
け
て
み
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
期
で
は
、
一
八
九
六
、
九
七
年
度
を
除
い
て
若
干
の
黒
字
で
推
移
し
て
い
る
。

日
清
戦
後
の
諸
費
用
の
増
加
に
対
し
、
一
八
九
七
年
一
〇
月
に
は
石
炭
取
扱
口
銭
増

額
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
〇
二
年
度
に
は
、
鉄
鉱
取
扱
手
数
料
、
上

海
・
香
港
両
代
理
店
、
交
換
損
益
の
諸
勘
定
も
計
上
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
期
は
赤
字
決
算
期
と
し
て
特
徴
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
〇
五
年
度
か

ら
社
船
取
扱
手
数
料
勘
定
が
計
上
さ
れ
た
が
、
一
九
〇
六
年
度
以
降
代
理
店
勘
定
が

消
え
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
全
般
的
に
費
用
の
増
加
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
収

益
が
伸
び
悩
み
、
費
用
が
増
加
し
た
た
め
赤
字
に
陥
っ
た
と
い
え
よ
う
。
収
益
勘
定

の
構
造
か
ら
み
て
、
特
に
赤
字
解
消
の
た
め
の
対
策
は
と
ら
れ
て
い
ず
、
赤
字
が
放

任
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。

第
三
期
で
は
、
赤
字
が
激
増
し
た
。
基
本
的
に
は
社
炭
の
手
数
料
勘
定
が
、
社
炭

元
扱
店
一
括
買
上
制
度
の
実
施
に
伴
い
消
失
し
て
収
益
が
激
減
し
、
も
は
や
営
業
損

益
の
算
出
そ
の
も
の
が
無
内
容
化
し
た
と
い
え
よ
う
。

第
36
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
損
益
勘
定
表
で
あ
る
。

三
菱
合
資
の
傘
下
場
所
に
お
い
て
は
、
損
益
勘
定
表
は
そ
の
純
損
益
を
算
出
さ
れ

る
た
め
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
基
本
的
に
営
業
損
益(

集
計
勘
定
科
目
を

含
む)

に
営
業
外
損
益
を
加
え
て
算
出
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
同
表
に
お
い
て

計
上
さ
れ
る
主
要
な
勘
定
は
、
す
で
に
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
純
損
益
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

同
表
を
こ
こ
で
は
、
利
益
勘
定
の
構
成
に
着
目
し
て
、
営
業
勘
定
表
で
行
っ
た
の

と
同
じ
期
間
で
三
つ
の
時
期
に
区
別
し
て
順
に
み
て
い
こ
う
。

第
一
期
で
は
、
買
入
炭
と
雇
入
汽
船
の
二
勘
定
が
主
要
な
収
益
勘
定
で
あ
っ
た
。

両
勘
定
に
加
え
て
、
営
業
勘
定
も
お
お
む
ね
黒
字
で
あ
っ
た
の
で
、
一
八
九
七
年
度

を
例
外
と
し
て
純
利
益
を
計
上
し
て
い
た
。

第
二
期
で
は
、
以
上
の
勘
定
に
加
え
て
社
汽
船
勘
定
が
計
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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第
36表

三
菱
門
司
支
店
損
益
勘
定
表

(単
位
：
千
円
)

勘
定
科
目
／
年
度

1894
1895

1896
1897

1898
1899

1900
1901

1902
1903

1904
1905

1906
1907

1908
1909

1910
1911

利益勘定

買
入

炭
19

9
0�3

2
30

29
70

51
57

39
146

143
218

19
第
一
石
炭

(
社

炭
)

210
555

658
第
二
石
炭

(
買
入
炭
)

117
90

輸
送

売
炭

3
31

社
汽

船
64

60
67

177
177

236
254

雇
入

汽
船

5
3

2
1

46
32

36
46

5
29

21
22

2
4

香
港

支
店

3
当

期
営

業
利

益
6

4
155

19
17

60
45

13
2

雑
収

入
そ

の
他

1
11

1
1

合
計

(
Ａ
)

6
30

12
0

159
49

46
176

127
70

77
255

219
316

220
409

912
1
�039

損失勘定

買
入

炭
1

10
社

汽
船

21
50

10
雇

入
汽

船
5

1
1

1
15

3
1

2
3

香
港

・
漢

口
26(13)

当
期

営
業

損
失

1
3

38
49

38
43

51
104

171
消

却
2

3
3

3
3

4
4

3
3

7
12

5
7

7
4

3
特

別
消

却
0�4

0
�4

21
31

120
50

85
85

50
滞
貸
切
捨
､
臨
時
損
失

切3
切11

切1
臨2

切29
合

計
(
Ｂ
)

0
�4

0
�4

8
7

3
3

4
5

4
4

6
91

116
240

102
164

222
228

当
期
純
損
益
(Ａ
－
Ｂ
)

5
30

4
△
6

156
47

42
171

123
66

71
164

103
76

118
245

690
812

注
：
１
.
1895年

度
雑
収
入
そ
の
他
勘
定
は
､
海
軍
御
用
炭
利
益
｡

２
.
1906年

度
滞
貸
切
捨
勘
定
の
内
訳
は
､
1904年

度
漢
口
売
却
石
炭
代
246円

､
翌
1905年

度
漢
口

売
却
洋
紙
代
691円

､
合
計
937円

｡
当
該
洋
紙
は
､
三
菱
製
紙
所
製
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
｡
『三

菱
商
事
社
史
』
(上
巻
)
に
よ
れ
ば
､
1906年

上
海
支
店
に
よ
る
同
所
製
洋
紙
の
販
売
委
託
が
最
初

と
さ
れ
る
(72頁

)｡
な
お
､
切
は
｢滞
貸
切
捨
｣､
臨
は
｢臨
時
損
失
｣｡

３
.
1907年

度
損
失
勘
定
の
香
港
支
店
､
漢
口
出
張
所
勘
定
内
訳
は
､
各
々
13千
円
ず
つ
の
損
失
｡

４
.
1910年

度
滞
貸
切
捨
29千

円
の
内
訳
は
､
久
良
知
貸
金
残
額
切
捨
19千

円
､
｢人
夫
賑
恤
基
金
ト

シ
テ
割
戻
高
｣
10千

円
｡

５
.
1911年

度
輸
送
売
炭
の
内
訳
は
､
｢内
地
ノ
分
88千
円
｣､
｢海
外
ノ
分
△
56千
円
｣｡

６
.
社
汽
船
勘
定
の
損
益
は
普
通
消
却
実
施
後
の
も
の
｡

７
.
1911年

度
雑
収
入
そ
の
他
勘
定
は
､
久
良
知
貸
金
切
捨
分
取
立
額
１
千
円
｡

８
.
1911年

度
の
最
終
純
益
金
は
､
当
該
金
額
よ
り
｢各
所
坑
ヘ
割
戻
金
｣
264千

円
(内
訳
：
鯰
田
85

千
円
､
新
入
90千
円
､
方
城
44千
円
､
金
田
45千

円
)
を
差
し
引
い
た
548千

円
で
あ
る
｡

９
.
1894年

度
は
１
～
９
月
､
1911年

度
は
1910年

10月
～
1911年

12月
｡

10.
香
港
・
漢
口
は
､
香
港
支
店
・
漢
口
出
張
所
｡

出
典
：
『支
店
勘
定
書
』
Ⅰ
､
Ⅱ
､
Ⅲ
､
よ
り
作
成
｡



同
勘
定
は
好
調
に
推
移
し
、
一
九
〇
八
、
〇
九
年
度
で
は
不
振
の
買
入
炭
勘
定
に
代

わ
る
主
力
収
益
源
に
成
長
し
て
い
た
。
第
二
期
で
は
営
業
勘
定
表
の
赤
字
化
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
純
利
益
の
水
準
は
第
一
期
を
大
き
く
超
え
て
い
た
。

第
三
期
に
は
、
一
九
〇
九
年
五
月
よ
り
実
施
さ
れ
た
社
炭
元
扱
店
一
括
買
上
制
度

の
効
果
が
年
度
を
通
じ
て
現
れ
、
第
一
石
炭(

社
炭)

勘
定
が
圧
倒
的
な
利
益
を
計

上
す
る
よ
う
に
な
り
、
第
二
石
炭(

買
入
炭)

・
社
汽
船
両
勘
定
と
も
に
良
好
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
未
曾
有
の
純
利
益
を
計
上
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
九
一
一

年
度
で
は
同
表(

注)

８
に
記
し
た
よ
う
に
、
社
炭
利
益
の
う
ち｢

各
炭
坑
割
戻
金｣

を
控
除
し
た
五
四
・
八
万
円
が
門
司
支
店
の
最
終
純
益
金
と
さ
れ
た
。
一
九
一
〇
、

一
一
年
度
に
お
け
る
巨
額
の
純
益
計
上
に
よ
っ
て
、
三
菱
合
資
営
業
部
は
三
菱
商
事

会
社
と
し
て
分
離
・
独
立
す
る
こ
と
に
自
信
を
深
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
37
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
主
要
利
益
勘
定
一
覧
表
で
あ
る
。

同
表
は
、
門
司
支
店
の
利
益
諸
勘
定
が
営
業
勘
定
表
と
損
益
勘
定
表
に
分
散
し
て
、

利
益
源
泉
の
比
重
が
把
握
し
に
く
い
た
め
、
こ
れ
ら
を
一
表
に
と
り
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
一
年
度
を
除
く
一
八
九
四
〜
一
九
一
一
年
度
に
至
る
主

要
利
益
勘
定
合
計
は
三
九
九
・
四
万
円
で
、
う
ち
社
炭
利
益
一
七
四
・
六
万
円(
四

三
・
七
％)

、
買
入
炭
利
益
九
五
・
九
万
円(

二
四
・
〇
％)

、
社
汽
船
利
益
九
五
・

五
万
円(

二
三
・
九
％)

、
雇
入
汽
船
一
七
・
八
万
円(

四
・
五
％)

の
順
と
な
り
、

以
上
四
勘
定
で
九
六
・
一
％
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

時
期
的
特
徴
と
し
て
は
、
一
九
〇
二
〜
〇
七
年
度
で
は
〇
四
年
度
を
除
い
て
、
買

入
炭
利
益
が
社
炭
利
益
を
超
え
て
お
り
、
一
九
〇
八
年
度
以
降
で
は
社
汽
船
利
益
が

買
入
炭
利
益
を
上
回
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
買
入
炭
利
益
が
社
炭
を
上
回
っ

た
こ
と
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
社
炭
元
扱
店
一
括
買
上
制
度
成
立
の
背
景
と
し
て
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第37表 三菱門司支店主要利益勘定一覧表 (単位：千円)

年度／勘定 社炭利益 買入炭
利 益

社汽船
利 益

雇入汽船
利 益 利 子 鉄鉱取扱

手 数 料
社船取扱
手 数 料 合 計

1894 13(100�0) 13(100�0)
1895 16 (40�0) 19 (47�5) 5 (12�5) 40(100�0)
1896 17 (68�0) 9 (36�0) △2(△8�0) 1 (4�0) 25(100�0)
1897 20 (95�2) 1 (4�8) 21(100�0)
1898 40 (88�9) 2 (4�4) 2 (4�4) 1 (2�2) 45(100�0)
1899 52 (61�2) 30 (35�3) 1 (1�2) 2 (2�4) 85(100�0)
1900 37 (56�1) 29 (43�9) △1(△1�5) 1 (1�5) 66(100�0)
1901 不詳 70 45 不詳 115
1902 35 (28�5) 51 (41�5) 31 (25�2) 3 (2�4) 3 (2�4) 123(100�0)
1903 43 (39�4) 57 (52�3) 6 (5�5) 3 (2�8) 109(100�0)
1904 49 (38�9) 39 (31�0) 36 (28�6) 2 (1�6) 不詳 126(100�0)
1905 43 (14�6) 146 (49�5) 64 (21�7) 31 (10�5) 3 (1�0) 6 (2�0) 2 (0�7) 295(100�0)
1906 46 (18�9) 143 (58�6) 40 (16�4) 2 (0�8) 3 (1�2) 7 (2�9) 3 (1�2) 244(100�0)
1907 60 (17�9) 218 (64�9) 17 (5�1) 29 (8�6) 4 (1�2) 6 (1�8) 2 (0�6) 336(100�0)
1908 74 (23�7) 19 (6�1) 177 (56�7) 21 (6�7) 11 (3�5) 8 (2�6) 2 (0�6) 312(100�0)
1909 252 (54�4) △10(△2�2) 167 (36�1) 20 (4�3) 25 (5�4) 6 (1�3) 3 (0�6) 463(100�0)
1910 555 (59�4) 117 (12�5) 236 (25�2) 2 (0�2) 16 (1�7) 6 (0�6) 3 (0�3) 935(100�0)
1911 394 (52�1) 90 (11�9) 254 (33�6) 1 (0�1) 5 (0�7) 8 (1�1) 4 (0�5) 756(100�0)
合計 1�746 (43�7) 959 (24�0) 955 (23�9) 178 (4�5) 84 (2�1) 53 (1�3) 19 (0�5) 3�994(100�0)

注：
１. 合計には､ 1901年度分除外｡
２. 1909年度社炭利益は､ 年度途中における社炭元扱店一括買上制度実施のため､ 社炭取扱手数料と販売利益の合計｡
出典：第35表､ および第36表､ より作成｡



考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

�

資
金
問
題

支
店
に
お
け
る
資
金
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
鯰
田
炭
坑
や
新
入
炭
坑
に

お
け
る
よ
う
な
固
定
資
産
投
資
に
必
要
な
資
金
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
前
掲
第
34
表

で
示
し
た
よ
う
な
急
増
す
る
流
動
資
産
勘
定
に
必
要
な
資
金
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
な

問
題
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
38
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
固
定
資
産
増
加
高
・
消
却
高
・
純
利
益
一
覧
表
で
あ

る
。同

表
に
よ
れ
ば
、
資
金
剰
余(

Ｄ)

が
マ
イ
ナ
ス
を
示
す
の
は
、
一
八
九
四
〜
九

七
年
度
、
一
九
〇
三
年
度
お
よ
び
〇
五
年
度
で
あ
る
。
以
上
の
三
つ
の
時
期
の
う
ち
、

第
一
の
時
期
は
門
司
支
店
開
設
期
の
も
の
で
、
支
店
建
物
建
設
や
、
貯
炭
場
、
桟
橋
、

用
地
取
得
費
が
支
出
さ
れ
て
い
た
。
一
九
〇
三
年
度
は
、
社
汽
船
の
門
司
支
店
移
管

に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
〇
五
年
度
は
、
日
露
戦
時
・
戦
後
の
ブ
ー
ム
に
伴
っ
て
、
社

汽
船
の
購
入
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
一
八
九
四
〜
一
九
一
一
年
度
に
至
る
資
金

剰
余(

Ｄ)

の
合
計
は
一
二
八
・
九
万
円
に
達
し
、
平
均
す
れ
ば
資
金
的
余
裕
が
生

じ
て
い
た
勘
定
と
な
る
。

第
39
表
は
、
三
菱
門
司
支
店
資
金
集
散
調
表(

一
九
〇
三
年
一
〇
月
〜
一
九
〇
四

年
九
月)

で
あ
る
。

原
典
に
は
、
同
表
に
関
す
る
説
明
が
一
切
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
解
釈
に
つ
い

て
は
推
測
に
頼
る
他
は
な
い
が
、
収
入
高
・
支
出
高
の
内
容
か
ら
み
れ
ば
、
一
九
〇

四
年
度
に
お
け
る
門
司
支
店
各
月
ご
と
の
資
金
繰
り
状
況
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る

と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
収
入
高
の
勘
定
を
順
に
と
り
あ
げ
よ
う
。

｢

資
金｣

勘
定
は
、
本
社
か
ら
の
収
入
と
想
定
さ
れ
る
。
理
由
は
支
出
高
欄
に

｢

各
所
資
金｣

勘
定
が
あ
り
、
こ
れ
は
三
菱
傘
下
各
場
所
へ
の
支
出
で
あ
ろ
う
か
ら
、

も
し
各
場
所
か
ら
の
収
入
で
あ
る
な
ら
ば
、
収
入
の
場
合
に
も｢

各
所
資
金｣

と
表

記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
一
九
〇
四
年
度
に
お
け

る
本
社
か
ら
の
資
金
収
入
高
は
合
計
の
五
六
・
〇
％
を
占
め
て
い
た
勘
定
と
な
る
。

で
は
、
何
故
か
く
も
巨
額
の
資
金
に
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

第
一
に
売
炭
代
の
一
部
が
本
社
経
由
で
支
払
わ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
社
汽
船
運
航
費

用
が
本
社
か
ら
支
払
わ
れ
た
こ
と
、
第
三
に
社
内
需
要
品
買
入
費
の
多
く
が
本
社
経

由
で
支
払
わ
れ
た
こ
と
、
等
々
で
あ
る
。

｢

山
鉄
・
九
鉄｣

・｢

製
鉄
所｣

・｢

海
軍
需
品
庫｣

の
三
勘
定
は
売
炭
代
で
あ
ろ
う
。

山
鉄
は
山
陽
鉄
道
、
九
鉄
は
九
州
鉄
道
、
製
鉄
所
は
官
営
八
幡
製
鉄
所
で
あ
り
、
海

軍
は
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴
・
徳
山
の
海
軍
施
設
で
あ
っ
た
。
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第38表 三菱門司支店固定資産増加高・消却高・
純利益一覧表

(単位：千円)

年度 増加高
(Ａ)

消却高
(Ｂ)

純利益
(Ｃ)

資金剰余
(Ｄ)

1894 21 0�4 5 △16
1895 51 0�4 30 △21
1896 52 2 4 △46
1897 105 3 △6 △108
1898 1 3 156 158
1899 3 3 47 47
1900 11 3 42 34
1901 27 4 171 148
1902 2 4 123 125
1903 1�349 95 66 △1�188
1904 0 92 71 163
1905 387 100 164 △123
1906 202 128 103 29
1907 230 204 76 50
1908 16 123 118 225
1909 75 154 245 324
1910 3 143 690 830
1911 0 110 548 658
合計 2�535 1�172 2�653 1�289

注：資金剰余 (Ｄ)＝(Ｂ＋Ｃ)－Ａ
出典：第33表および第36表､ より作成｡



｢

瓜
生
商
会｣

は
石
炭
商
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
支
出
高
の
主
要
勘
定
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

｢

各
所
資
金｣

勘
定
は
、
漢
口
出
張
所
の
諸
経
費
、
三
菱
傘
下
炭
坑
の
販
売
代
金
、

さ
ら
に
本
社
等
々
へ
の
支
出
で
あ
ろ
う
。
一
九
〇
四
年
度
支
出
高
合
計
の
三
四
・
八

％
を
占
め
た
。
門
司
支
店
の
資
金
収
支
は
、
三
菱
内
部
に
お
け
る
も
の
が
最
大
の
割

合
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

｢

汽
船
給
料｣

・｢

船
費｣

の
二
勘
定
は
、
社
汽
船
へ
の
支
出
で
あ
っ
た
。

｢

各
所
注
文
品
外｣

勘
定
は
、
基
本
的
に
社
内
需
要
品
の
買
入
品
代
の
支
出
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
倉
庫
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
物
資
の
代
金
も
こ
こ
に
含
ま
れ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

｢

買
入
炭｣

勘
定
は
、
買
入
炭
の
支
出
で
あ
っ
て
、
支
出
高
合
計
の
二
三
・
二
％

を
占
め
た
。
各
所
資
金
を
除
け
ば
、
最
大
の
割
合
を
占
め
た
。

｢

石
炭
運
賃｣

勘
定
は
、
門
司
ま
た
は
若
松
か
ら
の
積
送
費
で
あ
る
が
、
一
三
・

九
％
を
占
め
て
、
買
入
炭
費
に
つ
ぐ
割
合
で
あ
っ
た
。

｢

仲
仕
賃｣

勘
定
は
、
主
と
し
て
石
炭
の
船
積
み
や
積
み
替
え
費
用
で
あ
り
、
八
・

五
％
と
石
炭
運
賃
の
六
〇
％
ほ
ど
の
割
合
で
あ
っ
た
。

以
上
、
一
九
〇
四
年
度
収
入
高
合
計
は
二
九
二
・
二
万
円
、
支
出
高
合
計
は
二
八

九
・
九
万
円
、
差
額
は
二
・
三
万
円
で
あ
っ
て
、
月
平
均
の
差
額
は
僅
に
二
千
円
で

あ
っ
た
。
同
表
で
は
、
一
二
ヶ
月
の
う
ち
四
ヶ
月
で
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
て
お
り
、
前

掲
第
38
表
で
示
し
た
よ
う
な
資
金
剰
余
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
資
金
繰
り
に
は
困

難
が
伴
っ
た
の
で
あ
る
。
前
掲
第
29
表
の(

注)

２
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
社
が
傘

下
場
所
の
資
金
需
要
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
は
、
第
39
表
で
み
た
よ
う
に

本
社
が
大
き
な
資
金
を
支
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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第39表 三菱門司支店資金集散調表 (1903年10月～1904年９月) (単位：千円)
内訳／月別 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 合 計 平均

収

入

高

資 金 90 105 160 105 185 205 185 95 150 95 90 70 1�635 (56�0) 136
山鉄・九鉄 33 22 29 23 37 33 38 20 34 29 26 16 341 (11�7) 28
製 鉄 所 33 48 15 1 2 4 2 14 120 (4�1) 10
海軍需品庫 18 35 55 30 50 15 54 60 45 362 (12�4) 30
瓜 生 商 会 11 4 2 4 1 3 6 4 9 44 (1�5) 4
土 地 売 炭 12 11 15 10 11 12 9 5 3 9 7 11 113 (3�9) 9
雑 口 14 34 14 9 25 32 55 38 19 20 23 26 308 (10�5) 26
合 計 (Ａ) 192 219 256 149 295 343 321 212 228 221 209 277 2�922(100�0) 244

支

出

高

各 所 資 金 110 77 116 63 140 65 80 30 90 90 50 100 1�010 (34�8) 84
汽 船 給 料 3 6 5 1 5 4 4 3 2 2 4 1 39 (1�3) 3
船 費 2 1 2 1 1 2 2 1 2 5 2 2 23 (0�8) 2
各所注文品外 4 3 3 2 4 3 8 4 2 3 10 47 (1�6) 4
買 入 炭 33 32 35 35 73 116 101 72 26 51 48 49 673 (23�2) 56
石 炭 運 賃 18 37 32 20 23 29 44 47 38 33 41 40 402 (13�9) 33
仲 仕 賃 19 22 16 11 14 32 27 26 21 21 12 25 247 (8�5) 21
営 業 費 9 7 9 5 5 7 7 10 7 6 5 6 83 (2�9) 7
雑 口 14 25 27 10 46 82 43 24 21 24 36 24 376 (13�0) 31
合 計 (Ｂ) 212 210 244 149 312 341 317 216 208 236 199 256 2�899(100�0) 242

差 額 (Ａ－Ｂ) △20 9 12 0 △17 2 4 △4 20 △15 10 21 23 2

注：瓜生商会にはサミュエル商会分を含む｡
出典：『年報 (門司)』 1904年度､ 付表､ より作成｡



�
�
お
わ
り
に

三
菱
門
司
支
店
の
経
営
発
展
を
、
石
炭
販
売
、
海
運
事
業
、
そ
し
て
社
内
需
要
品

供
給
事
業
の
三
つ
に
分
け
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
支
店
の
決
算
内
容
に

つ
い
て
も
掘
り
下
げ
た
検
討
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
売
炭
事
業
は
門
司
支
店
の
主
柱
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
社
炭

を
軸
と
し
て
、
社
外
か
ら
の
買
入
炭
、
時
期
的
に
限
ら
れ
る
が
委
託
炭
か
ら
成
っ
て

い
た
。
社
炭
は
久
し
く
委
託
販
売
で
あ
っ
た
た
め
、
三
菱
筑
豊
炭
の
増
加
に
伴
っ
て

手
数
料
収
入
は
増
加
し
、
門
司
支
店
に
と
っ
て
最
も
安
定
し
た
最
大
の
収
益
部
門
を

形
成
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
社
外
買
入
炭
は
リ
ス
ク
を
伴
う
も
の
で
は
あ
る
が
急
速
な
拡
大

を
み
せ
た
。
そ
し
て
そ
の
収
益
は
一
九
〇
〇
年
代
に
は
社
炭
手
数
料
を
凌
ぐ
ほ
ど
に

発
展
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
九
〇
九
年
の
社
炭
元
扱
店
一
括
買
上
制
度
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
同
制
度
の
実
施
は
、
門
司
支
店
の
収
益
構

成
に
著
し
い
変
化
を
も
た
ら
し
、
当
時
に
お
け
る
社
外
買
入
炭
縮
小
策
と
も
重
な
っ

て
、
社
炭
利
益
は
他
事
業
を
圧
倒
す
る
割
合
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
利
益
の
大
き
さ
に
の
み
眼
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、
同
制
度
は
石
炭
元
扱
店
に
と
っ
て
は
、
石
炭
売
買
に
つ
い
て
は
商
社

活
動
を
全
面
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
三
菱
商
事
会
社
の
成
立
過
程

に
お
い
て
、
組
織
的
に
は
一
九
一
一
年
一
月
の
第
二
次
営
業
部
の
設
置
が
決
定
的
に

重
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
社
炭
元
扱
店
一
括
買
上
制
度
の
意
義
が

評
価
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
海
運
事
業
は
、
久
し
く
石
炭
の
海
外
輸
送
部
門
と
し
て
、
雇
入
汽
船
に
依

存
す
る
状
況
が
続
い
て
い
た
。
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
官
営
八
幡
製
鉄
所
と
の
間
に

結
ば
れ
た
大
冶
鉄
鉱
石
運
搬
請
負
契
約
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
帰
航
船
に
大
量

の
貨
物
を
保
証
さ
れ
、
門
司
支
店
の
海
運
業
は
社
汽
船
を
投
入
す
る
本
格
的
な
も
の

に
発
展
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
運
業
の
経
営
内
容
に
踏
み
込
む

と
、
官
需
と
航
海
奨
励
金
を
抜
き
に
し
て
は
十
分
な
収
益
性
を
確
保
で
き
な
い
も
の

で
も
あ
っ
た
。
三
菱
合
資
船
舶
課
は
、
開
設
時
、
門
司
支
店
に
置
か
れ
た
も
の
の
、

一
九
一
〇
年
代
に
石
炭
産
業
が
急
速
に
内
需
産
業
化
す
る
と
、
そ
の
後
、
船
舶
課
は

三
菱
神
戸
支
店
に
移
転
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
門
司
支
店
を
拠
点
と
す
る
海
運
業

の
限
界
が
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
社
内
需
要
品
の
供
給
と
、
佐
渡
鉱
山
に
対
す
る
門
司
支
店
の
特
殊
な

役
割
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
筑
豊
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
炭
坑

や
、
相
知
・
高
島
の
両
炭
坑
も
、
基
礎
的
生
産
資
材
か
ら
輸
入
機
械
に
至
る
ま
で
、

門
司
支
店
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
佐
渡
鉱
山
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、

ま
た
同
鉱
山
の
粗
製
鉱
物
を
三
菱
大
阪
製��

所
に
送
付
す
る
役
割
を
も
担
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
以
上
の
役
割
は
、
門
司
支
店
の
営
業
勘
定
表
や
損
益
勘
定
表
に
お
い
て

経
営
成
績
と
し
て
把
握
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
三
菱
商
事
会
社
と

し
て
独
立
し
て
は
じ
め
て
対
価
を
伴
う
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

注
(

１)

三
菱
門
司
支
店
を
直
接
に
対
象
と
し
た
文
献
や
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
見
当
ら
な

い
が
、
参
考
と
し
た
も
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

田
中
完
三『

立
業
貿
易
録』

一
九
五
八
年
、
旗
手
勲『

日
本
の
財
閥
と
三
菱』

楽
游

書
房
、
一
九
七
八
年
、
三
菱
商
事
株
式
会
社
編
・
刊『

三
菱
商
事
社
史』

(

上
巻)

、

(

資
料
編)
一
九
八
六
年
、
一
九
八
七
年
、
三
島
康
雄
編『

三
菱
財
閥』

日
本
経
済
新

聞
社
、
一
九
八
一
年
、
長
沢
康
昭『

三
菱
商
事
成
立
史
の
研
究』

日
本
経
済
評
論
社
、
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一
九
九
〇
年
。
ま
た
、
日
向
祥
子｢

一
九
〇
〇
年
以
前
に
お
け
る
三
菱
合
資
会
社
の
九

州
地
域
管
理｣

(『

三
菱
史
料
館
論
集』

第
九
号
、
二
〇
〇
八
年)

、
お
よ
び
同｢

明
治

期
に
お
け
る
三
菱
合
資
会
社｢

売
炭
取
扱
順
序｣

の
変
遷
と
そ
の
実
態
的
含
意｣

(『

三

菱
史
料
館
論
集』

第
一
〇
号
、
二
〇
〇
九
年)

は
、
門
司
支
店
に
多
く
ふ
れ
て
い
る
。

な
お
、
三
菱
に
関
連
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
三
島
康
雄
、
前
掲
書
、
巻
末
の｢

参
考

文
献｣

に
詳
細
な
紹
介
が
あ
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

(

２)

筆
者
の
三
菱
筑
豊
鉱
業
史
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。｢

三
菱
鯰
田

炭
礦
出
炭
の
流
通
に
つ
い
て｣

(『
追
手
門
経
済
論
集』

第
二
六
巻
第
一
号
、
一
九
九
一

年)

、｢

三
菱
新
入
炭
礦
産
出
炭
の
流
通
に
つ
い
て｣

(

同
、
第
二
六
巻
第
二
号
、
一
九

九
一
年)

、｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
新
入
炭
礦｣

(

同
第
二
七
巻
第
一
号
、
一
九
九

二
年)

、｢

進
出
期
三
菱
筑
豊
石
炭
礦
業
の
動
向｣

(『

三
菱
史
料
館
論
集』

創
刊
号
、
二

〇
〇
〇
年)

、｢

三
菱
若
松
支
店
に
関
す
る
覚
書｣

(
九
州
大
学『

経
済
学
研
究』

第
六

九
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
二
〇
〇
三
年)

、｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
鯰
田
炭
坑｣

(『

三
菱
史
料
館
論
集』

第
九
号
、
二
〇
〇
八
年)

、｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
筑
豊
炭

販
売｣

(

同
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
九
年)

。

(

３)

三
菱
は
、
一
八
八
六
年
三
月
〜
一
八
九
三
年
一
二
月
の
間
で
は
三
菱
社
、
そ
し
て
同

月
三
菱
合
資
会
社
に
改
組
さ
れ
、
翌
九
四
年
一
月
営
業
を
開
始
し
た
。
小
論
で
は
、
便

宜
上
両
者
と
も
に
三
菱
と
表
記
す
る
。
ま
た
、
三
菱
合
資
会
社
は
三
菱
合
資
と
表
記
す

る
場
合
が
あ
る
。

(

４)

前
掲｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
筑
豊
炭
販
売｣

の
第
１
表
に
は
、
下
関
三
菱
炭
坑

出
張
所
お
よ
び
下
関
支
店
の
開
設
時
期
に
つ
い
て
誤
記
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
た
記
述

に
も
誤
り
が
あ
っ
た
。
本
表
第
２
表
の
よ
う
に
訂
正
し
た
。

(

５)

復
刻
版『

三
菱
社
誌』

(

一
六)

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
、
二
八
八
〜
二

九
〇
頁
。
以
下『

三
菱
社
誌』

か
ら
の
引
用
は
、
出
版
社
、
出
版
年
を
略
す
。

(

６)
『

三
菱
社
誌』

(

一
九)

、
九
頁
。

(

７)

同
、
二
七
頁
。

(

８)

同
、
三
二
頁
。

(

９)

同
、
一
一
三
頁
。

(

10)
『

年
報(

門
司)』

一
八
九
六
年
度
。
な
お
、
同
年
報
に
頁
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

(

11)

三
菱
神
戸
支
店
に
つ
い
て
は
、
畠
山
秀
樹｢

創
業
期
の
三
菱
合
資
神
戸
支
店｣

(『

三

菱
史
料
館
論
集』

第
四
号
、
二
〇
〇
三
年)

参
照
。

(

12)
『

三
菱
商
事
社
史』

上
巻
、
六
八
頁
。

(

13)

同
、
七
六
〜
七
七
頁
。
す
な
わ
ち｢

発
足
時
の
営
業
部
は
職
制
に
於
い
て『

金
・
銀
・

銅
・
石
炭
・
丹
礬
・
そ
の
他
鉱
山
部
に
於
け
る
産
出
物
を
販
売
し
、
こ
れ
に
属
す
る
各

支
店
並
び
に
船
舶
を
支
配
し
、
そ
の
業
務
を
取
り
扱
う』

と
規
定
さ
れ
て
い
た｣

(

同
、

七
六
頁)

の
で
あ
る
。

(

14)
『

三
菱
社
誌』

(

一
八)

、
九
三
頁
。
な
お
、
国
内
の
売
炭
代
理
店
に
つ
い
て
は
、
前

掲｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
筑
豊
炭
販
売｣

、
一
六
三
頁
を
参
照
。

(

15)
『

年
報(

門
司)』

一
八
九
六
年
度
。

(

16)

同
上
。

(

17)

上
海
・
香
港
・
漢
口
に
お
け
る
社
炭
販
売
に
つ
い
て
は
、
前
掲｢

三
菱
合
資
会
社
設

立
後
の
筑
豊
炭
販
売｣

、
一
六
六
〜
一
六
七
頁
を
参
照
。

(

18)
『

三
菱
社
誌』

(

二
〇)

、
四
二
〇
頁
。
な
お
、
東
肥
洋
行
は
漢
口
に
進
出
し
た
日
本

商
で
あ
っ
た(

不
二
出
版
復
刻
版
、
外
務
省
編『

通
商
彙
纂』

第
一
〇
〇
巻
、
一
九
一

頁)

。

(

19)

同(

一
九)

、
一
六
八
頁
。

(

20)
『

三
菱
商
事
社
史』

上
巻
、
六
四
頁
。

(

21)
『

三
菱
社
誌』

(

二
〇)

、
五
七
六
頁
。

(
22)

同
、
八
七
三
頁
。

(
23)

同
、
七
二
四
頁
。

(

24)
一
九
〇
六
年
三
月
に
は
ト
リ
ッ
プ
に
終
身
年
金
を
給
し
、
一
ヵ
年
、
上
海
支
店
助
言

役
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る(

同
、
八
六
八
頁)

。

(

25)
『

年
報(
門
司)』

に
お
い
て
は
、
買
入
炭
に
つ
い
て
、｢

社
炭
ノ
補
充
ト
シ
テ｣

(

一

九
〇
四
年
度)
、
あ
る
い
は｢

補
充
炭｣

(

一
九
〇
七
年
度)

と
い
う
表
現
も
用
い
て
い
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る
。
当
該
表
現
は
、
社
炭
の
特
定
の
炭
種
が
売
約
後
不
足
し
て
、
補
充
の
た
め
に
買
い

入
れ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
た
し
か
に
そ
の
よ
う
な
場
合
も
あ
ろ
う
が
、

『

年
報(
門
司)』

(

一
九
〇
七
年
度)

で
は
、
買
入
炭
が
社
炭
の
半
ば
を
占
め
て
い
た

こ
と
や
、
販
売
で
き
ず
に
大
量
の
貯
炭
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、｢

補

充
炭｣

と
い
う
表
記
も
買
入
炭
と
ほ
ぼ
同
義
で
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
買
入
炭
、
委
託
炭
に
つ
い
て
は
、
畠
山
秀
樹『

近
代
日
本
の
巨
大
鉱
業
経
営』

多
賀
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
六
〜
二
〇
九
頁
を
参
照
。

(

26)
｢

土
地
売
炭｣

と
い
う
用
語
の
内
容
が
、
使
用
す
る
三
菱
史
料
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
前
掲｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
筑
豊
炭

販
売｣

、
一
六
七
〜
一
六
八
頁
、
一
七
三
〜
一
七
五
頁
、
前
掲『

近
代
日
本
の
巨
大
鉱

業
経
営』

、
二
一
一
〜
二
二
五
頁
を
参
照
。
な
お
、
外
国
船
焚
料
炭
の
代
理
店
と
し
て
、

｢

グ
ラ
ス
ゴ
ー｣

、｢

ブ
ラ
ウ
ン
マ
ク
フ
ワ
ー
レ
ン｣
、｢
ブ
ラ
ウ
ン｣

の
各
商
会
が
あ
っ

た(『

年
報(

門
司)』

一
九
〇
七
年
度
、
五
頁)

。

(

27)

三
菱
筑
豊
炭(

社
炭)

の
内
外
売
炭
お
よ
び
内
外
市
場
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
前
掲

｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
筑
豊
炭
販
売｣

を
参
照
。
ま
た
、
関
連
す
る
研
究
に
つ
い

て
は
同
論
文
、
一
六
〇
頁
、
注(

２)

を
参
照
。

(

28)
『

年
報(

門
司)』

一
九
〇
七
年
度
、
五
頁
。

(

29)

同
、
四
〇
頁
。
特
別
格
下
げ
は
、
四
万
八
八
九
円
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(

30)

久
良
知
は
筑
豊
鉱
業
家
の
な
か
で
も
有
力
者
で
、
小
松
炭
坑
・
起
行
炭
坑
を
経
営
し

た
。
高
野
江
基
太
郎『

筑
豊
炭
礦
誌』

一
八
九
八
年
、(

文
献
出
版
復
刻
版
、
一
九
七

五
年)

、
七
一
五
〜
七
一
七
頁
を
参
照
。

(

31)

住
友
忠
隈
炭
礦
に
つ
い
て
は
、
畠
山
秀
樹『

住
友
財
閥
成
立
史
の
研
究』

同
文
館
出

版
、
一
九
八
八
年
、
第
七
章
を
参
照
。

(

32)
『

年
報(

門
司)』

一
九
〇
七
年
度
、
八
頁
。

(

33)
｢

そ
の
他｣

に
分
類
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
一
九
一
〇
年
、
一
一
年
度
分
に
つ
い
て

は
、
第
二
グ
ル
ー
プ
と
同
様
の
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
考
察
の

対
象
外
と
し
た
。

(

34)

前
掲｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
鯰
田
炭
坑｣

(『

三
菱
史
料
館
論
集』

第
九
号
、
二

〇
〇
八
年)

、
二
四
五
頁
。

(

35)
『

三
菱
社
誌』

(

二
〇)

、
五
九
二
頁
。
な
お
、
委
託
炭
は
、
原
典
で
は
委
托
炭
と
も

表
記
さ
れ
て
い
る
。

(

36)
『

筑
豊
石
炭
礦
業
史
年
表』

(

西
日
本
文
化
協
会
、
一
九
七
三
年)

に
よ
れ
ば
、
起
行

炭
坑
が
一
九
〇
〇
年
四
月
、
三
菱
よ
り
四
〇
万
円
を
借
り
入
れ
、
一
ヶ
月
出
炭
一
万
八

〇
〇
〇
斤
の
販
売
を
三
菱
に
委
託
し
た
と
さ
れ
る(

一
九
八
頁)

。
起
行
炭
坑
は
久
良

知
の
炭
坑
で
あ
っ
て
、
久
良
知
は
同
坑
開
発
資
金
を
三
菱
に
仰
い
だ
こ
と
と
な
ろ
う
か
。

な
お
、『

三
菱
社
誌』

(

一
九)

に
よ
れ
ば
、
一
八
九
七
年
六
月
に
麻
生
太
吉
に
二
・

五
万
円
の
貸
金
を
行
っ
て
お
り(

同
書(

一
九)

、
一
八
四
頁)

、
ま
た
一
八
九
八
年
二

月
に
は
、
松
本
潜
か
ら
貸
金
返
納
が
あ
っ
た(

同
書(

二
〇)

、
二
五
八
頁)

。
以
上
の

事
実
は
、
三
菱
が
貸
金
を
梃
子
と
し
て
、
筑
豊
鉱
業
家
に
対
す
る
支
配
を
広
げ
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

(

37)

当
該
貸
金
は
、
原
典
に
一
切
説
明
が
な
い
の
で
不
詳
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
し

か
し
、『

年
報(

門
司)』

(

一
八
九
六
年
度)

に
よ
れ
ば
、
磯
辺
松
蔵
に
対
し
、
一
八

九
五
年
四
月
に
七
、〇
〇
〇
円
を
貸
金
し
て
い
た
。
ま
た
、
第
34
表
に
は
九
五
年
度

八
、〇
〇
〇
円
弱
、
九
六
年
度
七
、〇
〇
〇
円
の
貸
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、

当
該
貸
金
は
磯
辺
に
対
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

38)

門
司
支
店
の
石
炭
口
銭
は
、
一
八
九
七
年
一
〇
月
一
二
日
付
で
一
ト
ン
一
五
銭
で
あ
っ

た(『

三
菱
社
誌』

(

一
九)

、
二
一
二
頁)

。
も
し
同
一
口
銭
が
久
良
知
炭
に
適
用
さ
れ

て
い
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
久
良
知
炭
は
一
九
〇
〇
年
度
三
・
三
万
ト
ン
、
〇
二
年

度
一
六
・
七
万
ト
ン
と
い
う
勘
定
と
な
る
。

(
39)

『

年
報(

門
司)』

一
九
〇
四
年
度
、
四
頁
。

(

40)
同
、
附
属
表
。

(

41)
『

年
報(
門
司)』

一
九
〇
七
年
度
。

(

42)

筑
豊
地
場
資
本
の
事
例
と
し
て
は
、
前
掲｢

筑
豊
炭
礦
企
業
家
の
形
成
と
発
展(

一)

・

(

二)｣
(『

大
分
大
学
経
済
論
集』

第
三
六
巻
第
三
号
、
第
五
号
、
一
九
八
四
年
、
八
五
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年)

。
ま
た
、
住
友
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
畠
山
秀
樹『

住
友
財
閥
成
立
史
の
研
究』

、

四
六
五
頁
を
参
照
。

(

43)
『

支
店
勘
定
書』

Ⅲ
。

(

44)
『

立
業
貿
易
録』

八
七
八
頁
。

(

45)
『

三
菱
商
事
社
史』
、
上
巻
、
九
五
頁
。

(

46)
(

47)

同
、
六
二
頁
。

(

48)
『

三
菱
社
誌』

(

二
〇)
、
三
三
四
〜
三
三
五
頁
。

(

49)

同
、
三
六
四
〜
三
六
五
頁
。

(

50)

同
、
四
一
五
頁
。

(

51)

岩
崎
家
傳
記
刊
行
会
編『

岩
崎
彌
之
助
傳』

下
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
、

二
六
一
頁
。

(

52)
『

三
菱
社
誌』

(

二
〇)

、
三
一
八
頁
。

(

53)

同(

二
一)

、
一
一
五
六
頁
。
た
だ
し
、
主
と
し
て
長
崎
・
大
陸
間
の
運
炭
船
で
あ

る
江
浦
丸
・
小
浦
丸
に
つ
い
て
は
長
崎
支
店
に
よ
る
便
宜
的
運
用
を
認
め
て
い
た
。

(

54)

社
汽
船
の
所
属
と
管
理
に
つ
い
て
、
三
菱
合
資
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
16
表
の(

注)

、
お
よ
び
第
18
表
の(

注)

、

参
照
。

(

55)
『

三
菱
社
誌』

(

二
一)

、
一
二
五
四
頁
、
前
掲『

岩
崎
彌
之
助
傳』

下
、
二
六
一
頁
。

(

56)

一
九
〇
二
年
度
の
門
司
支
店
の
貸
借
対
照
表
借
方
に
社
汽
船
勘
定
が
み
え
る
が
、
こ

れ
は
船
体
評
価
額
で
は
な
く
、
船
体
保
険
料
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。

(

57)

大
冶
鉄
鉱
石
運
賃
は
、
一
九
一
〇
年
九
月
に
お
け
る
新
契
約
で
は
ト
ン
当
た
り
二
円

八
〇
銭
と
さ
れ
た(『

三
菱
社
誌』

(

二
一)

、
一
、
二
五
四
頁)

。
通
常
石
炭
運
賃
は
、

景
気
や
国
際
情
勢
の
動
き
に
対
応
し
て
激
し
い
騰
落
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
上
海
・
漢

口
間
に
お
い
て
は
、
長
江
は
冬
期
減
水
期
に
、
三
菱
の
鉱
石
運
送
船
は
大
型
で
あ
っ
た

た
め
遡
江
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
毎
年
春
期
〜
秋
期
末
ま
で
の
間
に
年
間

運
送
契
約
量
に
つ
い
て
は
集
中
的
に
運
送
を
終
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
約

が
あ
っ
た
。

(

58)
『

年
報(

門
司)』

一
九
〇
七
年
度
、
一
八
頁
。

(

59)
『

三
菱
商
事
社
史』

上
巻
、
六
四
頁
、
お
よ
び
七
六
〜
七
七
頁
。

(

60)
(

61)
『

年
報(

門
司)』

一
九
〇
四
年
度
、｢

用
度
方
年
報｣

一
頁
。

(

62)

三
菱
大
阪
製��

所
お
よ
び
同
製��

所
と
三
菱
傘
下
鉱
山
と
の
製
錬
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
畠
山
秀
樹｢

大
阪
に
お
け
る
近
代
的
銅
精
錬
業
の
発
展｣

(

宇
田
正
・
畠
山
秀

樹
編『

新
し
い
大
阪
の
歴
史
像
を
求
め
て』

(

嵯
峨
野
書
院
、
一
九
九
九
年)

を
参
照
。

佐
渡
・
生
野
の
両
鉱
山
お
よ
び
大
阪
製��

所
は
一
括
し
て
一
八
九
六
年
に
三
菱
に
お

い
て
官
業
払
下
げ
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
三
菱
は
、
そ
の
後
、
大
阪
製��

所
の
電
気

精
錬
設
備
の
拡
張
を
続
行
し
、
三
菱
傘
下
諸
鉱
山
の
産
出
粗
銅
に
つ
い
て
集
中
的
に
電

気
精
錬
を
行
っ
た
。

(

63)
『

年
報(

門
司)』

一
九
〇
七
年
度
、
四
九
頁
。
倉
庫
品
勘
定
の
名
称
は
、
一
九
一
一

年
度
に
貯
蔵
品
勘
定
と
変
更
さ
れ
た
。
倉
庫
品
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
高
島
炭
坑
の

事
例
が
判
明
し
て
い
る
。
畠
山
秀
樹｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
高
島
炭
坑｣

(『

三
菱

史
料
館
論
集』

第
七
号
、
二
〇
〇
六
年)

、
二
三
七
〜
二
三
八
頁
を
参
照
。
そ
こ
で
は
、

多
種
の
採
掘
用
消
耗
品
、
事
務
用
品
、
酒
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

64)

こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
八
九
五
年
九
月
六
日
に｢

社
用
品
購
入
取
扱
手
続｣

(『

三
菱

社
誌』

(

一
九)

、
八
〇
頁)

が
定
め
ら
れ
、
社
内
需
要
品
購
入
に
つ
い
て
の
規
定
が
定

め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、『

三
菱
社
誌』

(

二
〇)

に
は
次
の
よ
う
な
内
容
の
記
述

が
あ
る
。

一
九
〇
四
年
一
月
一
日
に｢

用
度
品
取
扱
手
数
料｣

を
定
め
た
が
、
筑
豊
各
炭
坑
と

門
司
・
若
松
両
支
店
、
お
よ
び
高
島
炭
坑
と
長
崎
支
店
の
間
で
は
、｢

無
手
数
料｣

と

し
た
。
し
か
も
、
同
規
定
は
同
年
一
一
月
二
九
日
に
廃
さ
れ
て
い
る(

同
、
六
八
二
〜

六
八
三
頁
、
七
三
八
頁)

。
社
内
需
要
品
の
取
扱
い
に
対
し
、
三
菱
傘
下
支
店
が
手
数

料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
炭
坑
・
鉱
山
の
側
に
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

よ
う
。
一
九
〇
五
年
三
月
三
〇
日
に
は
、
門
司
支
店
の｢

所
轄
社
有
汽
船
取
扱
手
数
料

ハ
各
船
収
入
運
賃
高
ノ
百
分
ノ
一
、
但
鉱
石
運
賃
ヲ
控
除
ス｣

(

同
、
七
七
八
頁)

と

定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
貨
物
取
扱
料
を
徴
収
し
な
い
と
し
た
こ
と
に
対
す
る
代
償
的
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措
置
と
解
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
五
年
度
以
降
、

門
司
支
店
の
営
業
勘
定
表
貸
方
に
は｢

社
船
取
扱
手
数
料｣

勘
定
が
計
上
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。｢
各
船
収
入
運
賃
高
ノ
百
分
ノ
一｣

が
、
門
司
支
店
に
と
っ
て
は
貨
物
取
次

ぎ
手
数
料
と
な
っ
た
と
解
せ
よ
う
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
一
九
〇
八
年
一
〇
月
本
社
地
所

用
度
課
廃
止
に
伴
い｢

社
内
各
鉱
山
炭
坑
ニ
於
テ
需
用
ノ
用
度
品
ハ
凡
テ
直
接
製
造
者

又
ハ
販
売
者
ヨ
リ
購
入
セ
シ
メ
、
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
場
合
又
ハ
特
殊
ノ
物
品
ニ
限
リ
本
社

及
内
地
各
支
店
ニ
テ
取
次
購
入
ノ
コ
ト
ト
ス｣

(『

三
菱
社
誌』

(

二
一)

、
一
、
一
〇
〇

頁)

と
通
達
し
た
。
そ
し
て
、
翌
一
一
月
取
次
購
入
の
場
合
、｢

買
入
代
金
ノ
多
少
ニ

拘
ラ
ズ
買
入
価
格
ノ
百
分
ノ
二
以
内
ノ
取
次
手
数
料
又
ハ
購
買
発
送
ニ
要
ス
ル
諸
費
用

ノ
実
費
ノ
内
何
レ
カ
ヲ
適
宜
協
定
支
払
ノ
コ
ト
ト
ス｣

(

同
、
一
、
一
〇
八
頁)

と
定

め
て
い
る
。

(

65)

畠
山
秀
樹｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
高
島
炭
坑｣

(『

三
菱
史
料
館
論
集』

第
七
号
、

二
〇
〇
六
年)

、
一
八
五
頁
。

(

66)
『

統
計
輯
覧』

に
よ
れ
ば
、
門
司
支
店
で
は
一
八
九
六
年
度
に
流
通
資
金
三
万
円
が

計
上
さ
れ
る
が
、
若
松
支
店
で
は
一
八
九
五
年
度
に
お
い
て｢
新
規
三
万
円｣

を
固
定

資
本
の
増
額
と
し
て
記
載
し
て
い
る(

同
、
八
一
頁)

。
し
か
し
若
松
支
店
の
当
該
金

額
は
、
こ
れ
は
固
定
資
本
で
は
な
く
流
通
資
金
と
し
て
新
規
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
想
定
し
て
よ
い
。
な
お
、
三
菱
合
資
傘
下
の
他
支
店
に
は
当
該
期
に
お
い
て
流
通

資
金
の
設
定
は
見
当
た
ら
な
い
。

(

67)
『

三
菱
社
誌』

(

一
九)

、
二
頁
。

(

68)

前
掲｢

創
業
期
の
三
菱
合
資
神
戸
支
店｣

、
一
六
三
〜
一
六
四
頁
を
参
照
。

(

69)

固
定
資
金
・
流
通
資
金
の
両
勘
定
は
、
長
崎
・
若
松
両
支
店
に
お
い
て
も
一
九
一
一

年
度
よ
り
貸
借
対
照
表
上
に
設
定
さ
れ
た
が
、
大
阪
・
神
戸
両
支
店
で
は
設
定
さ
れ
な

か
っ
た
。

(

70)
『

年
報(

門
司)』

一
九
〇
七
年
度
、
四
九
頁
。

(

71)
『

年
報(

門
司)』

一
八
九
六
年
度
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

｢

従
来
當
支
店
ノ
有
金
ハ
二
千
円
ヲ
限
リ
當
地
第
八
十
七
銀
行
へ
其
餘
ハ
下
ノ
関
以

来
ノ
引
續
キ
ヲ
以
テ
同
地
三
井
銀
行
支
店
ヘ
當
座
預
金
ヲ
為
シ
居
リ
シ
ガ
三
井
銀
行
ハ

海
越
シ
ノ
事
ト
テ
取
付
又
ハ
坑
所
ヨ
リ
資
金
受
取
ノ
為
メ
出
張
シ
タ
ル
節
ハ
最
モ
不
便

ナ
リ
然
ル
ニ
本
年
株
式
会
社
日
本
貿
易
銀
行
門
司
支
店
開
設
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
依
リ
三
井

銀
行
ノ
預
金
ヲ
同
行
ニ
移
ス
コ
ト
ト
シ(

中
略)

本
社
ニ
申
出
テ
其
認
可
ヲ
経
タ
リ｣

(

72)

こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
九
〇
〇
年
度
の
銀
行
部
特
別
当
座
勘
定
の
残
高
が
、
同
年
度

の
門
司
支
店
の｢

財
産
目
録｣

中
の｢

銀
行
部
勤
倹
預
金｣

の
金
額
と
一
致
し
て
お
り
、

両
者
の
対
応
関
係
が
確
認
で
き
る(『

支
店
勘
定
書』

Ⅱ)

。

(

73)
(

74)

一
九
一
一
年
度
門
司
支
店｢

財
産
目
録｣

(『

支
店
勘
定
書』

Ⅲ)

。

(

75)

当
該
二
段
階
の
決
算
過
程
に
つ
い
て
は
、
前
掲｢

三
菱
合
資
会
社
設
立
後
の
高
島
炭

坑｣

、
二
〇
三
〜
二
〇
六
頁
を
参
照
。

(

76)
『

三
菱
社
誌』

(

一
九)

、
二
一
二
頁
。
一
八
九
七
年
一
〇
月
一
二
日
に
、
従
来
の
一

ト
ン
七
銭
の
口
銭
を
一
五
銭
と
し
て
い
る
。

(

77)
『

三
菱
社
誌』

(

二
〇)

、
七
七
八
頁
。

(

78)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『

三
菱
商
事
社
史』

資
料
編
、
一
三
三
〜
一
三
四
頁
。

[

付
記]

小
論
で
使
用
し
た
三
菱
関
係
の
史
料
は
、
三
菱
史
料
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
史
料
利
用

に
際
し
、
同
館
の
重
松
真
二
氏
、
お
よ
び
坪
根
明
子
氏
に
は
大
変
御
便
宜
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
す
で
に
同
館
を
退
職
さ
れ
た
曽
我
部
健
氏
に
は
、
三
菱
総
合
研
究
所
上
毛
資
料
セ
ン

タ
ー
の
時
代
か
ら
御
世
話
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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